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システムカウンタ

Cisco Tomcat Connector
Tomcat Hypertext Transport Protocol（HTTP）および HTTP Secure（HTTPS）Connectorオブジェク
トは、Tomcatコネクタについての情報を提供します。

Tomcat HTTPコネクタは、要求を受信して応答を送信するエンドポイントを表します。このコネ
クタは、アプリケーションのWebページにアクセスしたときに発生する HTTP/HTTPS要求の処
理と HTTP/HTTPS応答の送信を行います。Webアプリケーション URLの Secure Socket Layer
（SSL）ステータスは、各 Tomcat HTTP Connectorのインスタンス名の基準を提供します。たとえ
ば、SSLの場合は https://&lt;IP Address&gt;:8443、非 SSLの場合は http://&lt;IP
Address&gt;:8080になります。
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次の表に、Tomcat HTTP Connectorカウンタに関する情報を示します。

Table 1: Cisco Tomcat Connector

カウンタの説明カウンタ

コネクタで発生した HTTPエラー（たとえば、
「401未認証（401Unauthorized）」）の合計数。

Errors

コネクタが受信したデータの量。MBytesReceived

コネクタが送信したデータの量。MBytesSent

コネクタが処理した要求の総数。リクエスト

要求処理スレッドの現在の合計数、コネクタの

使用可能/使用中のスレッドを含みます。
ThreadsTotal

コネクタの要求処理スレッドの最大数。

Webアプリケーションのウィンドウで着信する
各要求は、その要求の期間中、1つのスレッド
を必要とします。現在使用可能な要求処理ス

レッドで処理できる数を上回る同時要求を受信

した場合は、このカウンタに表示される設定最

大数を上限として、追加のスレッドが作成され

ます。さらに別の同時要求を受信すると、それ

らの要求は、内部で指定された最大数になるま

で、コネクタで作成されたサーバソケット内に

累積されます。それ以外の同時要求は、それら

の要求を処理するリソースが使用可能になるま

で、接続拒否メッセージを受け取ります。

ThreadsMax

このカウンタは、コネクタのビジー状態/使用中
の要求処理スレッドの現在の数を表します。

ThreadsBusy

Cisco Tomcat JVM
Cisco Tomcat Java Virtual Machine (JVM)オブジェクトは、Cisco Unified Communications Managerの
管理、Cisco Unified Serviceability、およびCisco Unity Connectionの管理など、Webアプリケーショ
ンで使用する共通リソースメモリのプールに関する情報を提供します。動的メモリブロックに

は、TomcatとそのWebアプリケーションで作成されるすべてのオブジェクトが保存されます。
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次の表に、Tomcat JVMカウンタに関する情報を示します。

Table 2: Tomcat JVM

カウンタの説明カウンタ

Tomcat Java Virtual Machineの動的メモリブロッ
ク（ヒープメモリ）の量。

動的メモリの空き容量が少なくなると、追加の

メモリが自動的に割り当てられ、

KbytesMemoryTotalカウンタに表示される合計
メモリサイズが増加します。ただし、

KbytesMemoryMaxカウンタに表示される最大容
量を上限とします。

使用中のメモリ容量は、KbytesMemoryTotalか
ら KBytesMemoryFreeの値を減算することで判
断できます。

KBytesMemoryFree

Tomcat Java Virtual Machineの動的メモリブロッ
ク（ヒープメモリ）の量。

KBytesMemoryMax

空きメモリと使用中メモリを含む、Tomcat Java
Virtual Machineの現在の動的メモリブロックの
合計サイズ。

KBytesMemoryTotal

Cisco Tomcat Web Application
Cisco Tomcat Web Applicationオブジェクトは、のWebアプリケーションを実行する方法について
の情報を提供します。

次の例で示すように、Webアプリケーションの URLは、各 Tomcat Web Applicationのインスタン
ス名の基準になります。

• Cisco Unified Communications Managerの管理ページ（https://&lt;IP
Address&gt;:8443/ccmadmin）は、ccmadminにより識別されます。

• Cisco Unified Serviceability（https://&lt;IP Address&gt;:8443/ccmservice）は、
ccmserviceによって識別されます。

• Cisco Unified Communications Managerのユーザオプション（https://&lt;IP
Address&gt;:8443/ccmuser）は、ccmuserによって識別されます。

• Cisco Unity Connectionの管理ページ（https://&lt;IP Address&gt;:8443/cuadmin）
は、cuadminによって識別されます。

•拡張子を持たない URL（https://&lt;IP Address&gt;:8443や http://&lt;IP
Address&gt;:8080）は _rootによって識別されます。
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次の表に、Tomcat Web Applicationカウンタについての情報を示します。

Table 3: Tomcat Web Application

カウンタの説明カウンタ

Cisco Unified Communications Manager関連、ま
たは Cisco Unity Connection関連のWebアプリ
ケーションで発生したHTTPエラー（たとえば、
401未認証など）の合計数を表します。

Errors

Webアプリケーションが処理する要求の数の合
計数。Requestsカウンタは、Webアプリケーショ
ンにアクセスするたびに増加します。

リクエスト

Webアプリケーションでアクティブまたは使用
中のセッションの数。

SessionsActive

Database Change Notification Client
Database Change Notification Clientオブジェクトは、変更通知クライアントについての情報を提供
します。次の表に、Database Change Notification Clientカウンタに関する情報を示します。

Table 4: Database Change Notification Client

カウンタの説明カウンタ

処理されたデータベース変更通知の数。このカ

ウンタは、15秒ごとに更新されます。
MessagesProcessed

現在処理中、またはこのクライアントの変更通

知キューで処理待ち状態にある変更通知メッ

セージの数。このカウンタは、15秒ごとに更新
されます。

MessagesProcessing

変更通知キューへのヘッドポインタ。ヘッド

ポインタは、変更通知キュー内の開始ポイント

として機能します。キュー内の通知数は、テー

ルポインタ値からヘッドポインタ値を減算す

ることで判断できます。デフォルトでは、この

カウンタは 15秒ごとに更新されます。

QueueHeadPointer

このクライアントで処理される変更通知メッ

セージの最大数。このカウンタは、Cisco
Database Layer Monitorサービスの最後の再起動
時から累積されます。

QueueMax
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カウンタの説明カウンタ

変更通知キューのテールポインタ。テールポ

インタは、変更通知キュー内の終了ポイントを

表します。キュー内の通知数は、テールポイン

タ値からヘッドポインタ値を減算することで判

断できます。デフォルトでは、このカウンタは

15秒ごとに更新されます。

QueueTailPointer

このクライアントが登録しているテーブルの

数。

TablesSubscribed

Database Change Notification Server
Database Change Notification Serverオブジェクトは、さまざまな変更通知関連の統計情報を提供し
ます。次の表に、Database Change Notification Serverカウンタに関する情報を示します。

Table 5: Database Change Notification Server

カウンタの説明カウンタ

変更を通知するために登録されている変更通知

クライアント（サービス/サーブレット）の数。
クライアント

リブートしてからサーバによって処理される変

更通知メッセージの合計数。

CNProcessed

変更通知プロセスで処理するメッセージがある

にもかかわらず、メッセージが処理されていな

い時間（秒）。この条件は、次の場合に当ては

まります。

• Change Notification Requests Queued in
Database（QueuedRequestsInDB）と Change
Notification Requests Queued in Memory
（QueuedRequestsInMemory）がゼロ以外に
設定されている場合、または

• Latest Change NotificationMessages Processed
カウントが変更されていない場合。

この条件は 15秒ごとに確認されます。

Queue Delay

（共有メモリのキューに入らずに）TCP/IP直接
接続により DBCNQueue（Database Change
Notification Queue）テーブルに入れられた変更
通知レコードの数。このカウンタは、15秒ごと
に更新されます。

QueuedRequestsInDB
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カウンタの説明カウンタ

共有メモリのキューに入る変更通知要求の数。QueuedRequestsInMemory

Database Change Notification Subscription
DatabaseChangeNotificationSubscriptionオブジェクトは、クライアントが変更通知を受信するテー
ブルの名前を表示します。

SubscribedTableオブジェクトは、変更通知を受信するサービスまたはサーブレットを含んだテー
ブルを表示します。カウンタは増加しないため、この表示は参考目的のみに使用されます。

Database Local DSN
Database Local Data Source Name（DSN）オブジェクトと LocalDSNカウンタは、ローカルマシン
の DSN情報を提供します。次の表に、Database Local DSNに関する情報を示します。

Table 6: Database Local Data Source Name

カウンタの説明カウンタ

使用されている Ccm DbSpaceの量。CcmDbSpace_Used

使用されている Ccmtemp DbSpaceの量。CcmtempDbSpace_Used

使用されている CN DbSpaceの割合（パーセン
ト）。

CNDbSpace_Used

ローカルマシンから参照されている DSN。LocalDSN

空いている共有メモリの合計。SharedMemory_Free

使用されている共有メモリの合計。SharedMemory_Used

使用されている RootDbSpaceの量。RootDbSpace_Used

DB User Host Informationカウンタ
DB User Host Informationオブジェクトは、DB User Hostについての情報を提供します。

DB:User:Host Instanceオブジェクトは、DB:User:Hostの各インスタンスの接続数を表示します。
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Enterprise Replication DBSpace Monitors
Enterprise Replication DBSpace Monitorsオブジェクトは、さまざまな ER DbSpaceの使用状況を表
示します。次の表に、Enterprise Replication DB Monitorsに関する情報を示します。

Table 7: Enterprise Replication DBSpace Monitors

カウンタの説明カウンタ

使用されているEnterprise ReplicationDbSpaceの
容量。

ERDbSpace_Used

使用されている ERDbSpaceの容量。ERSBDbSpace_Used

Enterprise Replication Perfmon Counters
Enterprise Replication Perfmon Counterオブジェクトは、さまざまな複製カウンタについての情報を
提供します。

ServerName:ReplicationQueueDepthカウンタは、サーバ名に続いて、複製キューの項目数を表示し
ます。

IP
IPオブジェクトは、システムの IPv4関連の統計についての情報を提供します。次の表に、IPカウ
ンタについての情報を示します。

また、このカウンタは、Unified Communications Managerをサポートし、システムの IPv6
関連の統計についての情報を提供する IPv6オブジェクトの一部でもあります。

Note

Table 8: IPカウンタ

カウンタの説明カウンタ

このエンティティで生成された IPデータグラム
フラグメントの数。

Frag Creates

Do not Fragmentフラグが設定されたデータグラ
ムの場合など、データグラムをフラグメント化

できなかったためにこのエンティティで破棄さ

れた IPデータグラムの数。

Frag Fails

このエンティティで正常にフラグメント化され

た IPデータグラムの数。
Frag OKs

IPユーザプロトコルに配信された入力データグ
ラムの数。これにはインターネット制御メッ

セージプロトコル（ICMP）が含まれます。

In Delivers
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カウンタの説明カウンタ

問題が発生しないものの廃棄された入力 IPデー
タグラムの数。考えられる原因の 1つに、バッ
ファ領域の不足があります。このカウンタに

は、再構成の待機中に廃棄されたデータグラム

の数は含まれません。

In Discards

ヘッダーエラーで廃棄された入力データグラム

の数。これには、不正なチェックサム、バー

ジョン番号の不一致、他の形式エラー、存続可

能時間の超過、および IPオプションの処理中に
発見されたその他のエラーが含まれます。

In HdrErrors

すべてのネットワークインターフェイスから受

信された入力データグラムの数。このカウンタ

には、エラーと共に受信されたデータグラムも

含まれます。

In Receives

正常に受信されたものの、プロトコルが不明ま

たはサポートされないために廃棄されたローカ

ルアドレス宛てのデータグラムの数。

In UnknownProtos

受信された着信 IPデータグラムの数および送信
された発信 IPデータグラムの数。

InOut Requests

送信されずに廃棄された出力 IPデータグラムの
数。考えられる原因の 1つに、バッファ領域の
不足があります。

Out Discards

このカウンタは、ICMPを含むローカル IPユー
ザプロトコルが、要求送信で IPに与える IP
データグラムの総数を表します。このカウンタ

には、ForwDatagramsでカウントされたデータ
グラムの数は含まれません。

Out Requests

タイムアウトやエラーなど、IP再構成アルゴリ
ズムによって検出された IP再構成の失敗の回
数。

このカウンタは、破棄された IPフラグメントの
数を表しません。RFC 815のアルゴリズムなど
の一部のアルゴリズムでは、受信するときにフ

ラグメントを結合するので、フラグメントの数

を追跡できなくなる可能性があるためです。

Reasm Fails

正常に再構成された IPデータグラムの数。Reasm OKs
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カウンタの説明カウンタ

このエンティティで再構成が必要だった受信 IP
フラグメントの数。

Reasm Reqds

メモリ

Memoryオブジェクトは、サーバの物理メモリとスワップメモリの使用状況についての情報を提
供します。次の表に、Memoryカウンタに関する情報を示します。

Table 9:メモリ

カウンタの説明カウンタ

システムの物理メモリの使用率をパーセントで

表示します。このカウンタの値は次のように計

算されます。

Total KBytes - Free KBytes - Buffers
KBytes - Cached KBytes + Shared
KBytes) / Total KBytes

この値は、Used KBytes/Total KBytesに相当しま
す。

%Mem Used

アクティブなページの割合（パーセント）。% Page Usage

システムの仮想メモリの使用率をパーセントで

表示します。このカウンタの値は次のように計

算されます。

Total KBytes - Free KBytes - Buffers
KBytes - Cached KBytes + Shared
KBytes + Used Swap KBytes) / (Total
KBytes + Total Swap KBytes)

この値は、Used VM KBytes/Total VM KBytesに
相当します。

% VM Used

システムのバッファ容量（キロバイト単位）。Buffers KBytes

キャッシュされたメモリの容量（キロバイト単

位）。

Cached KBytes

システムで使用可能な合計メモリの総量（キロ

バイト単位）。

Free KBytes

システムで使用可能な空きスワップ領域の容量

（キロバイト単位）。

Free Swap KBytes
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カウンタの説明カウンタ

上部領域での空きメモリ容量。

Linuxカーネルは、仮想メモリアドレス空間を
複数のメモリ領域に分割します。上位メモリは

特定の物理アドレスより上位のメモリで、その

容量は、合計メモリとシステムのカーネルタイ

プによって異なります。

4 GBメモリを搭載した Unified Communications
Managerシステムの場合、上位メモリはおおよ
そ 896M～ 4096Mのアドレスを指します。

HighFree

上位領域のメモリの総量。

Linuxカーネルは、仮想メモリアドレス空間を
複数のメモリ領域に分割します。上位メモリは

特定の物理アドレスより上位のメモリで、その

容量は、合計メモリとシステムのカーネルタイ

プによって異なります。

4 GBメモリを搭載した Unified Communications
Managerシステムの場合、上位メモリはおおよ
そ 896M～ 4096Mのアドレスを指します。

HighTotal

システムによるページフォールト（メジャーと

マイナーの両方）の 1秒あたりの件数を表しま
す（2.5以降のカーネルのみ）。一部のページ
フォールトは I/Oがなくても解決できるため、
この値は入力および出力（I/O）を生成したペー
ジフォールトのカウントと一致しない場合があ

ります。

Page Faults Per Sec

カーネルの低（非ページ）メモリの合計。Low Total

カーネルの低（非ページ）メモリの空き容量の

合計。

Low Free

システムによる 1秒あたりのメジャーフォール
トの件数（2.5以降のカーネルのみ）。メジャー
ページフォールトとは、ディスクからメモリ

ページをロードする必要があるページフォール

トを指します。

Page Major Faults Per Sec

ディスクからページインしたページの数と、

ディスクにページアウトしたページの数の合

計。

ページ
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カウンタの説明カウンタ

ディスクからページインされたページの数。Pages Input

ディスクからページインされた 1秒あたりの
ページのサイズの合計（キロバイト単位）。

Pages Input Per Sec

ディスクにページアウトされたページの数。Pages Output

ディスクにページアウトされた 1秒あたりの
ページのサイズの合計（キロバイト単位）。

Pages Output Per Sec

システムの共有メモリの容量（キロバイト単

位）。

Shared KBytes

プロシージャの slabinfoのすべての個別エント
リの合計を表す詳細なカウンタとして、さまざ

まなカーネルコンポーネントによって作成され

ている SlabCacheで使用されるメモリ。

SlabCache

キャッシュメモリとして使用されたスワップ容

量。これは、一旦スワップアウトされてからス

ワップバックされたが、まだスワップファイル

に残っているメモリです。

SwapCached

システムのメモリの総量（キロバイト単位）。Total KBytes

このカウンタは、システムのスワップ領域の総

量（キロバイト単位）。

Total Swap KBytes

使用中のシステム物理メモリとスワップ領域

（Total Kbytes + Total Swap Kbytes）の総量（キ
ロバイト単位）。

Total VM KBytes

使用中のシステム物理メモリの容量。Used
KBytesカウンタの値は次のように計算されま
す。

Total KBytes - Free KBytes - Buffers
KBytes - Cached KBytes + Shared
KBytes。

Used KBytesの値は、topまたは freeコマンド出
力に表示されるLinuxの値とは異なります。top
または freeコマンド出力に表示される Usedの
値は、Total KBytes - FreeKBytesで計算される値
に等しく、Buffers KBytesと Cached KBytesの合
計値も含みます。

Used KBytes
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、システムで使用中のスワップ

領域の容量をキロバイト単位で表します。

Used Swap KBytes

このカウンタは、システム物理メモリと、使用

中のスワップ領域の容量をキロバイト単位で表

します。値は次のように計算されます。

Total KBytes - Free KBytes - Buffers
KBytes - Cached KBytes + Shared
KBytes + Used Swap KBytes

この値は、UsedMemKBytes +Used SwapKBytes
に相当します。

Used VM KBytes

ネットワークインターフェイス（Network Interface）
Network Interfaceオブジェクトは、システムのネットワークインターフェイスについての情報を
提供します。次の表に、Network Interfaceカウンタに関する情報を示します。

Table 10:ネットワークインターフェイス（Network Interface）

カウンタの説明カウンタ

インターフェイスで受信したフレーミング文字

を含めたバイト数。

Rxバイト

エラーは検出されなかったものの、破棄するよ

うに選択されたインバウンドパケットの数。こ

れによって、上位層のプロトコルにパケットが

配信されなくなります。また、パケットの破棄

によりバッファ領域が解放されます。

Rx Dropped

エラーのために上位層のプロトコルに配信でき

なかったインバウンドパケット（パケット指向

インターフェイス）の数と、インバウンド送信

ユニット（文字指向または固定長インターフェ

イス）の数。

Rxエラー

このインターフェイスで受信したマルチキャス

トパケットの数。

Rx Multicast

このサブレイヤが上位サブレイヤに配信したパ

ケットの数。この数には、このサブレイヤでマ

ルチキャストまたはブロードキャストアドレス

にアドレス指定されたパケットは含まれていま

せん。

RXパケット
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カウンタの説明カウンタ

受信（Rx）バイトと送信（Tx）バイトの総数。合計バイト数

Rxパケットと Txパケットの総数。合計パケット数（Total Packets）

インターフェイスから送信されたフレーミング

文字を含むオクテットの総数。

Tx Bytes

エラーは検出されなかったものの、破棄するよ

うに選択されたアウトバウンドパケットの数。

これによって、上位層のプロトコルにパケット

が配信されなくなります。また、パケットの破

棄によりバッファ領域が解放されます。

Tx Dropped

エラーのために送信できなかったアウトバウン

ドパケット（パケット指向インターフェイス）

の数と、アウトバウンド送信ユニット（文字指

向または固定長インターフェイス）の数。

Tx Errors

破棄されたものや送信されなかったものも含

め、上位レベルのプロトコルが送信を要求した

パケットの総数。この値には、このサブレイヤ

でマルチキャストまたはブロードキャストアド

レスにアドレス指定されたパケットは含まれて

いません。

Txパケット

The length of the output packet queue (in packets).Tx QueueLen

Number of Replicates Created and State of Replication
Number of Replicates Created and State of Replicationオブジェクトは、システムのリアルタイム複製
についての情報を提供します。次の表に、Replicationカウンタに関する情報を示します。

Table 11: Number of Replicates Created and State of Replication

カウンタの説明カウンタ

DB表用に Informixによって作成されたレプリ
ケーションの数。このカウンタは、複製のセッ

トアップ中の情報を表示します。

Number of Replicates Created

パフォーマンスカウンタとアラート
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カウンタの説明カウンタ

レプリケーションの状態。次の値が使用されま

す。

0

初期化中。サーバが定義されていない場合、

または、サーバは定義されていてもテンプ

レートが完了していない場合、カウンタの

値は 0になります。

1

レプリケーションセットアップスクリプト

がこのノードから起動した。CLIで utils
dbreplication statusを実行し、エラーの場
所と原因を判別することを推奨します。

2

良好なレプリケーション。

3

不正なレプリケーション。カウンタの値が

3の場合、クラスタ内の複製が正しく機能し
ていないことを示します。これは、クラス

タ内の特定のサーバ上で複製が失敗したこ

とを示すものではありません。CLIで utils
dbreplication statusを実行し、エラーの場
所と原因を判別することを推奨します。

4

レプリケーションセットアップが失敗した。

Replicate_State

[パーティション（Partition）]
Partitionオブジェクトは、システムのファイルシステムとその使用状況についての情報を提供し
ます。次の表に、Partitionカウンタに関する情報を示します。これらのカウンタは予備パーティ
ション（存在する場合）でも使用できます。

Table 12: [パーティション（Partition）]

カウンタの説明カウンタ

ディスクに対して発行された I/O要求の処理に
かかった CPU時間のパーセンテージ。

% CPU Time

このファイルシステムで使用中のディスク領域

のパーセンテージ。

% Used

パフォーマンスカウンタとアラート

14

パフォーマンスカウンタとアラート

[パーティション（Partition）]



カウンタの説明カウンタ

このカウンタは使用されません。このカウンタ

の代わりに Await Read Timeカウンタが使用さ
れます。このカウンタは、カウンタの値が -1に
なると無効になります。

%Wait in Read

このカウンタは使用されません。このカウンタ

の代わりに Await Write Timeカウンタが使用さ
れます。このカウンタは、カウンタの値が -1に
なると無効になります。

%Wait in Write

サービス対象のデバイスに対して発行された読

み取り要求の平均所要時間（ミリ秒単位）。

Await Read Time

サービス対象のデバイスに対して発行された入

出力（I/O）要求の平均所要時間（ミリ秒単
位）。この値には、要求がキュー内に存在する

時間と、要求を処理する時間が含まれます。

Await Time

サービス対象のデバイスに対して発行された書

き込み要求の平均所要時間（ミリ秒単位）。

Await Write Time

ディスクに対して発行された要求の平均キュー

長。

キューの長さ（Queue Length）

ディスクから読み取られた 1秒あたりのデータ
量（バイト単位）。

Read Bytes Per Sec

このファイルシステムのディスク領域全体の容

量（メガバイト単位）。

Total Mbytes

このファイルシステムで使用中のディスク領域

の容量（メガバイト単位）。

Used Mbytes

ディスクに書き込まれた 1秒あたりのデータ量
（バイト単位）。

Write Bytes Per Sec

パフォーマンスカウンタとアラート
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プロセス

Processオブジェクトは、システムで実行されているプロセスについての情報を提供します。次の
表に、Processカウンタに関する情報を示します。

Table 13:プロセス

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、最後に更新してから経過した

CPU時間におけるタスク占有率を、合計 CPU
時間に対する比率で表します。

% CPU Time

このカウンタは、タスクが現在使用している物

理メモリを比率で表します。

%MemoryUsage

このカウンタは、タスクメモリステータスの

スタックサイズを表します。

Data Stack Size

このカウンタは、タスクのNice値を表します。

•負のNice値はプロセスの優先順位が高いこ
とを示します。

•正のNice値はプロセスの優先順位が低いこ
とを表します。

Nice値が0の場合、タスクの割り当て
を判断するときに優先順位を調整しな

いでください。

Note

Nice

このカウンタは、タスクで発生し、データをメ

モリにロードすることが必要になったメジャー

ページフォールトの数を表します。

Page Fault Count

このカウンタは、タスク固有のプロセス IDを
表します。この IDは定期的にラッピングされ
ますが、値が 0になることはありません。

PID

パフォーマンスカウンタとアラート
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、次のプロセスステータスを表

示します。

0

Running

1

スリープ中

2

割り込み不能ディスクスリープ

3

ゾンビ

4

停止（Stopped）

5

ページング

6

不明

Process Status

このカウンタは、タスクが使用している共有メ

モリの容量（キロバイト）を表示します。他の

プロセスが同じメモリを共有することも可能で

す。

Shared Memory Size

このカウンタは、このプロセスがカーネルモー

ドでスケジューリングしたシステム時間

（STime）を jiffy単位で表示します。jiffyは
CPU時間の 1単位に相当し、測定単位として使
用されます。1秒は 100 jiffyです。

STime

このカウンタは、タスクで現在グループ化され

ているスレッドの数を表示します。負の値（-1）
は、このカウンタが現在使用不可になっている

ことを示します。これは、システムのプロセス

とスレッドの数の合計がデフォルトのしきい値

を超過したために、スレッド統計情報（Thread
オブジェクトのすべてのパフォーマンスカウン

タ、および ProcessオブジェクトのThreadCount
カウンタを含む）がオフになった場合に発生し

ます。

Thread Count

パフォーマンスカウンタとアラート
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、タスクの開始以降、タスクが

ユーザモードとカーネルモードで使用した合

計 CPU時間を jiffy単位で表示します。

Total CPU Time Used

このカウンタは、タスクがユーザモードでスケ

ジューリングした時間を jiffy単位で表示しま
す。

UTime

このカウンタは、タスクでのヒープの仮想メモ

リ使用状況をキロバイト（KB）単位で表示しま
す。

VmData

このカウンタは、現在の物理メモリにおける仮

想メモリ（Vm）常駐セットサイズ（RSS）を
キロバイト（KB）単位で表示します。これに
は、コード、データ、およびスタックが含まれ

ます。

VmRSS

このカウンタは、タスクでの仮想メモリの合計

使用量をキロバイト（KB）単位で表示します。
この値はスワップアウトされたすべてのコー

ド、データ、共有ライブラリ、およびページが

含まれます。

仮想イメージ =スワップされたサイズ +常駐サ
イズ

VmSize

このカウンタは、プロセスが待機しているチャ

ネル（システムコール）を表示します。

Wchan

プロセッサ

Processorオブジェクトは、さまざまなプロセッサ時間の使用状況を比率で提供します。次の表に、
Processorカウンタについての情報を示します。

Table 14:プロセッサ

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、最後に更新してから経過した

中央処理装置（CPU）時間における、アイドル
時間を除いたプロセッサの占有率を表示しま

す。この占有率は、合計CPU時間に対する比率
で表されます。

% CPU Time
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、プロセッサがアイドル状態に

なっており、未処理のディスク入出力（I/O）要
求がない時間を比率で表示します。

Idle Percentage

このカウンタは、システムに未処理のディスク

I/O要求が存在し、同時にプロセッサがアイド
ル状態になっていた時間を比率で表します。

IOwait Percentage

このカウンタは、デバイスに割り当てられる割

り込み要求を実行するためにプロセッサが費や

す時間（プロセッサがコンピュータに信号を送

信するために費やす時間を含む）を比率で表し

ます。

Irq Percentage

このカウンタは、プロセッサが、Nice優先順位
に従ってユーザレベルで実行するために費やす

時間を比率で表示します。

Nice Percentage

このカウンタは、プロセッサが、CPUのパ
フォーマンスを向上させるために、ソフト IRQ
の実行とタスク切り替えの延期に費やす時間を

比率で表します。

Softirq Percentage

このカウンタは、プロセッサがシステム（カー

ネル）レベルでプロセスを実行している時間を

比率で表示します。

System Percentage

このカウンタは、プロセッサがユーザ（アプリ

ケーション）レベルで通常のプロセスを実行し

ている時間を比率で表示します。

User Percentage

システム

Systemオブジェクトは、システムのファイル記述子についての情報を提供します。

次の表に、Systemカウンタについての情報を示します。

Table 15:システム

カウンタの説明カウンタ

割り当てられたファイル記述子の数。Allocated FDs

システムで現在使用されているファイル記述子

の数。

Being Used FDs
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カウンタの説明カウンタ

システム上で割り当てられているファイル記述

子のうち、解放されているファイル記述子の

数。

Freed FDs

このサーバのすべてのディスクパーティション

での1秒あたりの入出力（I/O）操作の数。シス
テムパフォーマンスの問題が発生した場合、こ

のサーバの集約 I/O操作の影響を測定するため
にこのカウンタの情報を使用します。

IOPerSecond

このサーバ上でマージされ、すべてのデバイス

にキューイングされた読み取り要求の 1秒あた
りの数。

IOReadReqMergedPerSecond

このサーバ上でマージされ、すべてのデバイス

にキューイングされた書き込み要求の 1秒あた
りの数。

IOWriteReqMergedPerSecond

このサーバ上ですべてのデバイスに対して発行

された読み取り要求の 1秒あたりの数。
IOReadReqPerSecond

このサーバ上ですべてのデバイスに対して発行

された書き込み要求の 1秒あたりの数。
IOWriteReqPerSecond

このサーバ上のすべてのデバイスから読み取ら

れた 1秒あたりのセクター数。
IOSectorsReadPerSecond

このサーバ上のすべてのデバイスに書き込まれ

た 1秒あたりのセクター数。
IOSectorsWrittenPerSecond

このサーバ上のすべてのデバイスから読み取ら

れた 1秒あたりのキロバイト数。
IOKBytesReadPerSecond

このサーバ上のすべてのデバイスに書き込まれ

た 1秒あたりのキロバイト数。
IOKBytesWrittenPerSecond

このサーバ上のすべてのデバイスに対して発行

された要求のセクターの平均サイズ。

IOSectorsReqSizeAvg

このサーバ上のすべてのデバイスに対して発行

された要求の平均のキューの長さ。

IOReqQueueSizeAvg

サービス対象のすべてのデバイスに対して発行

される I/O要求の平均時間（ミリ秒）。これに
は、要求がキュー内に存在する時間と、要求を

処理する時間が含まれます。

IOAwait
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カウンタの説明カウンタ

このサーバ上のすべてのデバイスに対して発行

されるI/O要求の平均サービス時間（ミリ秒）。
IOServiceTime

I/O要求がこのサーバ上のデバイスに対して発
行される間（デバイスの帯域幅利用）のCPU時
間の割合。

IOCpuUtil

システムで許可されているファイル記述子の最

大数。

Max FDs

システムが稼働している合計時間（jiffy単位）。Total CPU Time

システムのプロセス数。Total Processes

システムのスレッドの数。Total Threads

TCP
TCPオブジェクトは、システムの TCP統計についての情報を提供します。

次の表に、TCPカウンタについての情報を示します。

Table 16: TCP

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、TCP接続がCLOSED状態から
SYN-SENT状態へ直接遷移した回数を表示しま
す。

Active Opens

このカウンタは、TCP接続が、SYN-RCVDまた
は SYN-RCVDのいずれかの状態から CLOSED
状態に直接遷移した回数を表示します。また、

TCP接続がSYS-RCVD状態からLISTEN状態へ
直接遷移した回数も表示します。

Attempt Fails

このカウンタは、現在ESTABLISHED状態また
は CLOSE-WAIT状態になっている TCP接続の
数を表示します。

Curr Estab

このカウンタは、TCP接続が、ESTABLISHED
または CLOSE-WAITのいずれかの状態から
CLOSED状態に直接遷移した回数を表示しま
す。

Estab Resets
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、受信したセグメント（エラー

受信したセグメントを含む）の総数を表示しま

す。この数には、現在確立されている接続で受

信したセグメントのみが含まれます。

In Segs

このカウンタは、送信したセグメントの総数と

受信したセグメントの総数を表示します。

InOut Segs

このカウンタは、送信したセグメントの総数を

表示します。このカウントには、現在確立され

ている接続で送信されるセグメントのみが含ま

れますが、再送信されたオクテットは除外され

ます。

Out Segs

このカウンタは、TCP接続が LISTEN状態から
SYN-RCVD状態に直接遷移した回数を表示しま
す。

Passive Opens

このカウンタは、以前に送信されたオクテット

が 1つ以上含まれているために再送信されたセ
グメントの総数を表示します。

RetransSegs

Thread
Threadオブジェクトは、システムで実行されているスレッドの一覧を表示します。

次の表に、Threadカウンタについての情報を示します。

Table 17: Thread

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、前回の更新以降に経過した

CPU時間におけるスレッドの占有率を表示しま
す。このカウンタは、占有率を合計CPU時間に
対する比率で表現します。

% CPU Time

このカウンタは、スレッドリーダープロセス

IDを表示します。
PID

AXL Webサービス
AXLWeb Serviceオブジェクトは、システムで実行されているAXLWeb Serviceに関する情報を提
供します。次の表に、AXL Web Serviceカウンタについての情報を示します。

パフォーマンスカウンタとアラート

22

パフォーマンスカウンタとアラート

Thread



Table 18: AXL Webサービス

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、前回の Cisco AXLWeb Service
の再起動以降に実行された Administrative XML
Layer（AXL）スロットリングの回数を表しま
す。AXLサービスが処理できるよりも多くの変
更要求を受信すると、スロットリングが発生し

ます。

ThrottleCount

このカウンタは、Administrative XML Layer
（AXL）スロットリングが現在アクティブ（ス
ロットリングが有効）かどうかを表します。こ

のカウンタの値が 1の場合、現在のスロットリ
ングが有効であることを示します。つまり、ア

プリケーションが AXLを介して Cisco Unified
Communications Managerに書き込み要求を送信
しようとしています。読み込み要求の許可と処

理は、AXLスロットリングが有効であっても行
われます。ゼロの値は、スロットリングがこの

時点で発生しておらず、すべての読み取りおよ

び書き込み要求が処理されることを示します。

ThrottleState

Ramfs
Ramfsオブジェクトは、ramファイルシステムに関する情報を提供します。次の表に、Ramfsカ
ウンタについての情報を示します。

Table 19: Ramfs

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、RAMベースのファイルシス
テム（ramfs）ファイルの総数を表します。

FilesTotal

このカウンタは、ramベースのファイルシステ
ム（ramfs）における空きデータブロックの容
量を表します。ブロックとは、ファイルシステ

ム用に統一されたデータストレージサイズの

単位です。ブロックサイズによって、ファイル

システムがデータの読み取りおよび書き込みに

使用するサイズが指定されます。Unified
Communications Managerシステムでは、ブロッ
クサイズは 4096バイトです。

SpaceFree
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、ramベースのファイルシステ
ム（ramfs）内のデータブロックの容量を表し
ます。ブロックとは、ファイルシステム用に統

一されたデータストレージサイズの単位です。

ブロックサイズによって、ファイルシステム

がデータの読み取りおよび書き込みに使用する

サイズが指定されます。UnifiedCommunications
Managerシステムでは、ブロックサイズは4096
バイトです。

SpaceUsed

音声およびビデオカウンタ

Cisco Analog Access
Cisco Analog Accessオブジェクトは、登録済みの Ciscoアナログアクセスゲートウェイについて
の情報を提供します。次の表に、Cisco Analog Accessカウンタに関する情報を示します。

Table 20: Cisco Analog Access

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、すべてのポートがビジー状態

だったときに、Unified Communications Manager
がアナログアクセスゲートウェイ経由でコー

ルを試行した回数の合計を示します。

OutboundBusyAttempts

このカウンタは、現在使用中の（アクティブ

な）ポートの数を示します。ポートは、その

ポートでコールが進行中のときにアクティブ表

示されます。

PortsActive

このカウンタは、現在アウトオブサービスの

ポートの数を示します。カウンタは、ループス

タートトランクおよびグラウンドスタートト

ランクだけに適用されます。

PortsOutOfService

Cisco Annunciator Device
Cisco Annunciator Deviceオブジェクトは、登録済みの Ciscoアナンシエータデバイスについての
情報を提供します。次の表には、Cisco Annunciatorカウンタについての情報が含まれます。
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Table 21: Cisco Annunciator Device

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
がアナンシエータデバイスからアナンシエータ

リソースの割り当てを試行して、すべてのリ

ソースがすでに使用中であるなどの理由で失敗

した回数の合計を表します。

OutOfResources

このカウンタは、アナンシエータデバイスに対

して現在アクティブな（使用中の）アナンシ

エータリソースの総数を表します。

ResourceActive

このカウンタは、非アクティブで、現時点では

アナンシエータデバイスでまだ使用可能なリ

ソースの総数を表します。

ResourceAvailable

このカウンタは、アナンシエータデバイスに対

して設定されているアナンシエータリソースの

総数を表します。

ResourceTotal

Cisco Call Restriction
Cisco Call Restrictionオブジェクトは、論理パーティションポリシー制限による失敗の数を表しま
す。次の表に、Cisco Call Restrictionカウンタに関する情報を示します。

Table 22: Cisco Call Restriction

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、会議にすでに存在するデバイ

スのジオロケーションと会議に招待されている

デバイスの間のコールパスが論理パーティショ

ンポリシーによって制限されたために、アド

ホック会議に参加者を追加できなかった試行回

数を表します。

AdHocConferenceFailures

このカウンタは、着信側と発信側のジオロケー

ション間の論理パーティションポリシー制限の

ために、失敗した基本コールの回数を表しま

す。基本コールとは、転送などの補足サービス

を利用しないコールです。

BasicCallFailures
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、関与する 2者のジオロケー
ション間の論理パーティションポリシー制限の

ために、着信コールの転送に失敗した試行回数

を表します。

ForwardingFailures

このカウンタは、発信側と着信側のジオロケー

ション間のコールの制限のために失敗したコー

ルの試行の合計回数を表します。これには、転

送、アドホック会議、ミートミー会議、ピック

アップ、コールパーク、共有回線、基本コール

の失敗の回数が含まれます。

LogicalPartitionFailuresTotal

このカウンタは、会議にすでに存在するデバイ

スのジオロケーションと会議への参加を試行し

ているデバイスの間のコールパスが、論理パー

ティションポリシーのために制限されたために

参加者をミートミー会議に追加できなかった試

行回数を表します。

MeetMeConferenceFailures

このカウンタは、着信側または接続先のジオロ

ケーション間の制限のために、初期ポリシー

チェック後に失敗したコールの回数を表しま

す。

MidCallFailures

このカウンタは、コールの取得を試行していた

デバイスに、パークされた通話者のジオロケー

ションを含む論理パーティションポリシー制限

があるために、コールパーク操作の実行に失敗

した試行回数を表します。

ParkRetrievalFailures

このカウンタは、ピックアップが試行されてい

るデバイスに、発信側デバイスのジオロケー

ションを含む論理パーティションポリシー制限

があるために、ピックアップ操作の実行に失敗

した試行回数を表します。

PickUpFailures

このカウンタは、発信者または着信側に、共有

回線を持つデバイスのジオロケーションを含む

論理パーティションポリシー制限があるため

に、共有回線の使用に失敗した試行回数を表し

ます。

SharedLineFailures
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、転送された通話者のジオロ

ケーションと転送先の間のコールの制限のため

に失敗したコール転送の試行の回数を表しま

す。

TransferFailures

Cisco CallManager
Cisco CallManagerオブジェクトは、Unified Communications Managerに登録されたコール、アプリ
ケーション、およびデバイスに関する情報を提供します。次の表には、Cisco CallManagerカウン
タについての情報が含まれます。

Table 23: Cisco CallManager

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、使用可能なアナンシエータリ

ソースがなかった場合に、Unified
Communications Managerが Unified
CommunicationsManagerに登録されているリソー
スからアナンシエータリソースの割り当てを試

行した回数の合計を表します。

AnnunciatorOutOfResources

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
に登録されているすべてのアナンシエータデバ

イスで現在使用されているアナンシエータリ

ソースの総数を表します。

AnnunciatorResourceActive

このカウンタは、非アクティブで、現在使用可

能なアナンシエータリソースの総数を表しま

す。

AnnunciatorResourceAvailable

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
に現在登録されているすべてのアナンシエータ

デバイスから提供されているアナンシエータリ

ソースの総数を表します。

AnnunciatorResourceTotal

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
で現在アクティブな（使用中の）認証済みコー

ルの数を示します。認証済みコールとは、コー

ルに関係するすべてのエンドポイントが認証さ

れているコールを意味します。認証済み電話機

は、トランスポート層セキュリティ（TLS）認
証された Skinnyプロトコルシグナリングを
Unified CommunicationsManagerで使用します。

AuthenticatedCallsActive
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
を介して接続された後で接続解除された認証済

みコールの数を表します。認証済みコールと

は、コールに関係するすべてのエンドポイント

が認証されているコールを意味します。認証済

み電話機は、TLS認証されたSkinnyプロトコル
シグナリングをUnified CommunicationsManager
で使用します。

AuthenticatedCallsCompleted

このカウンタは、部分的に登録された認証済み

SIP電話機の数を表します。
AuthenticatedPartiallyRegisteredPhone

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
に登録された認証済み電話機の総数を表しま

す。認証済み電話機は、TLS認証された Skinny
プロトコルシグナリングを Unified
Communications Managerで使用します。

AuthenticatedRegisteredPhones

このカウンタは、この Unified Communications
Manager上で現在アクティブなコールの BRI音
声チャネルの数を表します。

BRIChannelsActive

このカウンタは、現在使用可能なBRIスパンの
数を表します。

BRISpansInService

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
のハートビートを表します。この増分カウント

は、Unified CommunicationsManagerが起動して
動作していることを示します。このカウントが

増加していない場合は、UnifiedCommunications
Managerがダウンしていることを示します。

CallManagerHeartBeat

このカウンタは、現在使用中の（アクティブ

な）音声ストリーミング接続またはビデオスト

リーミング接続の数、つまり、Unified
Communications Managerに接続されている音声
パスが実際に存在するコールの数を表します。

CallsActive
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、試行されたコールの総数を表

します。試行されたコールは、どの番号がダイ

ヤルされたか、または宛先に接続されたかに関

係なく、電話機がオフフックになるとき、およ

びオンフックに戻るときに常に発生します。機

能操作（たとえば、転送や会議）中のコールの

試行も、試行されたコールと見なされる場合が

あります。

CallsAttempted

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
を介して実際に接続された（音声パスまたはビ

デオストリームが確立された）コールの数を表

します。この数は、コールが終了したときに増

加します。

CallsCompleted

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
上で現在進行中の音声コールまたはビデオコー

ルの数を表します。すべてのアクティブコール

が含まれます。

CallsInProgressカウンタは、Skinny Client Control
Protocol（SCCP）電話機として登録されている
電話機がオフフックになったときに増加しま

す。その値は電話機がオンフックに戻るまで保

持されます。

SIP電話機として登録される Cisco Unified IP
Phone 7940および 7960の場合は、ダイヤルソ
フトキーが押されたときに CallsInProgressカウ
ンタが増加します。

その他のすべての SIPを実行している電話機の
場合は、最初の数字が押されたときに

CallsInProgressカウンタが増加します。

進行中のすべての音声コールまたはビデオコー

ルが接続されたときに、CallsInProgressの数は
CallsActiveの数を表します。電話機がオンフッ
クに戻ったときに、カウンタは 1つ減少しま
す。

進行中コール数
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、制御のために拒否されたメ

ディアターミネーションポイント（MTP）リ
ソース要求の総数を表します（MTPが Cisco
CallManagerサービスパラメータであるMTPand
Transcoder Resource Throttling Percentageで指定
された設定済みの制御比率を超えて使用されて

いたため、このMTPからのリソースを割り当
てることができませんでした）。このカウンタ

は、このUnified CommunicationsManagerノード
上のMTPが要求され、その要求がMTP制御に
よって拒否されるたびに増分します。カウンタ

の値は、Cisco CallManagerサービスが開始され
てから現在までの実行の合計を反映していま

す。

CM_MediaTermPointsRequestsThrottled

このカウンタは、制御のために拒否されたトラ

ンスコーダリソース要求の総数を表します（ト

ランスコーダがCiscoCallManagerサービスパラ
メータであるMTP and Transcoder Resource
Throttling Percentageで指定された設定済みの制
御比率を超えて使用されていたため、このトラ

ンスコーダからのリソースを割り当てることが

できませんでした）。このカウンタは、この

Unified CommunicationsManagerノード上のトラ
ンスコーダが要求され、その要求がトランス

コーダ制御によって拒否されるたびに増分しま

す。カウンタの値はCiscoCallManagerサービス
が開始されてから現在までの実行の合計を反映

しています。

CM_TranscoderRequestsThrottled

このカウンタは、この Unified Communications
Managerで現在アクティブな（使用中の）暗号
化済みコールの数を表します。暗号済みコール

とは、コールに関係するすべてのエンドポイン

トが暗号化されているコールを意味します。

EncryptedCallsActive

このカウンタは、この Unified Communications
Managerを介して接続された後で接続解除され
た暗号化済みコールの数を表します。暗号済み

コールとは、コールに関係するすべてのエンド

ポイントが暗号化されているコールを意味しま

す。

EncryptedCallsCompleted
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、部分的に登録された暗号化済

み SIP電話機の数を表します。
EncryptedPartiallyRegisteredPhones

このカウンタは、この Unified Communications
Managerに登録されている暗号化済み電話機の
総数を表します。

EncryptedRegisteredPhones

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
で現在使用中の（アクティブな）FXOポートの
数を表します。

FXOPortsActive

このカウンタは、システムで現在使用可能な

FXOポートの数を表します。
FXOPortsInService

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
で現在使用中の（アクティブな）FXSポートの
数を表します。

FXSPortsActive

このカウンタは、システムで現在使用可能な

FXSポートの数を表します。
FXSPortsInService

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
で現在稼働中のハントリストの数を表します。

HuntListsInService

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
に現在登録されているすべてのハードウェア会

議ブリッジデバイスから提供されているハード

ウェア会議リソースの総数を表します。

HWConferenceActive

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
から割り当てられたハードウェア会議ブリッジ

（Cisco Catalyst 6000、Cisco Catalyst 4000、Cisco
VG200、Ciscoシリーズ 26xx、36xxなどのハー
ドウェアベースの会議デバイス）を使用して完

了した会議の総数を表します。つまり、会議ブ

リッジは割り当てられて、解放されています。

会議は、最初のコールがブリッジに接続された

ときにアクティブになります。会議は、最後の

コールがブリッジから接続解除されたときに完

了します。

HWConferenceCompleted
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、使用可能なハードウェア会議

リソースがなかった場合に、Unified
Communications Managerが Unified
CommunicationsManagerに登録されているリソー
スからハードウェア会議リソースの割り当てを

試行した回数の合計を表します。

HWConferenceOutOfResources

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
に登録されているすべてのハードウェア会議デ

バイス（CiscoCatalyst 6000、Catalyst 4000、Cisco
VG200、Ciscoシリーズ 26xx、36xxなど）上で
使用中の会議リソースの総数を表します。1つ
以上のコールがブリッジに接続されている場

合、会議はアクティブであると見なされます。

HWConferenceResourceActive

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
から割り当てられたすべてのハードウェア会議

デバイス（Cisco Catalyst 6000、Catalyst 4000、
CiscoVG200、Ciscoシリーズ 26xx、36xxなど）
に割り当て可能で完了した使用されていない

ハードウェア会議リソースの数を表します。つ

まり、会議ブリッジは割り当てられて、解放さ

れています。会議は、最初のコールがブリッジ

に接続されたときにアクティブになります。会

議は、最後のコールがブリッジから接続解除さ

れたときに完了します。

HWConferenceResourceAvailable

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
に登録されているすべてのハードウェア会議デ

バイスのアクティブな会議の数を表します。

HWConferenceResourceTotal
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
の現在の初期化状態を表します。Unified
Communications Managerには、次の初期化状態
の値があります。

1：Database、2：Regions、3：Locations、4：QoS
Policy、5：Time Of Day、6：AAR
Neighborhoods、7：Digit Analysis、8：Route
Plan、9：Call Control、10：RSVP Session
Manager、11：Supplementary Services、12：
Directory、13：SDL Link、14：Device、100：
Initialization Complete

このカウンタを使用しても、すべての状態が表

示されるわけではありません。このカウンタは

エラーの発生を示すものではなく、単純に、パ

フォーマンスモニタのリフレッシュ期間内に状

態が初期化され完了したことを示すものです。

InitializationState

これは、ユニファイドコミュニケーションマ

ネージャに登録されているすべての IVRデバイ
スで現在使用されている IVRリソースの合計数
を表します。

IVRResourceActive

このカウンタは、使用可能な IVRリソースがな
かった場合に、Unified Communications Manager
がUnified CommunicationsManagerに登録されて
いるリソースから IVRリソースの割り当てを試
行した回数の合計を表します。

IVROutOfResources

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
に現在登録されているすべての IVRデバイスか
ら提供されている IVRリソースの総数を表しま
す。

IVRResourceAvailable

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
に現在登録されているすべての IVRデバイスか
ら提供されている IVRリソースの総数を表しま
す。

IVRResourceTotal

このカウンタは、その場所を経由したコールが

帯域幅不足のために失敗した回数の合計を表し

ます。

LocationOutOfResources
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
に登録されているすべての Cisco TelePresence
MCU会議ブリッジデバイス上のアクティブな
会議の総数を表します。

MCUConferencesActive

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
から割り当てられた Cisco TelePresence MCU会
議ブリッジを使用し、完了した（つまり、会議

ブリッジが割り当てられ、解放された）会議の

総数を表します。会議は、最初のコールがブ

リッジに接続されたときにアクティブになりま

す。会議は、最後のコールがブリッジから接続

解除されたときに終了します。

MCUConferencesCompleted

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
が、Cisco TelePresence MCU会議ブリッジデバ
イスへの HTTP接続を作成しようとした際に、
Cisco Telepresence MCU会議ブリッジ側の接続
エラーが原因で失敗した回数の合計を示しま

す。

MCUHttpConnectionErrors

このカウンタは、送信された HTTPクエリーに
対して、UnifiedCommunicationsManagerがCisco
TelePresence MCU会議ブリッジから [200 OK
HTTP]以外の応答を受信した回数の合計を表し
ます。

MCUHttpNon200OKResponse

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
が Cisco TelePresence MCU会議ブリッジデバイ
スから会議リソースを割り当てようとして失敗

した回数を表します。たとえば、他のすべての

リソースが使われている場合、会議リソースの

割り当ては失敗します。

MCUOutOfResources

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
に登録されているすべてのMOHサーバで現在
使用中の（アクティブな）マルチキャストの複

数のコール（MOH）リソースの総数を表しま
す。

MOHMulticastResourceActive

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
に登録されているすべてのMOHサーバで使用
されていないアクティブなマルチキャストMOH
接続の総数を表します。

MOHMulticastResourceAvailable
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
に登録されているすべてのMOHサーバ上で使
用可能なすべてのリソースがすでにアクティブ

であった場合に、Media Resource Managerが
MOHリソースの割り当てを試行した回数の合
計を表します。

MOHOutOfResources

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
に現在登録されているすべてのMOHサーバか
ら提供されているマルチキャストMOHリソー
スまたはマルチキャストMOH接続の総数を表
します。

MOHTotalMulticastResources

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
に現在登録されているすべてのMOHサーバか
ら提供されているユニキャストMOHリソース
またはユニキャストMOHストリームの総数を
表します。各MOHユニキャストリソースは、
1つのストリームを使用します。

MOHTotalUnicastResources

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
に登録されているすべてのMOHサーバで現在
使用中の（アクティブな）ユニキャストMOH
リソースの総数を表します。各MOHユニキャ
ストリソースは、1つのストリームを使用しま
す。

MOHUnicastResourceActive

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
に登録されているすべてのMOHサーバで現在
使用可能なユニキャストMOHリソースの総数
を表します。各MOHユニキャストリソース
は、1つのストリームを使用します。

MOHUnicastResourceAvailable

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
に登録されているメディアターミネーション

ポイント（MTP）デバイスからMTPリソース
の割り当てをUnified CommunicationsManagerが
試みて失敗した回数の合計を表します。これ

は、MTPとして動作する使用可能なトランス
コーダがなかったことを意味しています。

MTPOutOfResources

パフォーマンスカウンタとアラート

35

パフォーマンスカウンタとアラート

パフォーマンスカウンタとアラート



カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
に登録されているすべてのMTPデバイス上で
現在使用中の（アクティブな）MTPリソースの
総数を表します。各MTPリソースは、2つのス
トリームを使用します。使用中のMTPは、コー
ルで使用するために割り当てられている 1つの
MTPリソースを表します。

MTPResourceActive

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
に登録されているすべてのMTPデバイス上に
割り当て可能な、現在使用されていないMTP
リソースの総数を表します。各MTPリソース
は、2つのストリームを使用します。使用中の
MTPは、コールで使用するために割り当てられ
ている 1つのMTPリソースを表します。

MTPResourceAvailable

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
に現在登録されているすべてのMTPデバイス
から提供されているMTPリソースの総数を表
します。

MTPResourceTotal

このカウンタは、制御のために拒否されたMTP
リソース要求の総数を表します（MTPが Cisco
CallManagerサービスパラメータであるMTPand
Transcoder Resource Throttling Percentageで指定
された設定済みの制御比率を超えて使用されて

いたため、このMTPからのリソースを割り当
てることができませんでした）。このカウンタ

は、このMTPからリソースが要求され、その
要求が制御によって拒否されるたびに増分しま

す。このカウンタの値は、MTPデバイスがCisco
CallManagerサービスに登録されてから現在まで
の実行の合計を反映しています。

MTP_RequestsThrottled

このカウンタは、部分的に登録された SIPを実
行している電話機の数を表します。

PartiallyRegisteredPhone

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
で現在アクティブなコールの PRI音声チャネル
の数を表します。

PRIChannelsActive

このカウンタは、現在使用可能な PRIスパンの
数を表します。

PRISpansInService
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、システムに登録されている、

登録済みCiscoアナログアクセスゲートウェイ
の数を表します。カウントには、Ciscoアナロ
グアクセスポートの数は含まれません。

RegisteredAnalogAccess

このカウンタは、現在システムに登録されてい

るCiscoハードウェア IP Phone（Cisco Unified IP
Phone 7960、7940など）の数を表します。

RegisteredHardwarePhones

このカウンタは、現在システムに登録されてい

るMGCPゲートウェイの数を表します。
RegisteredMGCPGateway

このカウンタは、現在システムに登録されてい

る Ciscoハードウェア IP Phone以外の端末デバ
イス（Cisco IP SoftPhone、CTIポート、CTIルー
トポイント、Ciscoボイスメールポートなど）
の数を表します。

RegisteredOtherStationDevices

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
サーバが SIPを実行している電話機に対して発
行した着信 SIP要求の認証確認の回数を表しま
す。認証確認は、ダイジェスト認証が有効なSIP
を実行している電話機から Unified
Communications Managerに SIP回線要求を送信
したときに発生します。

SIPLineServerAuthorizationChallenges

このカウンタは、SIP電話機から Unified
CommunicationsManagerサーバに対する着信SIP
要求の認証確認の失敗回数を表します。認証の

失敗は、ダイジェスト認証が有効な SIP電話機
からUnified CommunicationsManagerにクレデン
シャルが不正な SIP回線要求を送信したときに
発生します。

SIPLineServerAuthorizationFailures

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
が SIPトランクに対して発行した着信 SIP要求
のアプリケーションレベルの認証チェックの回

数を表します。アプリケーションレベルの認証

チェックは、UnifiedCommunicationsManagerが、
着信 SIP要求を Cisco Unified Communications
Managerの管理の [SIPトランクセキュリティ
プロファイルの設定（SIP Trunk Security Profile
Configuration）]ウィンドウのアプリケーション
レベルの設定と比較するときに実行されます。

SIPTrunkAuthorization
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
SIPトランクで発生した着信 SIP要求のアプリ
ケーションレベルの認証の失敗回数を表しま

す。アプリケーションレベルの認証の失敗は、

Unified Communications Managerが、着信 SIP要
求と、Cisco Unified Communications Managerの
管理の [SIPトランクセキュリティプロファイ
ルの設定（SIP Trunk Security Profile
Configuration）]ウィンドウのアプリケーション
レベルの認証設定を比較し、そのウィンドウ上

の 1つ以上の SIP機能に対する認証が許可され
ていないことを検出した場合に発生します。

SIPTrunkAuthorizationFailures

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
が SIPトランクに対して発行した着信 SIP要求
の認証確認の回数を表します。認証確認は、ダ

イジェスト認証が有効な SIPトランクから
Unified Communications Managerに SIP要求を送
信したときに発生します。

SIPTrunkServerAuthenticationChallenges

このカウンタは、SIPトランクから Unified
Communications Managerに対する着信 SIP要求
で発生した認証確認の失敗回数を表します。認

証の失敗は、ダイジェスト認証が有効な SIPト
ランクからUnified CommunicationsManagerにク
レデンシャルが不正な SIP要求を送信したとき
に発生します。

SIPTrunkServerAuthenticationFailures

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
に登録されているすべてのソフトウェア会議デ

バイスのアクティブな会議の数を表します。

SWConferenceActive

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
から割り当てられたソフトウェア会議ブリッジ

を使用して完了した会議の総数を表します。つ

まり、会議ブリッジは割り当てられて、解放さ

れています。会議は、最初のコールがブリッジ

に接続されたときにアクティブになります。会

議は、最後のコールがブリッジから接続解除さ

れたときに完了します。

SWConferenceCompleted
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、使用可能なソフトウェア会議

リソースがなかった場合に、Unified
Communications Managerが Unified
CommunicationsManagerに登録されているリソー
スからソフトウェア会議リソースの割り当てを

試行した回数の合計を表します。カウンタに

は、新規の参加者を既存の会議に追加すること

に失敗した試行回数が含まれます。

SWConferenceOutOfResources

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
に登録されているすべてのソフトウェア会議デ

バイス上で使用中の会議リソースの総数を表し

ます。1つ以上のコールがブリッジに接続され
ている場合、会議はアクティブであると見なさ

れます。1つのリソースは 1つのストリームと
同等です。

SWConferenceResourceActive

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
に対して同時に開始できる新規のソフトウェア

ベースの会議の数を表します。新規の各会議に

対して最低でも 3つのストリームが使用可能で
ある必要があります。1つのリソースは 1つの
ストリームと同等です。

SWConferenceResourceAvailable

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
に現在登録されているすべてのソフトウェア会

議ブリッジデバイスから提供されているソフト

ウェア会議リソースの総数を表します。

SWConferenceResourceTotal

このカウンタは、サーバから発信されたコール

と Unityメッセージ待機インジケータ（MWI）
に試行されたコールの総数を表します。

SystemCallsAttempted

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
で現在アクティブなコールの T1 CAS音声チャ
ネルの数を表します。

T1ChannelsActive

このカウンタは、現在使用可能な T1 CASスパ
ンの数を表します。

T1SpansInService

このカウンタは、トランスポート層セキュリ

ティ（TLS）で設定および接続された SIPトラ
ンクの数を表します。

TLSConnectedSIPTrunks
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、トランスポート層セキュリ

ティ（TLS）で設定され、MotorolaWSMに接続
されたWSMコネクタの数を表します。

TLSConnectedWSM

このカウンタは、使用可能なトランスコーダリ

ソースがなかった場合に、Unified
Communications Managerが Unified
Communications Managerに登録されているトラ
ンスコーダデバイスからトランスコーダリソー

スの割り当てを試行した回数の合計を表しま

す。

TranscoderOutOfResources

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
に登録されているすべてのトランスコーダデバ

イス上で使用中のトランスコーダの総数を表し

ます。使用中のトランスコーダは、コールで使

用するために割り当てられている 1つのトラン
スコーダリソースを表します。各トランスコー

ダリソースは、2つのストリームを使用しま
す。

TranscoderResourceActive

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
に登録されているすべてのトランスコーダデバ

イスに割り当て可能な、現在使用されていない

トランスコーダの総数を表します。各トランス

コーダリソースは、2つのストリームを使用し
ます。

TranscoderResourceAvailable

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
に現在登録されているすべてのトランスコーダ

デバイスから提供されているトランスコーダリ

ソースの総数を表します。

TranscoderResourceTotal

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
に登録されているすべてのビデオ会議ブリッジ

デバイス上のアクティブなビデオ会議の総数を

表します。

VCBConferenceActive

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
に登録されているすべてのビデオ会議ブリッジ

デバイス上の新規ビデオ会議の総数を表しま

す。

VCBConferenceAvailable
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
から割り当てられたビデオ会議ブリッジを使用

して完了したビデオ会議の総数を表します。つ

まり、会議ブリッジは割り当てられて、解放さ

れています。会議は、最初のコールがブリッジ

に接続されたときにアクティブになります。会

議は、最後のコールがブリッジから接続解除さ

れたときに完了します。

VCBConferenceCompleted

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
に登録されているすべてのビデオ会議ブリッジ

デバイス上でサポートされているビデオ会議の

総数を表します。

VCBConferenceTotal

このカウンタは、使用可能なビデオ会議リソー

スがなかった場合に、Unified Communications
ManagerがUnified Communications Managerに登
録されているリソースからビデオ会議リソース

の割り当てを試行した回数の合計を表します。

VCBOutOfConferences

このカウンタは、失敗した新規ビデオ会議要求

の総数を表します。設定されている数の会議が

すでに使用中であるなどの理由で、会議の要求

が失敗する場合があります。

VCBOutOfResources

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
に登録されているすべてのビデオ会議デバイス

で現在使用されているビデオ会議リソースの総

数を表します。

VCBResourceActive

このカウンタは、非アクティブで、現在使用可

能なビデオ会議リソースの総数を表します。

VCBResourceAvailable

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
に現在登録されているすべてのビデオ会議ブ

リッジデバイスから提供されているビデオ会議

リソースの総数を表します。

VCBResourceTotal

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
に登録されているすべてのビデオ会議ブリッジ

デバイス上のアクティブなビデオストリーミン

グ接続を持つアクティブなビデオコールの総数

を表します。

VideoCallsActive
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、ビデオストリームに実際に接

続され、その後開放されたビデオコールの数を

表します。

VideoCallsCompleted

このカウンタは、使用可能なビデオストリーミ

ングリソースがなかった場合に、Unified
Communications Managerが Unified
Communications Managerに登録されているビデ
オ会議ブリッジデバイスの 1つからビデオスト
リーミングリソースの割り当てを試行した回数

の合計を表します。

VideoOutOfResources

このカウンタは、制御のために拒否されたトラ

ンスコーダリソース要求の総数を表します（ト

ランスコーダがCiscoCallManagerサービスパラ
メータであるMTP and Transcoder Resource
Throttling Percentageで指定された設定済みの制
御比率を超えて使用されていたため、このトラ

ンスコーダからのリソースを割り当てることが

できませんでした）。このカウンタは、このト

ランスコーダからリソースが要求され、その要

求が制御によって拒否されるたびに増分しま

す。このカウンタの値は、トランスコーダデバ

イスがCiscoCallManagerサービスに登録されて
から現在までの実行の合計を反映しています。

XCODE_RequestsThrottled

Cisco CallManager System Performance
Cisco CallManager System Performanceオブジェクトは、Unified Communications Managerに関する
システムパフォーマンスの情報を提供します。次の表には、Cisco CallManagerシステムパフォー
マンスカウンタについての情報が含まれます。

Table 24: Cisco CallManager System Performance

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、着信メッセージを処理する前

の現在の平均予測遅延を表します。

AverageExpectedDelay
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、Cisco CallManagerサービスの
開始以降に、クラスタ間トランク（ICT）コー
ル制御のため拒否されたコールの総数を表しま

す。5秒あたり 140コールのしきい値制限に達
すると、ICTは新しいコールの制御（拒否）を
開始します。ICTコール制御が発生する原因の
1つは、ICTを経由するコールがルートループ
状態になることです。

CallsRejectedDueToICTThrottling

このカウンタは、コール制御で使用される汎用

カウンタを表します。

CallThrottlingGenericCounter3

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
が Code Red状態（コールスロットリングモー
ド）を開始したか、または終了したかを示しま

す。有効な値は、0（Exit）および 1（Entry）で
す。

CodeRedEntryExit

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
が Code Yellow状態（コールスロットリング
モード）を開始したか、または終了したかを示

します。有効な値は、0（Exit）および 1
（Entry）です。

CodeYellowEntryExit

Cisco Engineering Specialビルドによる指示がな
い限り、このカウンタは使用しないでくださ

い。シスコは、診断の目的でこのカウンタの情

報を使用します。

EngineeringCounter1

Cisco Engineering Specialビルドによる指示がな
い限り、このカウンタは使用しないでくださ

い。シスコは、診断の目的でこのカウンタの情

報を使用します。

EngineeringCounter2

Cisco Engineering Specialビルドによる指示がな
い限り、このカウンタは使用しないでくださ

い。シスコは、診断の目的でこのカウンタの情

報を使用します。

EngineeringCounter3

Cisco Engineering Specialビルドによる指示がな
い限り、このカウンタは使用しないでくださ

い。シスコは、診断の目的でこのカウンタの情

報を使用します。

EngineeringCounter4
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カウンタの説明カウンタ

Cisco Engineering Specialビルドによる指示がな
い限り、このカウンタは使用しないでくださ

い。シスコは、診断の目的でこのカウンタの情

報を使用します。

EngineeringCounter5

Cisco Engineering Specialビルドによる指示がな
い限り、このカウンタは使用しないでくださ

い。シスコは、診断の目的でこのカウンタの情

報を使用します。

EngineeringCounter6

Cisco Engineering Specialビルドによる指示がな
い限り、このカウンタは使用しないでくださ

い。シスコは、診断の目的でこのカウンタの情

報を使用します。

EngineeringCounter7

Cisco Engineering Specialビルドによる指示がな
い限り、このカウンタは使用しないでくださ

い。シスコは、診断の目的でこのカウンタの情

報を使用します。

EngineeringCounter8

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
のキューの高優先順位信号の数を表します。高

優先順位信号には、主に、タイムアウトイベン

ト、内部Unified CommunicationsManagerキープ
アライブ、特定のゲートキーパーイベント、内

部プロセスの作成などのイベントが含まれてい

ます。多数の高優先順位イベントは、Unified
Communications Managerのパフォーマンスを低
下させ、コール接続の遅延やダイヤルトーン消

失の原因となります。このカウンタを

QueueSignalsProcessed 1-Highカウンタと併用し
て、Unified CommunicationsManager上の処理の
遅延を判別します。

QueueSignalsPresent 1-High
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
のキューの通常優先順位信号の数を表します。

通常優先順位信号には、主に、コール処理機

能、キー操作、オンフックとオフフックの通知

などのイベントが含まれています。多数の通常

優先順位のイベントは、UnifiedCommunications
Managerのパフォーマンスを低下させ、ダイヤ
ルトーンの遅延、コール接続の遅延、またはダ

イヤルトーンの消失の原因となる場合がありま

す。このカウンタを QueueSignalsProcessed
2-Normalカウンタと併用して、Unified
Communications Manager上のコール処理の遅延
を判別します。通常優先順位信号が処理を開始

する前に、高優先順位信号を完了する必要があ

ることに注意してください。したがって、高優

先順位カウンタを確認し、遅延の可能性につい

て正確な状況を把握する必要があります。

QueueSignalsPresent 2-Normal

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
のキューの低優先順位信号の数を表します。低

優先順位信号には、主に、端末デバイスの登録

（初期端末登録要求メッセージは除く）などの

イベントが含まれています。このキュー内の多

数の信号は、特に、デバイス登録遅延のイベン

トの原因となります。

QueueSignalsPresent 3-Low

このカウンタは、Communications Managerの
キューの低優先順位信号の数を表します。最低

優先順位信号には、主に、デバイス登録中の初

期端末登録要求メッセージなどのイベントが含

まれています。このキュー内の多数の信号は、

特に、デバイス登録遅延のイベントの原因とな

ります。

QueueSignalsPresent 4-Lowest

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
によって 1秒間隔で処理される高優先順位信号
の数を表します。このカウンタを

QueueSignalsPresent 1-Highカウンタと併用して、
このキューの処理の遅延を判別します。

QueueSignalsProcessed 1-High
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
によって 1秒間隔で処理される通常優先順位信
号の数を表します。このカウンタを

QueueSignalsPresent 2-Normalカウンタと併用し
て、このキューの処理の遅延を判別します。高

優先順位信号は通常優先順位信号の前に処理さ

れることに注意してください。

QueueSignalsProcessed 2-Normal

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
によって 1秒間隔で処理される低優先順位信号
の数を表します。このカウンタを

QueueSignalsPresent 3-Lowカウンタと併用して、
このキューの処理の遅延を判別します。処理さ

れる信号の数は、この時間間隔でデバイス登録

アクティビティが処理される量の指標となりま

す。

QueueSignalsProcessed 3-Low

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
によって 1秒間隔で処理される最低優先順位信
号の数を表します。このカウンタを

QueueSignalsPresent 4-Lowestカウンタと併用し
て、このキューの処理の遅延を判別します。処

理される信号の数は、この時間間隔で Unified
Communications Manager登録プロセスを開始し
たデバイスの数の指標となります。

QueueSignalsProcessed 4-Lowest

このカウンタは、高、通常、低、最低のすべて

のキューレベルについて、それぞれ 1秒間に
Unified CommunicationsManagerによって処理さ
れるすべてのキュー信号の合計を表します。

QueueSignalsProcessed Total

このカウンタは、制御されるSkinnyデバイスの
総数を表します。Skinnyデバイスが生成したイ
ベントの総数が、設定されている最大しきい値

（デフォルト値は 2000イベント）を 5秒間隔
内で上回ったとき、Skinnyデバイスは制御され
ます（シャットダウンと再登録を求められま

す）。

SkinnyDevicesThrottled
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、設定されたサンプルサイズの

うち、averageExpectedDelayの値がゼロではない
サンプルがいくつあるかを示します。このカウ

ンタは、averageExpectedDelayの値が 0のサンプ
ルがあった場合にリセットされます。このプロ

セスは、サンプルのバッチごとに繰り返されま

す。バッチは、設定されたサンプルサイズを表

します。

ThrottlingSampleActivity

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
コール処理が Code Yellow状態に入る回数を表
します。このカウンタは、Unified
Communications Managerプロセスの開始時から
累積されます。

TotalCodeYellowEntry

Cisco CTIManager
Cisco CTI Managerオブジェクトは、Cisco CTI Managerについての情報を提供します。次の表に
は、Cisco CTIManagerカウンタについての情報が含まれます。

Table 25: Cisco CTI Manager

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、アクティブな Unified
Communications Managerリンクの総数を表しま
す。該当する場合、CTIManagerは、1つのクラ
スタ内のすべてのアクティブなサーバへのリン

クを維持します。

CcmLinkActive

このカウンタは、現在 CTIManagerに接続され
ているCTIクライアントの総数を表します。こ
のカウンタは、新しい接続が確立されると 1つ
増加し、接続が解放されると 1つ減少します。
CTIManagerのMaxCTIConnectionsサービスパ
ラメータは、アクティブな接続の最大数を設定

します。

CTIConnectionActive

このカウンタは、CTIアプリケーションによっ
て制御またはモニタされる Unified
Communications Managerに設定されているデバ
イスの総数を表します。デバイスには、ハード

ウェア IP Phone、CTIポート、CTIルートポイ
ントなどがあります。

DevicesOpen
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、CTIアプリケーションを制御
またはモニタする Unified Communications
Managerに設定されている回線の総数を表しま
す。

LinesOpen

このカウンタは、CTIManagerが使用するQuick
BufferEncoding（QBE）インターフェイスのバー
ジョン番号を表します。

QbeVersion

Cisco Dual-Mode Mobility
Cisco Dual-ModeMobilityオブジェクトは、Unified CommunicationsManagerのデュアルモードモビ
リティアプリケーションについての情報を提供します。次の表には、Cisco Dual-ModeMobilityカ
ウンタについての情報が含まれます。

Table 26: Cisco Dual-Mode Mobility

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
内で固定されたデュアルモード電話機で送信ま

たは受信するコールの数を表します。このカウ

ンタは、デュアルモード電話機でコールが送信

または受信されたときに増加します。デュアル

モード電話機から別のデュアルモード電話機を

呼び出した場合、カウンタは 2つ増加します。

CallsAnchored

このカウンタは、無線LAN（WLAN）に登録さ
れた Dual-mode Mobile Station（DMMS）加入者
の数を表します。

DMMSRegistered

このカウンタは、失敗した follow-me操作の数
を表します。

FollowMeAborted

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
が試行した follow-me操作の数を表します。こ
のカウンタは、WirelessServiceManager（WSM）
からのSIP302（一時的に移動）メッセージが受
信され、Unified Communications Managerが
WLANの DMMSにコールをリダイレクトした
ときに増加します。

FollowMeAttempted
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、正常に完了した follow-me操
作の数を表します。このカウンタは、WLAN内
の DMMSがコールに応答し、発信側デバイス
とのメディア（音声パス）が正常に確立された

ときに増加します。

FollowMeCompleted

このカウンタは、現在進行中の follow-me操作
の数を表します。このカウンタは、follow-me操
作が試行されたときに増加し、follow-me操作が
中断または完了したときに減少します。

FollowMeInProgress

このカウンタは、デュアルモード電話機が試行

した H1 hand-out操作の数を表します。このカ
ウンタは、Unified Communications Managerが
DMMSから H1の番号へのコールを処理したと
きに増加します。

H1HandOutAttempted

このカウンタは、正常に完了した H1 hand-out
操作の数を表します。このカウンタは、WLAN
内の DMMSがメディア（音声パス）を正常に
再確立したときに増加します。

H1HandOutCompleted

このカウンタは、正常に完了した H2 hand-out
操作の数を表します。このカウンタは、WLAN
の DMMSがメディア（音声パス）を正常に再
確立したときに増加します。

H2HandOutCompleted

このカウンタは、デュアルモード電話機が試行

した H2 hand-out操作の数を表します。このカ
ウンタは、Unified Communications Managerが
DMMSから H2の番号へのコールを受信したと
きに増加します。

H2HandOutsAttempted

このカウンタは、失敗した hand-in操作の数を
表します。

HandInAborted

このカウンタは、デュアルモード電話機が試行

した hand-in操作の数を表します。
HandInAttempted

このカウンタは、正常に完了した hand-in操作
の数を表します。このカウンタは、WLANの
DMMSがメディア（音声パス）を正常に再確立
したときに増加します。

HandInCompleted
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、現在進行中の hand-in操作の
数を表します。このカウンタは、hand-in操作が
試行されたときに増加し、hand-in操作が中断ま
たは完了したときに減少します。

HandInInProgress

このカウンタは、失敗した hand-out操作の数を
表します。

HandOutAborted

このカウンタは、現在進行中の H1および H2
hand-out操作の数を表します。このカウンタは、
H1または H2 hand-out操作が試行されたときに
増加し、H1または H2 hand-out操作が中断また
は完了したときに減少します。

HandOutInProgress

Ciscoエクステンションモビリティ
Cisco Extension Mobilityオブジェクトは、エクステンションモビリティアプリケーションについ
ての情報を提供します。次の表に、Cisco Extension Mobilityカウンタに関する情報を示します。

Table 27: Cisco Extension Mobilityアプリケーション

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、Cisco CallManagerサービスの
最後の再起動以降にエクステンションモビリ

ティアプリケーションが処理したHTTP要求の
総数を表します。標準的なログインは、2つの
HTTP要求で構成されています。1つは、デバイ
スの初期ログイン状態の照会、もう 1つは、デ
バイス上のユーザへのログインです。同様に、

標準的なログアウトも 2つの HTTP要求になり
ます。

RequestsHandled

このカウンタは、エクステンションモビリティ

アプリケーションが現在処理している HTTP要
求の数を表します。標準的なログインは、2つ
の HTTP要求で構成されています。1つは、デ
バイスの初期ログイン状態の照会、もう 1つ
は、デバイス上のユーザへのログインです。同

様に、標準的なログアウトも 2つの HTTP要求
になります。

RequestsInProgress
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、制御のために失敗したログイ

ン要求またはログアウト要求の総数を表しま

す。

RequestsThrottled

このカウンタは、エクステンションモビリティ

サービスを使用して正常に完了したログイン要

求の総数を表します。

LoginsSuccessful

このカウンタは、エクステンションモビリティ

サービスを使用して正常に完了したログアウト

要求の総数を表します。

LogoutsSuccessful

このカウンタは、このエクステンションモビリ

ティサービスを使用して試行されたログイン要

求およびログアウト要求の総数を表します。こ

の数には、成功した試行と失敗した試行の両方

が含まれます。

Total Login/LogoutRequestsAttempted

Ciscoゲートキーパー
Cisco Gatekeeperオブジェクトは、登録済みの Ciscoゲートキーパーデバイスについての情報を提
供します。次の表には、Ciscoゲートキーパーデバイスカウンタについての情報が含まれます。

Table 28: Ciscoゲートキーパー

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、設定済みゲートキーパーとそ

の代替ゲートキーパーから受信されたRASアド
ミッション確認メッセージの総数を表します。

ACFsReceived

このカウンタは、設定済みゲートキーパーとそ

の代替ゲートキーパーを使用して試行された

RASアドミッション要求メッセージの総数を表
します。

ARQsAttempted

このカウンタは、設定済みゲートキーパーとそ

の代替ゲートキーパー上のすべてのRAS確認応
答メッセージの消失や遅延による再試行回数を

表します。

RasRetries

このカウンタは、帯域幅の不足などが原因で失

敗した、設定済みゲートキーパーまたはその代

替ゲートキーパーへのビデオストリーム要求の

総数を表します。

VideoOutOfResources
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Cisco H.323
Cisco H.323オブジェクトは、登録済みの Cisco H.323デバイスについての情報を提供します。次
の表に、Cisco H.323デバイスカウンタに関する情報を示します。

Table 29: Cisco H.323

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、設定済みの H.323デバイス上
で現在アクティブな（使用中の）ストリーミン

グ接続の数、つまり、接続されている音声パス

が実際に存在するコールの数を表します。

CallsActive

このカウンタは、デバイス上で試行されたコー

ルの総数を表します。成功したコールの試行と

失敗したコールの試行の両方が含まれます。

CallsAttempted

このカウンタは、デバイスから発信され成功し

たコールの総数を表します。

CallsCompleted

このカウンタは、デバイス上で現在進行中の

コールの数を表します。

進行中コール数

このカウンタは、Cisco CallManagerサービスの
開始以降に、クラスタ間トランク（ICT）コー
ル制御のため拒否されたコールの総数を表しま

す。5秒あたり 140コールのしきい値制限に達
すると、ICTは新しいコールの制御（拒否）を
開始します。ICTコール制御が発生する原因の
1つは、ICTを経由するコールがルートループ
状態になることです。

CallsRejectedDueToICTCallThrottling

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
に登録されているすべての H.323トランク上で
現在アクティブな（使用中の）ビデオストリー

ミング接続を持つビデオコールの数、つまり、

Unified CommunicationsManager上にビデオスト
リーミング接続が実際に存在するコールの数を

表します。

VideoCallsActive

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
に登録されているすべての H.323トランクに対
するビデオストリームに実際に接続されたビデ

オコールの数を表します。この数は、コールが

終了したときに増加します。

VideoCallsCompleted
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Cisco Hunt Lists
Cisco Hunt Listsオブジェクトは、Cisco Unified CommunicationsManagerの管理で定義されたハント
リストについての情報を提供します。次の表には、CiscoHuntListのカウンタについての情報が含
まれます。

Table 30: Cisco Hunt Lists

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、ハントリストを介して発生

し、放棄されたコールの数を表します。放棄さ

れたコールとは、コールに応答する前に発信者

が切断したコールです。

CallsAbandoned

このカウンタは、ハントリストを介して発生

し、現在アクティブな（使用中の）コールの数

を表します。アクティブなコールとは、配布さ

れ、応答された、音声パスが接続されている

コールを意味します。

CallsActive

このカウンタは、回線グループまたはルートグ

ループのいずれか（あるいはその両方）のすべ

てのメンバーがビジー状態だったときに、ハン

トリストを介して試行されたコールの回数を表

します。

CallsBusyAttempts

このカウンタは、ハントリストを介して現在進

行中のコールの数を表します。進行中のコール

とは、着信呼分配機能によって回線グループま

たはルートグループのメンバーへの拡張が試行

され、まだ応答されていないコールを意味しま

す。ハントリストメンバーの例としては、回

線、端末デバイス、トランクデバイス、トラン

クデバイスのポートやチャネルがあります。

進行中コール数

このカウンタは、ハントリストを介したコール

のうち、着信側が呼び出しに応答しなかった

コールの総数を表します。

CallsRingNoAnswer
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、特定のハントリストが現在イ

ンサービスであるかどうかを指定します。値 0
は、ハントリストがアウトオブサービスであ

ることを示します。値 1は、ハントリストがイ
ンサービスであることを示します。ハントリ

ストがアウトオブサービスになる理由として、

ハントリストがその Unified Communications
Managerのグループに基づいて、プライマリ
Unified CommunicationsManagerで実行されてい
ないか、または、ハントリストがCisco Unified
Communications Managerの管理で無効化されて
いることが挙げられます。

HuntListInService

このカウンタは、インサービスハントリスト

に属している回線グループとルートグループ

の、使用可能なメンバーまたはアイドルメン

バーの総数を表します。使用可能なメンバー

は、現在コールを処理しており、新規のコール

を受け入れます。アイドルメンバーは、コール

を処理せずに新規のコールを受け入れます。ハ

ントリストメンバーは、ルートグループ、回

線グループ、またはそれらの組み合わせで構成

することができます。回線グループのメンバー

とは、IP Phoneまたはボイスメールポートの回
線のディレクトリ番号を意味します。ルートグ

ループのメンバーとは、ステーションゲート

ウェイ、トランクゲートウェイ、またはトラン

クゲートウェイのポートやチャネルを意味しま

す。

MembersAvailable

Cisco HW Conference Bridge Device
Cisco HW Conference Bridge Deviceオブジェクトは、登録済みの Ciscoハードウェア会議ブリッジ
デバイスについての情報を提供します。次の表には、Ciscoハードウェア会議ブリッジデバイス
カウンタについての情報が含まれます。

Table 31: Cisco HW Conference Bridge Device

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、ハードウェア会議ブリッジデ

バイス上で現在アクティブな（使用中の）会議

の数を表します。1つのリソースは 1つのスト
リームを表します。

HWConferenceActive
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、ハードウェア会議デバイス上

に割り当てられ、開放された会議の総数を表し

ます。会議は、最初のコールがブリッジに接続

されたときに開始します。会議は、最後のコー

ルがブリッジから接続解除されたときに完了し

ます。

HWConferenceCompleted

このカウンタは、ハードウェア会議デバイスか

ら会議リソースの割り当てを試行して、すべて

のリソースがすでに使用中であるなどの理由で

失敗した回数の合計を表します。

OutOfResources

このカウンタは、このハードウェア会議デバイ

スに対して現在使用中の（アクティブな）リ

ソースの数を表します。1つのリソースは 1つ
のストリームを表します。

ResourceActive

このカウンタは、非アクティブで、ハードウェ

ア会議デバイスで現在まだ使用可能なリソース

の総数を表します。1つのリソースは 1つのス
トリームを表します。

ResourceAvailable

このカウンタは、ハードウェア会議ブリッジデ

バイス用リソースの総数を表します。このカウ

ンタは、ResourceAvailableカウンタと
ResourceActiveカウンタを合計した数になりま
す。1つのリソースは 1つのストリームを表し
ます。

ResourceTotal

Cisco IPマネージャーアシスタント（Cisco IP Manager Assistant）
Cisco IP Manager Assistant（IPMA）Serviceオブジェクトは、Cisco Unified Communications Manager
Assistantアプリケーションに関する情報を提供します。次の表には、Cisco IPMAカウンタについ
ての情報が含まれます。

Table 32: Cisco IP Manager Assistantサービス

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、現在アクティブなアシスタン

トコンソールの数を表します。アクティブなア

シスタントコンソールは、アシスタントが

Assistant Consoleデスクトップアプリケーショ
ンからログインする場合に存在します。

AssistantsActive
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、Cisco Unified Communications
ManagerAssistantアプリケーションによってオー
プンされた電話回線の数を表します。オープン

電話回線は、アプリケーションがCTIからの回
線制御を前提としている場合に存在します。

LinesOpen

このカウンタは、Cisco IPMAがサービスを提供
しているマネージャの現在の数を表します。

ManagersActive

このカウンタは、現在 Cisco Unified
CommunicationsManagerAssistantアプリケーショ
ンを使用しているマネージャとアシスタントの

総数を表します。各マネージャと各アシスタン

トは、アクティブセッションを構成します。し

たがって、1組のマネージャとアシスタントに
対して、このカウンタは 2つのセッションを反
映します。

SessionsCurrent

Cisco LBM service
Cisco LBM serviceオブジェクトは、Unified Communications Managerで定義されている LBMサー
ビスについての情報を提供します。次の表には、Cisco LBM serviceカウンタについての情報が含
まれます。

Table 33: Cisco LBM service

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、ロケーション帯域幅マネー

ジャの状態を表します。スポーク状態では 0、
ハブ状態は 1の値で表されます。

Is Hub[1] or Spoke[0]

このカウンタは、接続されたローカルハブノー

ドの数を表します。

LocalHubNodesConnected

このカウンタは、接続されたローカルスポーク

ノードの数を表します。

LocalSpokesNodesConnected

このカウンタは、接続されたセキュアでないリ

モートハブノードの数を表します。

RemoteHubNodesConnectedInsecure

このカウンタは、接続されたセキュアなリモー

トハブノードの数を表します。

RemoteHubNodesConnectedSecure
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Cisco Lines
CiscoLinesオブジェクトは、ダイヤルしてデバイスに接続できるCisco回線（ディレクトリ番号）
の数を表します。回線は、エンドポイントで終了するすべてのディレクトリ番号を表します。割

り当てられたディレクトリ番号は、回線を識別します。Cisco Linesオブジェクトには、デジタル
アクセスゲートウェイまたはアナログアクセスゲートウェイのパターンなどのワイルドカード

を含むディレクトリ番号は含まれていません。

Activeカウンタは、回線の状態についてアクティブまたは非アクティブのいずれかを表します。0
は、回線が使用されていないことを示します。数値が 0より大きい場合、回線がアクティブであ
ることを示します。数値はその回線で現在進行中のコールの数を表します。複数のコールがアク

ティブである場合、明確な保留状態（ユーザ保留）、またはネットワーク保留操作（たとえば、

転送が進行中のため転送保留にされている状態）のいずれかの理由で、コールが保留状態である

ことを示します。これは、任意のデバイスに割り当てられるすべてのディレクトリ番号に適用さ

れます。

Cisco Locations LBM
Cisco Location LBMオブジェクトは、Unified Communications Managerのクラスタで定義されてい
るロケーションについての情報を提供します。次の表には、Ciscoロケーションカウンタについ
ての情報が含まれます。

Table 34: Cisco Locations LBM

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、1つのロケーション、または
2つのロケーション間のリンクでの現在の音声
帯域幅を示します。値 0は、使用可能な音声帯
域幅がないことを示します。

BandwidthAvailable

このカウンタは、1つのロケーション、または
2つのロケーション間のリンクで、現在使用可
能な最大音声帯域幅を示します。値 0は、使用
可能な音声帯域幅がないことを示します。

BandwidthMaximum

このカウンタは、1つのロケーション、または
2つのロケーション間のリンクで、現在オーバー
サブスクリプションが発生している音声帯域幅

を示します。値が 0の場合、帯域幅のオーバー
サブスクリプションが発生していないことを示

します。

BandwidthOversubscription

このカウンタは、特定のCiscoLocationBandwidth
Managerで現在進行中のコールの数を表します。

進行中コール数
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カウンタの説明カウンタ

これは、イマーシブなビデオ帯域幅不足のため

障害が発生した、1つのロケーション、または
2つのロケーション間のリンクに関連付けられ
ている、イマーシブビデオコールの帯域幅予

約の総数を表します。

ImmersiveOutOfResources

このカウンタは、1つのロケーション、または
2つのロケーション間のリンクで、ビデオに現
在使用可能な最大帯域幅を示します。値 0は、
ビデオに割り当てられている帯域幅がないこと

を示します。

ImmersiveVideoBandwidthAvailable

このカウンタは、1つのロケーション、または
2つのロケーション間のリンクで、ビデオに現
在使用可能な帯域幅を示します。値 0は、使用
可能な帯域幅がないことを示します。

ImmersiveVideoBandwidthMaximum

このカウンタは、1つのロケーション、または
2つのロケーション間のリンクで、現在オーバー
サブスクリプションが発生しているイマーシブ

ビデオ帯域幅を示します。値が 0の場合、帯域
幅のオーバーサブスクリプションが発生してい

ないことを示します。

ImmersiveVideoBandwidthOversubscription

このカウンタは、音声帯域幅不足のため障害が

発生した、1つの指定ロケーション、または 2
つのロケーション間のリンクに関連付けられて

いる、音声コール帯域幅予約の総数を表しま

す。

OutOfResources

このカウンタは、1つのロケーション、または
2つのロケーション間のリンクで、ビデオに現
在使用可能な帯域幅を示します。値 0は、使用
可能な帯域幅がないことを示します。

VideoBandwidthAvailable

このカウンタは、1つのロケーション、または
2つのロケーション間のリンクで、ビデオに使
用可能な最大帯域幅を示します。値 0は、ビデ
オに割り当てられている帯域幅がないことを示

します。

VideoBandwidthMaximum
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、1つのロケーション、または
2つのロケーション間のリンクで、現在オーバー
サブスクリプションが発生しているビデオ帯域

幅容量を示します。値が 0の場合、帯域幅の
オーバーサブスクリプションが発生していない

ことを示します。

VideoOversubscription

このカウンタは、ビデオ帯域幅不足のため障害

が発生した、1つの指定ロケーション、または
2つのロケーション間のリンクに関連付けられ
ている、ビデオコール帯域幅予約の総数を表し

ます。

VideoOutOfResources

Cisco Locations RSVP
Cisco Location RSVPオブジェクトは、Unified Communications Managerで定義されている RSVPに
ついての情報を提供します。次の表に、Cisco location RSVPカウンタに関する情報を示します。

Table 35: Cisco Locations RSVP

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、オーディオストリーム内の

RSVP予約エラーの数を表します。
RSVP AudioReservationErrorCounts

このカウンタは、必須の RSVPを使用した進行
中の接続の数を表します。

RSVP MandatoryConnectionsInProgress

このカウンタは、オプションの RSVPを使用し
た進行中の接続の数を表します。

RSVP OptionalConnectionsInProgress

このカウンタは、RSVP予約の失敗によって失
敗した全コールの数を表します。

RSVP TotalCallsFailed

このカウンタは、RSVP予約の失敗によって失
敗したビデオコールの数を表します。

RSVP VideoCallsFailed

このカウンタは、ビデオストリーム内の RSVP
予約エラーの数を表します。

RSVP VideoReservationErrorCounts

Cisco Media Streaming Application
Cisco IP Voice Media Streaming Applicationオブジェクトは、登録済みのMTP、MOHサーバ、会議
ブリッジサーバ、およびアナンシエータについての情報を提供します。次の表に、Cisco IP Voice
Media Streaming Applicationカウンタに関する情報を示します。
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デバイスプールに関連付けられている Unified Communications Managerグループ内の Unified
Communications Managerごとに 1つのオブジェクトが存在します。アナンシエータデバイスはそ
のデバイスプールを使用するように設定されています。

Note

Table 36: Cisco Media Streaming Application

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、Cisco IP Voice Media Streaming
Applicationの最後の再起動以降に Unified
Communications Manager接続が失われた回数の
合計を表します。

ANNConnectionsLost

このカウンタは、アナンシエータに関連付けら

れている各Unified CommunicationsManagerにつ
いて、Unified CommunicationsManagerへの現在
の登録状態を表します。0は Unified
Communications Managerへの登録がないことを
示します。1は、プライマリ Unified
Communications Managerへの登録を示します。
2は、セカンダリUnifiedCommunicationsManager
への接続を示します（Unified Communications
Managerには接続されていますが、プライマリ
Unified CommunicationsManager接続が失敗する
までは登録されません）。

ANNConnectionState

このカウンタは、Cisco IP Voice Media Streaming
Applicationサービスの開始以降に開始されたア
ナンシエータインスタンスの総数を表します。

ANNConnectionsTotal

このカウンタは、アクティブに再生している

（現在使用中の）アナウンスの数を表します。

ANNInstancesActive

このカウンタは、すべての接続に対して現在ア

クティブなシンプレックス（単方向）ストリー

ムの総数を表します。各ストリームの方向は、

1つのストリームとしてカウントされます。1
つの内部ストリームがオーディオ入力を提供

し、別の出力ストリームがエンドポイントデバ

イスへの入力を提供します。

ANNStreamsActive
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、アナンシエータデバイスに対

して割り当てられている使用可能なストリーム

の残りの数を表します。このカウンタは、設定

されている接続の数（Cisco IP Voice Media
Streaming Appサービスパラメータで、
Annunciator、Call Countに対して定義されてい
る）の 2倍の数で開始され、アクティブなスト
リームが開始されるたびに 1つずつ減少しま
す。

ANNStreamsAvailable

このカウンタは、Cisco IP Voice Media Streaming
Applicationサービスの開始以降にアナンシエー
タデバイスに接続されたシンプレックス（単方

向）ストリームの総数を表します。

ANNStreamsTotal

このカウンタは、アクティブな（現在使用中

の）会議の数を表します。

CFBConferencesActive

このカウンタは、Cisco IP Voice Media Streaming
Applicationサービスの開始以降に開始された会
議の総数を表します。

CFBConferencesTotal

このカウンタは、Cisco IP Voice Media Streaming
Applicationの最後の再起動以降に Unified
Communications Manager接続が失われた回数の
合計を表します。

CFBConnectionsLost

このカウンタは、SW Conference Bridgeに関連
付けられている各 Unified Communications
Managerについて、Unified Communications
Managerへの現在の登録状態を表します。0は
Unified CommunicationsManagerへの登録がない
ことを示します。1は、プライマリ Unified
Communications Managerへの登録を示します。
2は、セカンダリUnifiedCommunicationsManager
への接続を示します（Unified Communications
Managerには接続されていますが、プライマリ
Unified CommunicationsManager接続が失敗する
までは登録されません）。

CFBConnectionState
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、すべての会議に対して現在ア

クティブなシンプレックス（単方向）ストリー

ムの総数を表します。各ストリームの方向は、

1つのストリームとしてカウントされます。三
者間会議では、アクティブなストリームの数は

6になります。

CFBStreamsActive

このカウンタは、会議ブリッジに対して割り当

てられている使用可能なストリームの残りの数

を表します。このカウンタは、設定されている

接続の数（Cisco IP Voice Media Streaming App
サービスパラメータで、ConferenceBridge、Call
Countに対して定義されている）の 2倍の数で
開始され、アクティブなストリームが開始され

るたびに 1つずつ減少します。

CFBStreamsAvailable

このカウンタは、Cisco IP Voice Media Streaming
Applicationサービスの開始以降に会議ブリッジ
に接続されたシンプレックス（単方向）スト

リームの総数を表します。

CFBStreamsTotal
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、このMOHサーバ用のアクティ
ブな（現在使用中の）オーディオソースの数を

表します。受信しているデバイスが存在しない

場合、これらのオーディオソースの一部はアク

ティブなストリーミングオーディオデータで

はない可能性があります。マルチキャストオー

ディオソースは常にストリーミングオーディ

オとなるため、例外となります。

オーディオソースが使用中の場合、受信側が切

断された後でも、このカウンタには設定済みの

MOHコーデックごとに常に1つの入力ストリー
ムが存在します。ユニキャストストリームで

は、デバイスが接続してストリームを受信する

までは、受信するオーディオデータがなく、ス

トリームが一時停止状態になる場合がありま

す。各MOHマルチキャストリソースは、オー
ディオソースとコーデックの組み合わせごとに

1つのストリームを使用します。たとえば、マ
ルチキャスト、G.711 mu-law、ワイドバンド
コーデックに対してデフォルトオーディオソー

スを設定した場合、2つのストリーム（デフォ
ルトオーディオソースと G.711 mu-law、およ
びデフォルトオーディオソースとワイドバン

ド）が使用されます。

MOHAudioSourcesActive

このカウンタは、Cisco IP Voice Media Streaming
Applicationの最後の再起動以降に Unified
Communications Manager接続が失われた回数の
合計を表します。

MOHConnectionsLost

このカウンタは、MOHに関連付けられている
各 Unified Communications Managerについて、
Unified CommunicationsManagerへの現在の登録
状態を表します。0は Unified Communications
Managerへの登録がないことを示します。1は、
プライマリUnified CommunicationsManagerへの
登録を示します。2は、セカンダリ Unified
Communications Managerへの接続を示します
（Unified CommunicationsManagerには接続され
ていますが、プライマリUnifiedCommunications
Manager接続が失敗するまでは登録されませ
ん）。

MOHConnectionState
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、すべての接続に対してアク

ティブな（現在使用中の）シンプレックス（単

方向）ストリームの総数を表します。ユニキャ

ストオーディオソースを受信しているデバイ

スごとに 1つの出力ストリームが存在し、アク
ティブオーディオソースごとに 1つの入力ス
トリームが存在します。値はMOHコーデック
の数で乗算されます。

以前に使用されたことがあるオーディオソース

には、設定済みのMOHコーデックごとに必ず
1つの入力ストリームが存在します。ユニキャ
ストストリームでは、デバイスが接続してスト

リームを受信するまでは、受信するオーディオ

データがなく、ストリームが一時停止状態にな

る場合があります。各MOHマルチキャストリ
ソースは、オーディオソースとコーデックの組

み合わせごとに 1つのストリームを使用しま
す。たとえば、マルチキャスト、G.711mu-law、
ワイドバンドコーデックに対してデフォルト

オーディオソースを設定した場合、2つのスト
リーム（デフォルトオーディオソースとG.711
mu-law、およびデフォルトオーディオソース
とワイドバンド）が使用されます。

MOHStreamsActive

このカウンタは、MOHデバイスに対して割り
当てられている使用可能なストリームの残りの

数を表します。このカウンタは、設定済み半二

重ユニキャスト接続の数に 408を加えた数で開
始され、アクティブストリームが開始されるた

びに 1つずつ減少します。カウンタは、各マル
チキャストオーディオソースに対して 2つず
つ減少します。値は設定済みのMOHコーデッ
クの数で乗算されます。カウンタは、各ユニ

キャストオーディオソースに対して 1つずつ
減少します。値は設定済みMOHコーデックの
数で乗算されます。

MOHStreamsAvailable

このカウンタは、Cisco IP Voice Media Streaming
Applicationサービスの開始以降にMOHサーバ
に接続されたシンプレックス（単方向）スト

リームの総数を表します。

MOHStreamsTotal
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、Cisco IP Media Streaming
Applicationの最後の再起動以降に Unified
Communications Manager接続が失われた回数の
合計を表します。

MTPConnectionsLost

このカウンタは、MTPに関連付けられている各
Unified Communications Managerについて、
Unified CommunicationsManagerへの現在の登録
状態を表します。0は Unified Communications
Managerへの登録がないことを示します。1は、
プライマリUnified CommunicationsManagerへの
登録を示します。2は、セカンダリ Unified
Communications Managerへの接続を示します
（Unified CommunicationsManagerには接続され
ていますが、プライマリUnifiedCommunications
Manager接続が失敗するまでは登録されませ
ん）。

MTPConnectionState

このカウンタは、Cisco IP Voice Media Streaming
Applicationサービスの開始以降に開始された
MTPインスタンスの総数を表します。

MTPConnectionsTotal

このカウンタは、アクティブな（現在使用中

の）MTPインスタンスの数を表します。
MTPInstancesActive

このカウンタは、すべての接続に対して現在ア

クティブなシンプレックス（単方向）ストリー

ムの総数を表します。各ストリームの方向は、

1つのストリームとしてカウントされます。

MTPStreamsActive

このカウンタは、MTPデバイスに対して割り当
てられている使用可能なストリームの残りの数

を表します。このカウンタは、設定されている

接続の数（Cisco IP Voice Media Streaming App
サービスパラメータで、MTP、Call Countに対
して定義されている）の 2倍の数で開始され、
アクティブなストリームが開始されるたびに 1
つずつ減少します。

MTPStreamsAvailable

このカウンタは、Cisco IP Voice Media Streaming
Applicationサービスの開始以降にMTPデバイ
スに接続されたシンプレックス（単方向）スト

リームの総数を表します。

MTPStreamsTotal
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カウンタの説明カウンタ

これは、現在アクティブな自動音声応答の数を

表します。

IVRInstancesActive

このカウンタは、すべての接続に対して現在ア

クティブなシンプレックス（単方向）ストリー

ムの総数を表します。各ストリームの方向は、

1つのストリームとしてカウントされます。1
つの内部ストリームがオーディオ入力を提供

し、別の出力ストリームがエンドポイントデバ

イスへの入力を提供します。

Ivrstreamactive

このカウンタは、IVRデバイスに対して割り当
てられている使用可能なストリームの残りの数

を表します。このカウンタは、設定されている

接続の数（Cisco IP Voice Media Streaming App
サービスパラメータで、IVR、Call Countに対
して定義されている）の 3倍の数で開始され、
アクティブなストリームが開始されるたびに 1
つずつ減少します。

Ivrstreamavailable

このカウンタは、Cisco IP Voice Media Streaming
Applicationサービスの開始以降に開始された
IVRインスタンスの総数を表します。

IVRConnectionsTotal

このカウンタは、Cisco IP Voice Media Streaming
Applicationサービスの開始以降に IVRデバイス
に接続されたシンプレックス（単方向）スト

リームの総数を表します。

IVRStreamsTotal

このカウンタは、Cisco IP Voice Media Streaming
Applicationの最後の再起動以降に Unified
Communications Manager接続が失われた回数の
合計を表します。

IVRConnectionsLost

このカウンタは、Cisco IP Voice Media Streaming
Applicationの最後の再起動以降に IVRが再生に
失敗した回数の合計を表します。

IVRErrors

Cisco Messaging Interface
CiscoMessaging Interfaceオブジェクトは、CiscoMessaging Interface（CMI）サービスについての情
報を提供します。次の表には、CiscoMessaging Interface（CMI）カウンタについての情報が含まれ
ます。
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Table 37: Cisco Messaging Interface

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、CMIサービスのハートビート
を表します。このカウンタが増加している場合

は、CMIサービスが稼働中であることを示しま
す。カウンタが増加していない場合は、CMI
サービスがダウンしていることを示します。

HeartBeat

このカウンタは、CMIサービスの最後の再起動
以降に発生したインバウンド SMDIメッセージ
の数を表します。

SMDIMessageCountInbound

このカウンタは、最後の 24時間以内に発生し
たインバウンド SMDIメッセージの数を表しま
す。

SMDIMessageCountInbound24Hour

このカウンタは、CMIサービスの最後の再起動
以降に発生したアウトバウンド SMDIメッセー
ジの数を表します。

SMDIMessageCountOutbound

このカウンタは、最後の 24時間以内に発生し
たアウトバウンド SMDIメッセージの数を表し
ます。

SMDIMessageCountOutbound24Hour

このカウンタは、CMIサービスが開始された時
間をミリ秒単位で表します。コンピュータ内の

リアルタイムクロックは、現在時刻とサービス

開始以降の経過時間をミリ秒単位で示す単なる

参照ポイントであり、この時間の基準を提供し

ます。参照ポイントは、1970年 1月 1日の午前
0時に指定されています。

StartTime

Cisco MGCP BRI Device
Ciscoメディアゲートウェイコントロールプロトコル（MGCP）Foreign Exchange Office（FXO）
Deviceオブジェクトは、登録済みの Cisco MGCP BRIデバイスについての情報を提供します。次
の表には、Cisco MGCP BRIデバイスカウンタについての情報が含まれます。

Table 38: Cisco MGCP BRI Device

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、このMGCP基本速度インター
フェイス（BRI）デバイスから発信され成功し
たコールの総数を表します。

CallsCompleted
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、MGCP BRIデバイスに関連付
けられている、指定されたBチャネルの状態を
表します。次の値が使用されます。0
（Unknown）は、チャネルの状態を判別できな
かったことを示します。1（Out of service）は、
このチャネルが使用不可であることを示しま

す。2（Idle）は、このチャネルにはアクティブ
なコールがなく、使用可能な状態であることを

示します。3（Busy）は、このチャネルにアク
ティブコールが存在することを示します。4
（Reserved）は、このチャネルが Dチャネルと
して、またはBRI用の Synchチャネルとして使
用されるように予約されていることを示しま

す。

Channel 1 Status

このカウンタは、MGCP BRIデバイスに関連付
けられている、指定されたBチャネルの状態を
表します。次の値が使用されます。0
（Unknown）は、チャネルの状態を判別できな
かったことを示します。1（Out of service）は、
このチャネルが使用不可であることを示しま

す。2（Idle）は、このチャネルにはアクティブ
なコールがなく、使用可能な状態であることを

示します。3（Busy）は、このチャネルにアク
ティブコールが存在することを示します。4
（Reserved）は、このチャネルが Dチャネルと
して、またはBRI用の Synchチャネルとして使
用されるように予約されていることを示しま

す。

Channel 2 Status

このカウンタは、対応するデジタルアクセス

ゲートウェイ上のデータリンク（Dチャネル）
の状態を表します。この値は、データリンクが

アップ（インサービス）の場合は 1に設定さ
れ、データリンクがダウン（アウトオブサー

ビス）の場合は 0に設定されます。

DatalinkInService

このカウンタは、使用可能な音声チャネルがな

い場合に、MGCP BRIデバイスを介してコール
が試行された回数の合計を表します。

OutboundBusyAttempts
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Cisco MGCP FXO Device
Ciscoメディアゲートウェイコントロールプロトコル（MGCP）Foreign Exchange Office（FXO）
Deviceオブジェクトは、登録済みの Cisco MGCP FXOデバイスについての情報を提供します。次
の表には、Cisco MGCP FXOデバイスカウンタについての情報が含まれます。

Table 39: Cisco MGCP FXO Device

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、MGCPFXOデバイス上のポー
トから発信され成功したコールの総数を表しま

す。

CallsCompleted

このカウンタは、使用可能な音声チャネルがな

い場合に、このMGCP FXOデバイス上のポー
トを介してコールが試行された回数の合計を表

します。

OutboundBusyAttempts

このカウンタは、このMGCP FXOデバイスに
関連付けられている FXOポートの状態を表し
ます。

PortStatus

Cisco MGCP FXS Device
CiscoMGCP Foreign Exchange Station（FXS）Deviceオブジェクトは、登録済みの CiscoMGCP FXS
デバイスについての情報を提供します。このオブジェクトのインスタンスは、Cisco Catalyst 6000
24 port FXS Analog Interface Moduleゲートウェイ上の各ポートに対して 1つずつ作成されます。た
とえば、完全に設定された Catalyst 6000 Analog Interface Moduleの場合、このオブジェクトの個々
の 24のインスタンスが表現されます。次の表には、Cisco MGCP FXSデバイスカウンタについて
の情報が含まれます。

Table 40: Cisco MGCP FXS Device

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、MGCPFXSデバイス上のこの
ポートから発信され成功したコールの総数を表

します。

CallsCompleted

このカウンタは、使用可能な音声チャネルがな

い場合に、このMGCPFXSデバイス上のポート
を介してコールが試行された回数の合計を表し

ます。

OutboundBusyAttempts

このカウンタは、MGCPFXSデバイスに関連付
けられている FXSポートの状態を表します。

PortStatus
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Cisco MGCP Gateways
Cisco MGCP Gatewaysオブジェクトは、登録済みのMGCPゲートウェイについての情報を提供し
ます。次の表に、Cisco MGCP Gatewayカウンタに関する情報を示します。

Table 41: Cisco MGCP Gateways

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、ゲートウェイのコールで現在

アクティブな BRI音声チャネルの数を表しま
す。

BRIChannelsActive

このカウンタは、ゲートウェイで現在使用可能

な BRIスパンの数を表します。
BRISpansInService

このカウンタは、ゲートウェイのコールで現在

アクティブな FXOポートの数を表します。
FXOPortsActive

このカウンタは、ゲートウェイで現在使用可能

な FXOポートの数を表します。
FXOPortsInService

このカウンタは、ゲートウェイのコールで現在

アクティブな FXSポートの数を表します。
FXSPortsActive

このカウンタは、ゲートウェイで現在使用可能

な FXSポートの数を表します。
FXSPortsInService

このカウンタは、ゲートウェイのコールで現在

アクティブな PRI音声チャネルの数を表しま
す。

PRIChannelsActive

このカウンタは、ゲートウェイで現在使用可能

な PRIスパンの数を表します。
PRISpansInService

このカウンタは、ゲートウェイのコールで現在

アクティブな T1 CAS音声チャネルの数を表し
ます。

T1ChannelsActive

このカウンタは、ゲートウェイで現在使用可能

な T1 CASスパンの数を表します。
T1SpansInService

Cisco MGCP PRI Device
Cisco MGCP Primary Rate Interface（PRI）Deviceオブジェクトは、登録済みの Cisco MGCP PRIデ
バイスについての情報を提供します。次の表には、CiscoMGCPPRIデバイスカウンタについての
情報が含まれます。
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Table 42: Cisco MGCP PRI Device

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、このMGCP PRIデバイス上で
現在アクティブな（使用中の）コールの数を表

します。

CallsActive

このカウンタは、このMGCP PRIデバイスから
発信され成功したコールの総数を表します。

CallsCompleted

このカウンタは、MGCP PRIデバイスに関連付
けられている、指定されたBチャネルの状態を
表します。次の値が使用されます。0
（Unknown）は、チャネルの状態を判別できな
かったことを示します。1（Out of service）は、
このチャネルが使用不可であることを示しま

す。2（Idle）は、このチャネルにはアクティブ
なコールがなく、使用可能な状態であることを

示します。3（Busy）は、このチャネルにアク
ティブコールが存在することを示します。4
（Reserved）は、このチャネルが Dチャネルと
して、または E-1用の Synchチャネルとして使
用されるように予約されていることを示しま

す。

Channel 1 Status～ Channel 15 Status（連続した
番号）

このカウンタは、MGCP PRIデバイスに関連付
けられている、指定されたBチャネルの状態を
表します。次の値が使用されます。0：
Unknown、1：Out of service、2：Idle、3：Busy、
4：Reserved（E1PRIインターフェイスの場合、
このチャネルは、Dチャネルとして使用するよ
うに予約されています）。

Channel 16 Status

このカウンタは、MGCP PRIデバイスに関連付
けられている、指定されたBチャネルの状態を
表します。0：Unknown、1：Out of service、2：
Idle、3：Busy、4：Reserved

Channel 17 Status～ Channel 31 Status（連続した
番号）

このカウンタは、対応するデジタルアクセス

ゲートウェイ上のデータリンク（Dチャネル）
の状態を表します。この値は、データリンクが

アップ（インサービス）の場合は 1に設定さ
れ、データリンクがダウン（アウトオブサー

ビス）の場合は 0に設定されます。

DatalinkInService
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、使用可能な音声チャネルがな

い場合に、MGCP PRIデバイスを介してコール
が試行された回数の合計を表します。

OutboundBusyAttempts

Cisco MGCP T1 CASデバイス
Cisco MGCP T1個別線信号方式（CAS）Deviceオブジェクトは、登録済みの Cisco MGCP T1 CAS
デバイスについての情報を提供します。次の表には、Cisco MGCP TI CASデバイスカウンタにつ
いての情報が含まれます。

Table 43: Cisco MGCP T1 CASデバイス

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、このMGCP T1 CASデバイス
上で現在アクティブな（使用中の）コールの数

を表します。

CallsActive

このカウンタは、このMGCP T1 CASデバイス
から発信され成功したコールの総数を表しま

す。

CallsCompleted

このカウンタは、MGCP T1 CASデバイスに関
連付けられている、指定されたBチャネルの状
態を表します。次の値が使用されます。0
（Unknown）は、チャネルの状態を判別できな
かったことを示します。1（Out of service）は、
このチャネルが使用不可であることを示しま

す。2（Idle）は、このチャネルにはアクティブ
なコールがなく、使用可能な状態であることを

示します。3（Busy）は、このチャネルにアク
ティブコールが存在することを示します。4
（Reserved）は、このチャネルが Dチャネルと
して、または E-1用の Synchチャネルとして使
用されるように予約されていることを示しま

す。

Channel 1 Status～ Channel 24 Status（連続した
番号）

このカウンタは、使用可能な音声チャネルがな

い場合に、MGCPT1CASデバイスを介してコー
ルが試行された回数の合計を表します。

OutboundBusyAttempts
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Cisco Mobility Manager
CiscoMobilityManagerオブジェクトは、登録されたCisco UnifiedMobilityManagerデバイスに関す
る情報を提供します。次の表には、CiscoUnifiedMobilityManagerデバイスカウンタについての情
報が含まれます。

Table 44: Cisco Mobility Manager

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、現在 Unified Communications
Manager上で固定されているシングルモード/
デュアルモード電話機のコールに関連付けられ

ているパスの総数を表します。コールの固定

は、コールが企業ゲートウェイに入り、モビリ

ティアプリケーションに接続するときに実行さ

れます。モビリティアプリケーションは、この

後、リダイレクションを使用してコールを企業

ゲートウェイに返送します。たとえば、デュア

ルモード電話機間のコールの場合、このカウン

タは 2つ増加します。つまり、起点のコールで
1つ増加し、終端のコールで 1つ増加します。
このカウンタは、コールが終了したときに減少

します。

MobileCallsAnchored

このカウンタは、中断された hand-in操作の総
数を表します。

MobilityHandinsAborted

このカウンタは、デュアルモード電話機で完了

した hand-in操作の総数を表します。hand-in操
作は、コールが企業ネットワーク内で正常に接

続され、電話機がWANからWLANに移動した
ときに完了します。

MobileHandinsCompleted

このカウンタは、失敗した hand-in操作（セル
ラーネットワークから無線ネットワークに移動

したモバイルデバイス上のコール）の総数を表

します。

MobilityHandinsFailed

このカウンタは、中断された hand-out操作の総
数を表します。

MobilityHandoutsAborted

このカウンタは、完了した hand-out操作（企業
WLANネットワークからセルラーネットワーク
に移動したモバイルデバイス上のコール）の総

数を表します。hand-out操作は、コールが正常
に接続されたときに完了します。

MobileHandoutsCompleted
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、失敗した hand-out操作（セル
ラーネットワークから無線ネットワークに移動

したモバイルデバイス上のコール）の総数を表

します。

MobileHandoutsFailed

このカウンタは、試行された follow-meコール
の総数を表します。

MobilityFollowMeCallsAttempted

このカウンタは、AnswerTooSoonタイマーがオ
フになる前に無視された follow-meコールの総
数を表します。

MobilityFollowMeCallsIgnoredDueToAnswerTooSoon

このカウンタは、試行された IVRコールの総数
を表します。

MobilityIVRCallsAttempted

このカウンタは、失敗した IVRコールの総数を
表します。

MobilityIVRCallsFailed

このカウンタは、成功した IVRコールの総数を
表します。

MobilityIVRCallsSucceeded

このカウンタは、登録されているデュアルモー

ド SCCPデバイスの総数を表します。
MobilitySCCPDualModeRegistered

このカウンタは、登録されているデュアルモー

ド SIPデバイスの総数を表します。
MobilitySIPDualModeRegistered

Cisco Music On Hold（MoH）Device
Cisco Music On Hold（MoH）Deviceオブジェクトは、登録済みの Cisco MOHデバイスについての
情報を提供します。次の表には、Cisco MOHデバイスカウンタについての情報が含まれます。

Table 45: Cisco MOH Device

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、MOHサーバに対して同時に
アクティブになるMOH接続の最大数を表しま
す。この数には、マルチキャスト接続とユニ

キャスト接続の両方が含まれています。

MOHHighestActiveResources
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、MOHサーバから提供される
マルチキャストアドレスへの、現在アクティブ

なマルチキャスト接続の数を表します。

各MOHマルチキャストリソースは、オーディ
オソースとコーデックの組み合わせごとに 1つ
のストリームを使用します。たとえば、マルチ

キャスト、G.711 mu-law、ワイドバンドコー
デックに対してデフォルトオーディオソース

を設定した場合、2つのストリーム（デフォル
トオーディオソースと G.711 mu-law、および
デフォルトオーディオソースとワイドバンド）

が使用されます。

MOHMulticastResourceActive

このカウンタは、MOHサーバから提供される、
非アクティブで現在もMOHサーバで使用可能
なマルチキャストアドレスへの、マルチキャス

トMOH接続の数を表します。

各MOHマルチキャストリソースは、オーディ
オソースとコーデックの組み合わせごとに 1つ
のストリームを使用します。たとえば、マルチ

キャスト、G.711 mu-law、ワイドバンドコー
デックに対してデフォルトオーディオソース

を設定した場合、2つのストリーム（デフォル
トオーディオソースと G.711 mu-law、および
デフォルトオーディオソースとワイドバンド）

が使用されます。

MOHMulticastResourceAvailable

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
に登録されているすべてのMOHサーバ上で使
用可能なすべてのリソースがすでにアクティブ

であった場合に、Media Resource Managerが
MOHリソースの割り当てを試行した回数の合
計を表します。

MOHOutOfResources
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、MOHサーバから提供される
マルチキャストアドレスに対して許可されてい

る、マルチキャストMOH接続の総数を表しま
す。

各MOHマルチキャストリソースは、オーディ
オソースとコーデックの組み合わせごとに 1つ
のストリームを使用します。たとえば、マルチ

キャスト、G.711 mu-law、ワイドバンドコー
デックに対してデフォルトオーディオソース

を設定した場合、2つのストリーム（デフォル
トオーディオソースと G.711 mu-law、および
デフォルトオーディオソースとワイドバンド）

が使用されます。

MOHTotalMulticastResources

このカウンタは、MOHサーバによって許可さ
れているユニキャストMOH接続の総数を表し
ます。

各MOHユニキャストリソースは、1つのスト
リームを使用します。

MOHTotalUnicastResources

このカウンタは、MOHサーバへのアクティブ
なユニキャストMOH接続の数を表します。

各MOHユニキャストリソースは、1つのスト
リームを使用します。

MOHUnicastResourceActive

このカウンタは、非アクティブで、MOHサー
バで現在も使用可能なユニキャストMOH接続
の数を表します。

各MOHユニキャストリソースは、1つのスト
リームを使用します。

MOHUnicastResourceAvailable

Cisco MTP Device
Cisco Media Termination Point（MTP）Deviceオブジェクトは、登録済みの Cisco MTPデバイスに
ついての情報を提供します。次の表には、Cisco MTPデバイスカウンタについての情報が含まれ
ます。
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Table 46: Cisco MTP Device

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、MTPデバイスからMTPリソー
スの割り当てを試行して、すべてのリソースが

すでに使用中であるなどの理由で失敗した回数

の合計を表します。

OutOfResources

このカウンタは、MTPデバイスに対して現在使
用中の（アクティブな）MTPリソースの数を表
します。

各MTPリソースは、2つのストリームを使用し
ます。使用中のMTPは、コールで使用するた
めに割り当てられている 1つのMTPリソース
を表します。

ResourceActive

このカウンタは、非アクティブで、MTPデバイ
スに対して現在も使用可能なMTPリソースの
総数を表します。

各MTPリソースは、2つのストリームを使用し
ます。使用中のMTPは、コールで使用するた
めに割り当てられている 1つのMTPリソース
を表します。

ResourceAvailable

このカウンタは、MTPデバイスが提供するMTP
リソースの総数を表します。このカウンタは、

ResourceAvailableカウンタと ResourceActiveカ
ウンタを合計した数になります。

ResourceTotal

Cisco Phones
CiscoPhonesオブジェクトは、ハードウェアベースのデバイスとその他の端末デバイスの両方を含
む、登録されている Cisco Unified IP Phoneの数についての情報を提供します。

CallsAttemptedカウンタは、この電話機から試行されたコールの数を表します。この数は、電話機
がオフフックおよびオンフックになるたびに増加します。

Cisco Presenceの機能
CiscoPresenceオブジェクトは、短縮ダイヤルやコールリストのビジーランプフィールド（BLF）
の登録に関連する統計など、プレゼンス登録についての情報を提供します。次の表には、Cisco
Presence機能についての情報が含まれます。
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Table 47: Cisco Presence

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、コールリスト機能のアクティ

ブなプレゼンス登録と SIPトランクを介したプ
レゼンス登録を表します。

ActiveCallListAndTrunkSubscriptions

このカウンタは、すべてのアクティブな着信と

発信のプレゼンス登録を表します。

ActiveSubscriptions

このカウンタは、コールリスト機能の制御のた

めに拒否されたコールリストのプレゼンス登録

とトランク側のプレゼンス登録の累計数を表し

ます。

CallListAndTrunkSubscriptionsThrottled

このカウンタは、回線側で受信されたプレゼン

ス登録の累計数を表します。

IncomingLineSideSubscriptions

このカウンタは、トランク側で受信されたプレ

ゼンス登録の累計数を表します。

IncomingTrunkSideSubscriptions

このカウンタは、トランク側で送信されたプレ

ゼンス登録の累計数を表します。

OutgoingTrunkSideSubscriptions

Cisco QSIG Feature
Cisco QSIG Featureオブジェクトは、コール転送やパス置換など、さまざまな QSIG機能の操作に
ついての情報を提供します。次の表に、Cisco QSIG Featureカウンタに関する情報を示します。

Table 48: Cisco QSIG Feature

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、再ルーティングにより自動転

送され成功したコールの数を表します。再ルー

ティングによる自動転送は、自動転送される

コールのパスを、発信元の観点から最適化しま

す（使用中の Bチャネルの数を最少化しま
す）。このカウンタは、Cisco CallManagerの
Call Forward byRerouteEnabledサービスパラメー
タが有効または無効にされたとき、またはCisco
CallManagerサービスが再起動されたときにリ
セットされます。

CallForwardByRerouteCompleted
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、正常に実行されたパス置換の

数を表します。QSIGネットワークにおけるパ
ス置換は、コールに含まれる2つのエッジPINX
（PBX）間のパスを最適化します。このカウン
タは、Cisco CallManagerの Path Replacement
Enabledサービスパラメータが有効または無効
にされたとき、またはCiscoCallManagerサービ
スが再起動されたときにリセットされます。

PathReplacementCompleted

Cisco Signaling Performance
Cisco Signaling Performanceオブジェクトは、Unified Communications Managerの転送通信に関する
コールシグナリングデータを提供します。次の表に、Cisco Signaling Performanceカウンタに関す
る情報を示します。

Table 49: Cisco Signaling Performance

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、1つの IPアドレスから許可さ
れている毎秒あたりの着信パケット数のしきい

値を超過したことによって制御（ドロップ）さ

れた着信 UDPパケットの総数を表します。し
きい値は、CiscoUnified CommunicationsManager
Administrationの SIP Station UDP Port Throttle
Thresholdと SIP Trunk UDP Port Throttle Threshold
の各サービスパラメータで設定します。このカ

ウンタは、CiscoCallManager Serviceの最後の再
起動以降、制御された UDPパケットを受信す
るたびに増加します。

UDPPacketsThrottled

Cisco SIP
Cisco Session Initiation Protocol（SIP）オブジェクトは、設定済みの SIPデバイスについての情報を
提供します。次の表には、Cisco SIPのカウンタについての情報が含まれます。

Table 50: Cisco SIP

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、この SIPデバイス上で現在ア
クティブな（使用中の）コールの数を表しま

す。

CallsActive
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、この SIPデバイス上で試行さ
れたコールの数を表します。成功したコールの

試行と失敗したコールの試行の両方が含まれま

す。

CallsAttempted

このカウンタは、SIPデバイスから実際に接続
された（音声パスが確立された）コールの数を

表します。この数は、コールが終了したときに

増加します。

CallsCompleted

このカウンタは、SIPデバイス上で現在進行中
の、すべてのアクティブコールを含むコールの

数を表します。進行中のすべてのコールが接続

されたときに、CallsInProgressの数はCallsActive
の数と等しくなります。

進行中コール数

このカウンタは、この SIPデバイス上で現在ア
クティブな（使用中の）ストリーミングビデオ

接続を持つビデオコールの数を表します。

VideoCallsActive

このカウンタは、この SIPデバイスのビデオス
トリームに実際に接続されたビデオコールの数

を表します。この数は、コールが終了したとき

に増加します。

VideoCallsCompleted

Cisco SIP Line Normalization
Cisco SIP line normalizationパフォーマンスオブジェクトには、初期化エラー、実行時エラー、ス
クリプトステータスなどの SIP回線正規化スクリプトの側面をモニタできるようにするカウンタ
が含まれています。SIP回線では、パフォーマンスカウンタは各スクリプトに 1セットのみ含ま
れます。これは、2つのエンドポイントが同じスクリプトを共有する場合も同様です。次の表に、
Cisco SIP line normalizationカウンタに関する情報を示します。
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説明表示名

このカウンタは、Unified Communications Managerがデバイス（SIP電
話）を自動的にリセットした回数を表します。[スクリプト実行エラー
の復旧処理（Script Execution Error Recovery Action）]フィールドまた
は [システムリソースエラーの復旧処理（SystemResourceErrorRecovery
Action）]フィールドで指定された値が [デバイスのリセット（Reset
Device）]に設定されている場合にのみ自動リセットが行われます。
このカウンタは、エラーが原因で Unified Communications Managerが
デバイス（SIP電話）を自動的にリセットするたびに増加します。ス
クリプト設定を変更した後にスクリプトがリセットされると、このカ

ウントは再開されます。

DeviceResetAutomatically

このカウンタは、スクリプトの実行中に発生した実行エラーの数を表

します。実行エラーは、メッセージハンドラの実行中に発生すること

があります。実行エラーの原因として考えられるのは、リソースエ

ラーや関数呼び出し内での引数の不一致などの問題です。

実行エラーが発生すると、UnifiedCommunicationsManagerは次の処理
を実行します。

•自動的にメッセージを元の内容に復元してから、追加のエラー処
理アクションを適用します。

•カウンタの値を増分します。

• Cisco Unified Communications Managerの管理ページにある [スク
リプト実行エラーの復旧処理（Script Execution Error Recovery
Action）]フィールドと [システムリソースエラーの復旧処理
（System Resource Error Recovery Action）]フィールドの値に基づ
いて、適切な処理を実行します。

スクリプト内の失敗した行の番号などの詳細については、

SIPNormalizationScriptErrorアラームを確認してください。スクリプト
の問題を修正し、必要に応じて修正したスクリプトをアップロード

し、スクリプトの設定ページの上部にある [リセット（Reset）]ボタ
ンをクリックしてスクリプトをリセットします。カウンタは、スクリ

プト設定の変更後、スクリプトが最後にリセットされて以降の実行エ

ラーごとに増加します。カウンタを再起動するには、スクリプトの設

定変更とスクリプトのリセットの両方を実行する必要があります。

スクリプトの問題を修正した後もカウンタが増加し続ける場合は、ス

クリプトを調べ直してください。

ErrorExecution
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説明表示名

このカウンタは、スクリプトがメモリに正常にロードされたが、

UnifiedCommunicationsManagerで初期設定されません回数スクリプト
エラーが発生したことを示します。スクリプトが初期化に失敗する原

因として考えられるのは、リソースエラー、関数呼び出し内での引数

の不一致などです。

スクリプト内の失敗した行の番号などの詳細については、

SIPNormalizationScriptErrorアラームを確認してください。スクリプト
の問題を修正し、必要に応じて修正したスクリプトをアップロード

し、スクリプトの設定ページの上部にある [リセット（Reset）]ボタ
ンをクリックしてスクリプトをリセットします。スクリプトのインス

タンスのカウンタは、初期化エラーが発生するたびに増加します。こ

のカウンタは、スクリプトの設定変更とともに行われた最新のスクリ

プトリセットからのカウントを提供します。カウンタを再起動するに

は、スクリプトの設定変更とスクリプトのリセットの両方を実行する

必要があります。スクリプトの問題を修正した後もカウンタが増加し

続ける場合は、スクリプトを調べ直してください。初期化中にエラー

が発生した場合、UnifiedCommunicationsManagerは自動的にスクリプ
トを無効にします。

ErrorInit

このカウンタは、スクリプトの実行中に発生した内部エラーの数を表

します。内部エラーが発生することはほとんどありません。このカウ

ンタの値がゼロより大きい場合は、スクリプトの内容または実行に関

係のない不具合がシステム内に存在します。SDIトレースを収集し、
テクニカルアシスタンスセンター（TAC）に問い合わせてください。

ErrorInternal

このカウンタは、スクリプトが Unified Communications Managerのメ
モリにロードされたときに発生したスクリプトエラーの数を表しま

す。

スクリプトはメモリの問題または構文エラーが原因でロードに失敗す

る可能性があります。構文エラーがある場合は、スクリプトライン番

号などの詳細についてSIPNormalizationScriptErrorアラームを確認し、
構文エラーについてスクリプトを確認し、必要に応じて修正したスク

リプトをアップロードして、スクリプトの設定ページの上部にある

[リセット（Reset）]ボタンをクリックしてスクリプトをリセットしま
す。

スクリプトのインスタンスのカウンタは、スクリプト設定の変更後、

スクリプトが最後にリセットされて以降のロードエラーごとに増加し

ます。カウンタを再起動するには、スクリプトの設定変更とスクリプ

トのリセットの両方を実行する必要があります。スクリプトの問題を

修正した後もカウンタが増加し続ける場合は、スクリプトを調べ直し

てください。

ErrorLoad
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説明表示名

このカウンタは、スクリプトでリソースエラーが発生したかどうかを

示します。

リソースエラーは 2種類あります。1つは [メモリしきい値（Memory
Threshold）]フィールドの値を超えることで、もう 1つは [Lua命令し
きい値（Lua Instruction Threshold）]フィールドの値を超えることで
す。どちらのフィールドも、Cisco Unified Communications Managerの
管理ページにある [SIP正規化スクリプト設定（SIPNormalizationScript
Configuration）]ウィンドウに表示されます。いずれかの状況が発生し
た場合、UnifiedCommunicationsManagerはすぐにスクリプトを閉じて
SIPNormalizationScriptErrorアラームを発行します。

スクリプトのロード中または初期化中にリソースエラーが発生した場

合は、スクリプトが無効になります。実行中にリソースエラーが発生

した場合は、Cisco Unified Communications Managerの管理ページにあ
る [SIP正規化スクリプト設定（SIPNormalization Script Configuration）]
ウィンドウの [システムリソースエラーの復旧処理（System Resource
Error Recovery Action）]フィールドで設定した設定済みシステムリ
ソースエラー復旧処理が実行されます。

ErrorResource

このカウンタは、このスクリプトを使用するすべてのSIP電話への蓄
積に基づいてこのスクリプトが消費するメモリ量をバイト単位で示し

ます。このカウンタは、スクリプトが使用するメモリの量に合わせて

増減します。このカウントは、スクリプトを閉じるとクリアされ（閉

じたスクリプトはメモリを使用しないため）、スクリプトを開くと

（有効になると）再開されます。このカウンタの数値が高い場合は、

リソースの問題が発生していることを示します。

MemoryUsagePercentageカウンタと SIPNormalizationResourceWarning
アラームを確認してください。このアラームは、リソースの使用量が

内部的に設定されたしきい値を超えた場合に発生します。

MemoryUsage

このカウンタは、このスクリプトを使用するすべてのSIP電話への蓄
積に基づいてこのスクリプトが消費するメモリの総量のパーセントを

示します。

このカウンタの値は、MemoryUsageカウンタの値を [メモリしきい値
（Memory Threshold）]フィールド（[SIP正規化スクリプト設定（SIP
Normalization Script Configuration）]ウィンドウ内）の値で割り、その
結果に 100を掛けてパーセント値にすることで求められます。

このカウンタは、MemoryUsageカウンタに合わせて増減します。この
カウントは、スクリプトを閉じるとクリアされ（閉じたスクリプトは

メモリを使用しないため）、スクリプトを開くと（有効になると）再

開されます。このカウンタが内部的に制御されたリソースのしきい値

に達すると、SIPNormalizationResourceWarningアラームが発行されま
す。

MemoryUsagePercentage
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説明表示名

このカウンタは、スクリプト実行中のエラーのためにメッセージがス

クリプトによって変更されなかった回数を表します。これは、[スク
リプト実行エラーの復旧処理（Script ExecutionError RecoveryAction）]
フィールドの値が [メッセージのロールバックのみ（MessageRollback
Only）]に設定されている場合にのみ発生します。

実行エラーが発生すると、UnifiedCommunicationsManagerは自動的に
メッセージを元のコンテンツに復元してから、追加のエラー処理アク

ションを適用します。エラー処理にロールバックしか指定されていな

い場合、正規化の試行の前に実行されるアクションは元のメッセージ

へのロールバックだけです。その他の設定可能な [スクリプト実行エ
ラーの復旧処理（Script Execution Error Recovery Action）]設定に対し
ては、メッセージが元のコンテンツにリストアされてから指定された

アクションが発生します。

MessageRollback

このカウンタは、スクリプトがメッセージにコンテンツ本文を追加し

た回数を表します。スクリプト内でmsg:addContentBodyAPIを使用し
ている場合（「msg」は使用しているメッセージの変数名とする）、
このAPIが正常に実行されるたびにこのカウンタが増加します。カウ
ンタが予想どおりに動作しない場合は、スクリプトロジックにエラー

がないか調べてください。

msgAddContentBody

このカウンタは、スクリプトがメッセージにSIPヘッダーを追加した
回数を表します。スクリプト内で msg:addHeader APIを使用している
場合（「msg」は使用しているメッセージの変数名とする）、このAPI
が正常に実行されるたびにこのカウンタが増加します。カウンタが予

想どおりに動作しない場合は、スクリプトロジックにエラーがないか

調べてください。

msgAddHeader

このカウンタは、スクリプトがメッセージの SIPヘッダーに SIPヘッ
ダー URIパラメータを追加した回数を表します。スクリプト内で
msg:addHeaderUriParameter APIを使用している場合（「msg」は使用
しているメッセージの変数名とする）、このAPIが正常に実行される
たびにこのカウンタが増加します。カウンタが予想どおりに動作しな

い場合は、スクリプトロジックにエラーがないか調べてください。

msgAddHeaderUriParameter

このカウンタは、スクリプトがメッセージの SIPヘッダーに SIPヘッ
ダー値パラメータを追加した回数を表します。スクリプト内で

msg:addHeaderValueParameter APIを使用している場合（「msg」は使
用しているメッセージの変数名とする）、このAPIが正常に実行され
るたびにこのカウンタが増加します。カウンタが予想どおりに動作し

ない場合は、スクリプトロジックにエラーがないか調べてください。

msgAddHeaderValueParameter
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説明表示名

このカウンタは、スクリプトがメッセージのSIPヘッダーに番号マス
クを適用した回数を表します。スクリプト内でmsg:applyNumberMask
APIを使用している場合（「msg」は使用しているメッセージの変数
名とする）、このAPIが正常に実行されるたびにこのカウンタが増加
します。カウンタが予想どおりに動作しない場合は、スクリプトロ

ジックにエラーがないか調べてください。

msgApplyNumberMask

このカウンタは、スクリプトがメッセージをブロックした回数を表し

ます。スクリプト内でmsg:blockAPIを使用している場合（「msg」は
使用しているメッセージの変数名とする）、このAPIが正常に実行さ
れるたびにこのカウンタが増加します。カウンタが予想どおりに動作

しない場合は、スクリプトロジックにエラーがないか調べてくださ

い。

msgBlock

このカウンタは、スクリプトがメッセージの Diversionヘッダーを
History-Infoヘッダーに変換した回数を表します。スクリプト内で
msg:convertDiversionToHI APIを使用している場合（「msg」は使用し
ているメッセージの変数名とする）、このAPIが正常に実行されるた
びにこのカウンタが増加します。カウンタが予想どおりに動作しない

場合は、スクリプトロジックにエラーがないか調べてください。

msgConvertDiversiontoHl

このカウンタは、スクリプトがメッセージの History-Infoヘッダーを
Diversionヘッダーに変換した回数を表します。スクリプト内で
msg:convertHIToDiversion APIを使用している場合（「msg」は使用し
ているメッセージの変数名とする）、このAPIが正常に実行されるた
びにこのカウンタが増加します。カウンタが予想どおりに動作しない

場合は、スクリプトロジックにエラーがないか調べてください。

msgConvertHlToDiverion

このカウンタは、スクリプトがメッセージのSIPヘッダーを変更した
回数を表します。スクリプト内でmsg:modifyHeaderAPIを使用してい
る場合（「msg」は使用しているメッセージの変数名とする）、この
APIが正常に実行されるたびにこのカウンタが増加します。カウンタ
が予想どおりに動作しない場合は、スクリプトロジックにエラーがな

いか調べてください。

msgModifyHeader

このカウンタは、スクリプトがメッセージからコンテンツ本文を削除

した回数を表します。スクリプト内で msg:removeContentBody APIを
使用している場合（「msg」は使用しているメッセージの変数名とす
る）、この APIが正常に実行されるたびにこのカウンタが増加しま
す。カウンタが予想どおりに動作しない場合は、スクリプトロジック

にエラーがないか調べてください。

msgRemoveContentBody
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説明表示名

このカウンタは、スクリプトがメッセージからSIPヘッダーを削除し
た回数を表します。スクリプト内でmsg:removeHeaderAPIを使用して
いる場合（「msg」は使用しているメッセージの変数名とする）、こ
のAPIが正常に実行されるたびにこのカウンタが増加します。カウン
タが予想どおりに動作しない場合は、スクリプトロジックにエラーが

ないか調べてください。

msgRemoveHeader

このカウンタは、スクリプトがメッセージからSIPヘッダー値を削除
した回数を表します。スクリプト内で msg:removeHeaderValue APIを
使用している場合（「msg」は使用しているメッセージの変数名とす
る）、この APIが正常に実行されるたびにこのカウンタが増加しま
す。カウンタが予想どおりに動作しない場合は、スクリプトロジック

にエラーがないか調べてください。

msgRemoveHeaderValue

このカウンタは、スクリプトが信頼できない 18x SIPメッセージから
SDP本文を削除した回数を表します。スクリプト内で
msg:removeUnreliableSDP APIを使用している場合（「msg」は使用し
ているメッセージの変数名とする）、このAPIが正常に実行されるた
びにこのカウンタが増加します。カウンタが予想どおりに動作しない

場合は、スクリプトロジックにエラーがないか調べてください。

msgRemoveUnreliableSdp

このカウンタは、スクリプトがメッセージの要求URIを変更した回数
を表します。スクリプト内でmsg:setRequestUri APIを使用している場
合（「msg」は使用しているメッセージの変数名とする）、この API
が正常に実行されるたびにこのカウンタが増加します。カウンタが予

想どおりに動作しない場合は、スクリプトロジックにエラーがないか

調べてください。

msgSetRequestUri

このカウンタは、スクリプトがメッセージの応答コードまたは応答フ

レーズを変更した回数を表します。スクリプト内でmsg:setResponseCode
APIを使用している場合（「msg」は使用しているメッセージの変数
名とする）、このAPIが正常に実行されるたびにこのカウンタが増加
します。カウンタが予想どおりに動作しない場合は、スクリプトロ

ジックにエラーがないか調べてください。

msgSetResponseCode

このカウンタは、スクリプトがメッセージの SDPをセットした回数
を表します。スクリプト内で msg:setSdp APIを使用している場合
（「msg」は使用しているメッセージの変数名とする）、この APIが
正常に実行されるたびにこのカウンタが増加します。カウンタが予想

どおりに動作しない場合は、スクリプトロジックにエラーがないか調

べてください。

msgSetSdp
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説明表示名

このカウンタは、スクリプトが PassThroughオブジェクトにコンテン
ツ本文を追加した回数を表します。スクリプト内でpt:addContentBody
APIを使用している場合（「pt」は使用しているPassThroughオブジェ
クトの名前とする）、このAPIが正常に実行されるたびにこのカウン
タが増加します。カウンタが予想どおりに動作しない場合は、スクリ

プトロジックにエラーがないか調べてください。

ptAddContentBody

このカウンタは、スクリプトが PassThroughオブジェクトに SIPヘッ
ダーを追加した回数を表します。パススルーオブジェクト名がポート

を使用する場合、 pt“です”:スクリプト、このカウンタに addHeader
APIはこのAPIが正常に実行されるたびに増加します。カウンタが予
想どおりに動作しない場合は、スクリプトロジックにエラーがないか

調べてください。

ptAddHeader

このカウンタは、スクリプトが PassThroughオブジェクトに SIPヘッ
ダーURIパラメータを追加した回数を表します。パススルーオブジェ
クト名がポートを使用する場合、 pt“です”:スクリプト、このカウン
タに addHeaderUriParameterAPIはこのAPIが正常に実行されるたびに
増加します。カウンタが予想どおりに動作しない場合は、スクリプト

ロジックにエラーがないか調べてください。

ptAddHeaderUriParameter

このカウンタは、スクリプトが PassThroughオブジェクトに SIPヘッ
ダー値パラメータを追加した回数を表します。パススルーオブジェク

ト名がポートを使用する場合、 pt“です”:スクリプト、このカウンタ
に addHeaderValueParameter APIはこのAPIが正常に実行されるたびに
増加します。カウンタが予想どおりに動作しない場合は、スクリプト

ロジックにエラーがないか調べてください。

ptAddHeaderValueParameter

このカウンタは、スクリプトが PassThroughオブジェクトに要求 URI
パラメータを追加した回数を表します。パススルーオブジェクト名が

ポートを使用する場合、 pt“です”:スクリプト、このカウンタに
addRequestUriParameterAPIはこのAPIが正常に実行されるたびに増加
します。カウンタが予想どおりに動作しない場合は、スクリプトロ

ジックにエラーがないか調べてください。

ptAddRequestUriParameter

このカウンタは、スクリプトが現在アクティブになっている（SIP電
話で実行されている）かどうかを示します。値0は、スクリプトが閉
じている（無効である）ことを示します。値1は、スクリプトが起動
し、動作可能であることを示します。

実行する必要があるスクリプトを開くには、スクリプトが開かれてい

ない理由を示している可能性があるアラームを確認し、エラーがある

場合は修正し、必要に応じて新しいスクリプトをアップロードし、ス

クリプトをリセットします。

ScriptActive
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説明表示名

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManagerがスクリプトを閉じ
た回数を表します。スクリプトは、1台の SIP電話で閉じられていて
も、他のSIP電話では有効な場合があります。最後にこのスクリプト
を使用したSIP電話が手動でリセットされたか、（エラーにより）自
動的にリセットしたか、または削除された場合は、Unified
CommunicationsManagerはこのスクリプトを閉じます。このカウント
は、スクリプト設定が変更された後にそのスクリプトがリセットし、

Cisco CallManagerが再起動したときに再起動します。

ScriptClosed

このカウンタは、システムが自動的にスクリプトを無効にした回数を

表します。スクリプトが無効にされたかどうかは、Cisco Unified
CommunicationsManagerの管理ページにある [SIP正規化スクリプト設
定（SIPNormalization Script Configuration）]ウィンドウの [スクリプト
実行エラーの復旧処理（Script ExecutionError RecoveryAction）]フィー
ルドと [システムリソースエラーの復旧処理（System Resource Error
Recovery Action）]フィールドに指定した値によって決定されます。
これらのフィールドのいずれかが [スクリプトの無効化（Disable
Script）]にセットされている場合、自動スクリプト無効化が発生しま
す。スクリプトは、ロード中および初期化中にスクリプトエラー条件

が発生した場合にも無効になります。

このカウンタは、スクリプトの設定変更に伴うデバイスの最新の手動

リセットからのカウントを提供します（デバイスのリセットだけでは

カウントはリセットされません。リセットが発生する前に、スクリプ

トが変更されている必要があります）。このカウンタは、Unified
CommunicationsManagerがスクリプトエラーにより自動的にスクリプ
トを無効にするたびに増加します。

このカウンタの数値が予想よりも高い場合は、次の手順を実行してく

ださい。

• SIPNormalizationScriptErrorアラームと
SIPNormalizationAutoResetDisabledアラームを調べます。

• RTMTのリソース関連のアラームとカウンタを調べて、リソース
の問題が発生しているかどうかを判断します。

• SDIトレースファイルに予期しない SIP正規化イベントがあるか
どうかを調べます。

ScriptDisabledAutomatically
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説明表示名

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManagerがスクリプトを開こ
うとした回数を表します。スクリプトを開くには、Unified
CommunicationsManagerのメモリにスクリプトをロードし、初期化し
て、実行可能な状態にする必要があります。このカウンタの値が1よ
り大きくなっている場合は、予期しない理由あるいはロード中または

初期化中のエラーにより、UnifiedCommunicationsManagerがこのスク
リプトを2回以上開こうとしたことを意味します。このエラーは、実
行エラー、リソースエラー、あるいはスクリプト内の無効な構文によ

り発生する場合があります。ScriptResetAutomaticallyカウンタが増加
する場合は、このカウンタが 1より大きいことが予測されます。

このカウンタの数値が予想よりも高い場合は、次の手順を実行してく

ださい。

• SIPNormalizationScriptClosed、SIPNormalizationScriptError、
SIPNormalizationResourceWarningなどのアラームを調べます。

• RTMTのリソース関連のアラームとカウンタを調べて、リソース
の問題が発生しているかどうかを判断します。

• SDIトレースファイルに予期しない SIP正規化イベントがあるか
どうかを調べます。

このカウントは、スクリプトの設定が変更された後にスクリプトがリ

セットされたとき、および Unified Communications Managerが再起動
したときに再開されます。

ScriptOpened
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説明表示名

このカウンタは、システムが自動的にスクリプトをリセットした回数

を表します。スクリプトのリセットは、Cisco Unified Communications
Managerの管理ページにある [SIP正規化スクリプト設定（SIP
Normalization Script Configuration）]ウィンドウの [スクリプト実行エ
ラーの復旧処理（Script Execution Error Recovery Action）]フィールド
と [システムリソースエラーの復旧処理（System Resource Error
Recovery Action）]フィールドに指定した値に基づいて行われます。
自動リセットは、これらのフィールドのいずれかの値が [スクリプト
のリセット（Reset Script）]の場合に発生する可能性があります。

このカウンタは、スクリプト設定の変更後にスクリプトが最後にリ

セットされた後でそのスクリプトが自動的にリセットされる回数を指

定します。このカウンタは、UnifiedCommunicationsManagerがスクリ
プトエラーにより自動的にスクリプトをリセットにするたびに増加し

ます。

このカウンタの数値が予想よりも高い場合は、次の手順を実行してく

ださい。

• SIPNormalizationScriptErrorアラームを調べます。

• RTMTのリソース関連のアラームとカウンタを調べて、リソース
の問題が発生しているかどうかを判断します。

• SDIトレースファイルに予期しない SIP正規化イベントがあるか
どうかを調べます。

ScriptResetAutomatically

このカウンタは、Cisco Unified Communications Managerの管理ページ
またはその他の方法（AXL、またはスクリプトを使用した最後の SIP
電話でのリセットなど）によりスクリプトが手動でリセットされた回

数を表します。このカウンタは、スクリプトが設定変更によりリセッ

トされると増加します。このカウンタは、スクリプトが削除されたと

き、またはCiscoCallManagerが再起動したときにリセットされます。

ScriptResetManually

Cisco SIP Normalization
Cisco SIPNormalizationパフォーマンスオブジェクトには、初期化エラー、実行時エラー、スクリ
プトステータスなどの正規化スクリプトの側面をモニタできるようにするカウンタが含まれてい

ます。これらのカウンタのインスタンスは、スクリプトに関連付けられている各デバイスによっ

て新規に作成されます。次の表に、Cisco SIP Normalizationカウンタに関する情報を示します。
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Table 51: Cisco SIP Normalization

説明表示名

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
がデバイス（SIPトランク）を自動的にリセッ
トした回数を表します。デバイスのリセット

は、Cisco Unified Communications Managerの管
理の [SIP正規化スクリプト設定（SIP
Normalization Script Configuration）]ウィンドウ
の [スクリプト実行エラーの復旧処理（Script
Execution Error Recovery Action）]フィールドと
[システムリソースエラーの復旧処理（System
Resource Error Recovery Action）]フィールドに
指定した値に基づいて行われます。スクリプト

エラーが原因でデバイス（SIPトランク）がリ
セットされると、カウンタの値が増加します。

このカウントは、デバイスを手動でリセットす

るとリセットされます。

DeviceResetAutomatically

このカウンタは、Cisco Unified Communications
Managerの管理でデバイス（SIPトランク）が手
動でリセットされた回数、または AXLなどの
その他の方法でリセットされた回数を表しま

す。設定変更が原因でスクリプトに関連付けら

れたデバイスがリセットされると、カウンタの

値が増加します。

カウンタは、次の場合に再起動されます。

• SIPトランクが削除された場合。
•トランクのスクリプトが変更または削除さ
れた場合。

• Unified CommunicationsManagerが再起動し
た場合。

DeviceResetManually
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説明表示名

このカウンタは、スクリプトの実行中に発生し

た実行エラーの数を表します。実行エラーは、

メッセージハンドラの実行中に発生することが

あります。実行エラーの原因として考えられる

のは、リソースエラーや関数呼び出し内での引

数の不一致などです。

実行エラーが発生すると、Unified
Communications Managerは次の処理を実行しま
す。

•自動的にメッセージを元の内容に復元して
から、追加のエラー処理アクションを適用

します。

•カウンタの値を増分します。
• Cisco Unified Communications Managerの管
理ページにある [スクリプト実行エラーの
復旧処理（Script Execution Error Recovery
Action）]フィールドと [システムリソース
エラーの復旧処理（System Resource Error
RecoveryAction）]フィールドの値に基づい
て、適切な処理を実行します。

スクリプト内の失敗した行の番号などの詳細に

ついては、SIPNormalizationScriptErrorアラーム
を確認してください。スクリプトの問題を修正

し、必要に応じて修正したスクリプトをアップ

ロードして、トランクをリセットします。この

カウンタは、実行エラーが発生するたびに増加

します。このカウンタは、スクリプトの設定変

更に伴う最新のトランクリセットからのカウン

トを提供します（デバイスのリセットだけでは

カウントはリセットされません。リセットが発

生する前に、スクリプトの設定も変更されてい

る必要があります）。

スクリプトの問題を修正した後もカウンタが増

加し続ける場合は、スクリプトを調べ直してく

ださい。

ErrorExecution
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説明表示名

このカウンタは、スクリプトがメモリに正常に

ロードされたものの、Unified Communications
Managerでの初期化に失敗した後に発生したス
クリプトエラーの数を表します。スクリプトが

初期化に失敗する原因として考えられるのは、

リソースエラー、関数呼び出し内での引数の不

一致、必要なテーブルが返されなかったことな

どです。

スクリプト内の失敗した行の番号などの詳細に

ついては、SIPNormalizationScriptErrorアラーム
を確認してください。スクリプトの問題を修正

し、必要に応じて修正したスクリプトをアップ

ロードして、トランクをリセットします。この

カウンタは、初期化エラーが発生するたびに増

加します。このカウンタは、スクリプトの設定

変更に伴う最新のトランクリセットからのカウ

ントを提供します（デバイスのリセットだけで

はカウントはリセットされません。リセットが

発生する前に、スクリプトの設定も変更されて

いる必要があります）。スクリプトの問題を修

正した後もカウンタが増加し続ける場合は、ス

クリプトを調べ直してください。初期化中にエ

ラーが発生した場合、Unified Communications
Managerは自動的にスクリプトを無効にします。

ErrorInit

このカウンタは、スクリプトの実行中に発生し

た内部エラーの数を表します。内部エラーが発

生することはほとんどありません。このカウン

タの値がゼロより大きい場合は、スクリプトの

内容または実行に関係のない不具合がシステム

内に存在します。SDIトレースを収集し、テク
ニカルアシスタンスセンター（TAC）に問い合
わせてください。

ErrorInternal
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説明表示名

このカウンタは、スクリプトが Unified
Communications Managerのメモリにロードされ
たときに発生したスクリプトエラーの数を表し

ます。スクリプトがロードに失敗する原因とし

て考えられるのは、メモリの問題または構文エ

ラーです。

詳細については、SIPNormalizationScriptErrorア
ラームを確認してください。スクリプトに構文

エラーがないか確認し、必要に応じて修正した

スクリプトをアップロードして、トランクをリ

セットします。このカウンタは、ロードエラー

が発生するたびに増加します。このカウンタ

は、スクリプトの設定変更に伴う最新のトラン

クリセットからのカウントを提供します（デバ

イスのリセットだけではカウントはリセットさ

れません。リセットが発生する前に、スクリプ

トの設定も変更されている必要があります）。

スクリプトの問題を修正した後もカウンタが増

加し続ける場合は、スクリプトを調べ直してく

ださい。

ErrorLoad
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説明表示名

このカウンタは、スクリプトでリソースエラー

が発生したかどうかを示します。

リソースエラーは 2種類あります。1つは [メ
モリしきい値（MemoryThreshold）]フィールド
の値を超えることで、もう 1つは [Lua命令しき
い値（Lua Instruction Threshold）]フィールドの
値を超えることです（どちらのフィールドも、

CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ペー
ジにある [SIP正規化スクリプト設定（SIP
Normalization Script Configuration）]ウィンドウ
に表示されます）。いずれかの状況が発生した

場合、Unified CommunicationsManagerはすぐに
スクリプトを閉じて SIPNormalizationScriptError
アラームを発行します。

スクリプトのロード中または初期化中にリソー

スエラーが発生した場合は、スクリプトが無効

になります。実行中にリソースエラーが発生し

た場合は、設定されたシステムリソースエラー

の復旧処理が実行されます（この処理は、Cisco
Unified CommunicationsManagerの管理の [SIP正
規化スクリプト設定（SIP Normalization Script
Configuration）]ウィンドウの [システムリソー
スエラーの復旧処理（System Resource Error
RecoveryAction）]フィールドの設定によって定
義されます）。

ErrorResource

このカウンタは、スクリプトが使用するメモリ

の量をバイト単位で示します。このカウンタ

は、スクリプトが使用するメモリの量に合わせ

て増減します。このカウントは、スクリプトが

閉じるとクリアされ（閉じたスクリプトはメモ

リを使用しないため）、スクリプトが開くと

（有効になると）再開されます。このカウンタ

の数値が高い場合は、リソースの問題が発生し

ていることを示します。MemoryUsagePercentage
カウンタと SIPNormalizationResourceWarningア
ラームを確認してください。

SIPNormalizationResourceWarningアラームは、
リソースの使用量が内部的に設定されたしきい

値を超えた場合に発生します。

MemoryUsage
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説明表示名

このカウンタは、スクリプトが使用するメモリ

の総量のパーセント値を示します。

このカウンタの値は、MemoryUsageカウンタの
値を（[SIP正規化スクリプト設定（SIP
Normalization Script Configuration）]ウィンドウ
の）[メモリしきい値（Memory Threshold）]
フィールドの値で割り、その結果に 100を掛け
てパーセント値にすることで求められます。

このカウンタは、MemoryUsageカウンタに合わ
せて増減します。このカウントは、スクリプト

が閉じるとクリアされ（閉じたスクリプトはメ

モリを使用しないため）、スクリプトが開くと

（有効になると）再開されます。このカウンタ

が内部的に制御されたリソースのしきい値に達

すると、SIPNormalizationResourceWarningアラー
ムが発行されます。

MemoryUsagePercentage

このカウンタは、システムが自動的にメッセー

ジをロールバックした回数を表します。システ

ムによるメッセージのロールバックには、Cisco
Unified CommunicationsManager Administrationに
ある [SIP正規化スクリプト設定（SIP
Normalization Script Configuration）]ウィンドウ
の [スクリプト実行エラーの復旧処理（Script
Execution Error Recovery Action）]フィールドに
指定したエラー処理が使用されます。

実行エラーが発生すると、Unified
Communications Managerは自動的にメッセージ
を元の内容に復元してから、追加のエラー処理

アクションを適用します。エラー処理にロール

バックしか指定されていない場合、正規化の試

行の前に実行されるアクションは元のメッセー

ジへのロールバックだけです。その他の [スク
リプト実行エラーの復旧処理（Script Execution
Error Recovery Action）]が指定されている場合
は、メッセージのロールバックが必ず最初に実

行され、その後、スクリプトの無効化、スクリ

プトの自動リセット、トランクの自動リセット

などの指定された処理が実行されます。

MessageRollback
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説明表示名

このカウンタは、スクリプトがメッセージにコ

ンテンツ本文を追加した回数を表します。スク

リプトでmsg:addContentBody APIを使用してい
る場合、このカウンタは msg:addContentBody
APIが正常に実行されるたびに増加します。カ
ウンタが予想どおりに動作しない場合は、スク

リプトロジックにエラーがないか調べてくださ

い。

msgAddContentBody

このカウンタは、スクリプトがメッセージにSIP
ヘッダーを追加した回数を表します。スクリプ

トで msg:addHeader APIを使用している場合、
このカウンタは msg:addHeader APIが正常に実
行されるたびに増加します。カウンタが予想ど

おりに動作しない場合は、スクリプトロジック

にエラーがないか調べてください。

msgAddHeader

このカウンタは、スクリプトがメッセージのSIP
ヘッダーに SIPヘッダーURIパラメータを追加
した回数を表します。スクリプトで

msg:addHeaderUriParameter APIを使用している
場合、このカウンタはmsg:addHeaderUriParameter
APIが正常に実行されるたびに増加します。カ
ウンタが予想どおりに動作しない場合は、スク

リプトロジックにエラーがないか調べてくださ

い。

msgAddHeaderUriParameter

このカウンタは、スクリプトがメッセージのSIP
ヘッダーに SIPヘッダー値パラメータを追加し
た回数を表します。スクリプトで

msg:addHeaderValueParameter APIを使用してい
る場合、このカウンタは

msg:addHeaderValueParameter APIが正常に実行
されるたびに増加します。カウンタが予想どお

りに動作しない場合は、スクリプトロジックに

エラーがないか調べてください。

msgAddHeaderValueParameter
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説明表示名

このカウンタは、スクリプトがメッセージのSIP
ヘッダーに番号マスクを適用した回数を表しま

す。スクリプトで msg:applyNumberMask APIを
使用している場合、このカウンタは

msg:applyNumberMask APIが正常に実行される
たびに増加します。カウンタが予想どおりに動

作しない場合は、スクリプトロジックにエラー

がないか調べてください。

msgApplyNumberMask

このカウンタは、スクリプトがメッセージをブ

ロックした回数を表します。スクリプトで

msg:blockAPIを使用している場合、このカウン
タは msg:block APIが正常に実行されるたびに
増加します。カウンタが予想どおりに動作しな

い場合は、スクリプトロジックにエラーがない

か調べてください。

msgBlock

このカウンタは、スクリプトがメッセージの

Diversionヘッダーを History-Infoヘッダーに変
換した回数を表します。スクリプトで

msg:convertDiversionToHI APIを使用している場
合、このカウンタは msg:convertDiversionToHI
APIが正常に実行されるたびに増加します。カ
ウンタが予想どおりに動作しない場合は、スク

リプトロジックにエラーがないか調べてくださ

い。

msgConvertDiversionToHI

このカウンタは、スクリプトがメッセージの

Diversionヘッダーを History-Infoヘッダーに変
換した回数を表します。スクリプトで

msg:convertDiversionToHI APIを使用している場
合、このカウンタは msg:convertDiversionToHI
APIが正常に実行されるたびに増加します。カ
ウンタが予想どおりに動作しない場合は、スク

リプトロジックにエラーがないか調べてくださ

い。

msgConvertHIToDiversion

このカウンタは、スクリプトがメッセージのSIP
ヘッダーを変更した回数を表します。スクリプ

トで msg:modifyHeader APIを使用している場
合、このカウンタはmsg:modifyHeader APIが正
常に実行されるたびに増加します。カウンタが

予想どおりに動作しない場合は、スクリプトロ

ジックにエラーがないか調べてください。

msgModifyHeader
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説明表示名

このカウンタは、スクリプトがメッセージから

コンテンツ本文を削除した回数を表します。ス

クリプトで msg:removeContentBody APIを使用
している場合、このカウンタは

msg:removeContentBodyAPIが正常に実行される
たびに増加します。カウンタが予想どおりに動

作しない場合は、スクリプトロジックにエラー

がないか調べてください。

msgRemoveContentBody

このカウンタは、スクリプトがメッセージから

SIPヘッダーを削除した回数を表します。スク
リプトでmsg:removeHeader APIを使用している
場合、このカウンタはmsg:removeHeader APIが
正常に実行されるたびに増加します。カウンタ

が予想どおりに動作しない場合は、スクリプト

ロジックにエラーがないか調べてください。

msgRemoveHeader

このカウンタは、スクリプトがメッセージから

SIPヘッダー値を削除した回数を表します。ス
クリプトで msg:removeHeaderValue APIを使用
している場合、このカウンタは

msg:removeHeaderValueAPIが正常に実行される
たびに増加します。カウンタが予想どおりに動

作しない場合は、スクリプトロジックにエラー

がないか調べてください。

msgRemoveHeaderValue

このカウンタは、スクリプトがメッセージの要

求URIを変更した回数を表します。スクリプト
で msg:setRequestUri APIを使用している場合、
このカウンタは msg:setRequestUri APIが正常に
実行されるたびに増加します。カウンタが予想

どおりに動作しない場合は、スクリプトロジッ

クにエラーがないか調べてください。

msgSetRequestUri

このカウンタは、スクリプトがメッセージの応

答コードや応答フレーズを変更した回数を表し

ます。スクリプトでmsg:setResponseCodeAPIを
使用している場合、このカウンタは

msg:setResponseCode APIが正常に実行されるた
びに増加します。カウンタが予想どおりに動作

しない場合は、スクリプトロジックにエラーが

ないか調べてください。

msgSetResponseCode
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説明表示名

このカウンタは、スクリプトがメッセージの

SDPを設定した回数を表します。スクリプトで
msg:setSdp APIを使用している場合、このカウ
ンタは msg:setSdp APIが正常に実行されるたび
に増加します。カウンタが予想どおりに動作し

ない場合は、スクリプトロジックにエラーがな

いか調べてください。

msgSetSdp

このカウンタは、スクリプトが PassThrough
（pt）オブジェクトにコンテンツ本文を追加し
た回数を表します。スクリプトで

pt:addContentBody APIを使用している場合、こ
のカウンタは pt:addContentBodyAPIが正常に実
行されるたびに増加します。カウンタが予想ど

おりに動作しない場合は、スクリプトロジック

にエラーがないか調べてください。

ptAddContentBody

このカウンタは、スクリプトが PassThrough
（pt）オブジェクトに SIPヘッダーを追加した
回数を表します。スクリプトでpt:addHeaderAPI
を使用している場合、このカウンタは

pt:addHeaderAPIが正常に実行されるたびに増加
します。カウンタが予想どおりに動作しない場

合は、スクリプトロジックにエラーがないか調

べてください。

ptAddHeader

このカウンタは、スクリプトが PassThrough
（pt）オブジェクトにSIPヘッダーURIパラメー
タを追加した回数を表します。スクリプトで

pt:addHeaderUriParameter APIを使用している場
合、このカウンタは pt:addHeaderUriParameter
APIが正常に実行されるたびに増加します。カ
ウンタが予想どおりに動作しない場合は、スク

リプトロジックにエラーがないか調べてくださ

い。

ptAddHeaderUriParameter

パフォーマンスカウンタとアラート

100

パフォーマンスカウンタとアラート

パフォーマンスカウンタとアラート



説明表示名

このカウンタは、スクリプトが PassThrough
（pt）オブジェクトに SIPヘッダー値パラメー
タを追加した回数を表します。スクリプトで

pt:addHeaderValueParameter APIを使用している
場合、このカウンタは

pt:addHeaderValueParameter APIが正常に実行さ
れるたびに増加します。カウンタが予想どおり

に動作しない場合は、スクリプトロジックにエ

ラーがないか調べてください。

ptAddHeaderValueParameter

このカウンタは、スクリプトが PassThrough
（pt）オブジェクトに要求 URIパラメータを追
加した回数を表します。スクリプトで

pt:addRequestUriParameter APIを使用している場
合、このカウンタは pt:addRequestUriParameter
APIが正常に実行されるたびに増加します。カ
ウンタが予想どおりに動作しない場合は、スク

リプトロジックにエラーがないか調べてくださ

い。

ptAddRequestUriParameter

このカウンタは、スクリプトが現在アクティブ

になっている（トランクで実行されている）か

どうかを示します。カウンタに表示される値は

次のとおりです。

• 0：スクリプトが閉じている（無効になって
いる）ことを示します。

• 1：スクリプトが開いていて実行可能な状態
になっていることを示します。

このトランクで実行されている必要があるスク

リプトを開くには、次の操作を実行します。

1. スクリプトが開いていない理由を示してい
る可能性があるアラームがないか確認しま

す。

2. エラーをすべて修正します。

3. 必要に応じて新しいスクリプトをアップロー
ドします。

4. トランクをリセットします。

ScriptActive
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説明表示名

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
がスクリプトを閉じた回数を表します。

スクリプトが閉じている場合、このデバイスで

スクリプトを使用できません。

Unified CMは、次の基準の 1台にスクリプトを
閉じます。

•デバイスが手動でリセットされた場合。
•デバイスが（エラーにより）自動的にリ
セットされた場合。

•デバイスが削除された場合。

このカウントは、スクリプトの設定が変更され

た後に SIPトランクがリセットされたとき、お
よびUnified CommunicationsManagerが再起動し
たときに再開されます。

ScriptClosed
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説明表示名

このカウンタは、システムが自動的にスクリプ

トを無効にした回数を表します。スクリプトを

無効にするかどうかは、Cisco Unified
Communications Manager Administrationにある
[SIP正規化スクリプト設定（SIP Normalization
Script Configuration）]ウィンドウの [スクリプト
実行エラーの復旧処理（Script Execution Error
Recovery Action）]フィールドと [システムリ
ソースエラーの復旧処理（SystemResourceError
Recovery Action）]フィールドに指定した値に
よって決定されます。スクリプトは、ロード中

および初期化中にスクリプトエラー条件が発生

した場合にも無効になります。このカウンタ

は、スクリプトの設定変更に伴うデバイスの最

新の手動リセットからのカウントを提供します

（デバイスのリセットだけではカウントはリ

セットされません。リセットが発生する前に、

スクリプトが変更されている必要があります）。

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
がスクリプトエラーにより自動的にスクリプト

を無効にするたびに増加します。

このカウンタの数値が予想よりも高い場合は、

次の操作を実行してください。

• SIPNormalizationScriptErrorアラームと
SIPNormalizationAutoResetDisabledアラーム
を調べます。

• RTMTのリソース関連のアラームとカウン
タを調べて、リソースの問題が発生してい

るかどうかを判断します。

• SDIトレースファイルに予期しない SIP正
規化イベントがあるかどうかを調べます。

ScriptDisabledAutomatically
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説明表示名

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
がスクリプトを開こうとした回数を表します。

スクリプトを開くには、UnifiedCommunications
Managerのメモリにスクリプトをロードし、初
期化して、実行可能な状態にする必要がありま

す。このカウンタの値が 1より大きくなってい
る場合は、予期しない理由あるいはロード中ま

たは初期化中のエラーにより、Unified
Communications Managerがこの SIPトランクの
スクリプトを 2回以上開こうとしたことを意味
します。このエラーは、実行エラー、リソース

エラー、あるいはスクリプト内の無効な構文に

より発生する場合があります。

DeviceResetManually、DeviceResetAutomatically、
または ScriptResetAutomaticallyのいずれかのカ
ウンタが増加すると、このカウンタは 1より大
きくなります。DeviceResetManuallyカウンタ
は、予期されたイベント（SIPトランクのメン
テナンス期間など）が原因でスクリプトが閉じ

たときに増加します。

このカウンタの数値が予期しない理由で高く

なっている場合は、次の操作を実行してくださ

い。

• SIPNormalizationScriptClosed、
SIPNormalizationScriptError、
SIPNormalizationResourceWarningなどのア
ラームを調べます。

• RTMTのリソース関連のアラームとカウン
タを調べて、リソースの問題が発生してい

るかどうかを判断します。

• SDIトレースファイルに予期しない SIP正
規化イベントがあるかどうかを調べます。

このカウントは、スクリプトの設定が変更され

た後に SIPトランクがリセットされたとき、お
よびUnified CommunicationsManagerが再起動し
たときに再開されます。

ScriptOpened

パフォーマンスカウンタとアラート

104

パフォーマンスカウンタとアラート

パフォーマンスカウンタとアラート



説明表示名

このカウンタは、システムが自動的にスクリプ

トをリセットした回数を表します。スクリプト

のリセットは、Cisco Unified Communications
Managerの管理ページにある [SIP正規化スクリ
プト設定（SIP Normalization Script
Configuration）]ウィンドウの [スクリプト実行
エラーの復旧処理（Script Execution Error
Recovery Action）]フィールドと [システムリ
ソースエラーの復旧処理（SystemResourceError
RecoveryAction）]フィールドに指定した値に基
づいて行われます。このカウンタは、デバイス

の最後の手動リセットの後に行われたスクリプ

トの自動リセットの回数を示します。このカウ

ンタは、Unified CommunicationsManagerがスク
リプトエラーにより自動的にスクリプトをリ

セットするたびに増加します。

このカウンタの数値が予想よりも高い場合は、

次の操作を実行してください。

• SIPNormalizationScriptErrorアラームを調べ
ます。

• RTMTのリソース関連のアラームとカウン
タを調べて、リソースの問題が発生してい

るかどうかを判断します。

• SDIトレースファイルに予期しない SIP正
規化イベントがあるかどうかを調べます。

ScriptResetAutomatically

Cisco SIP Stack
Cisco SIP Stackオブジェクトは、Session Initiation Protocol（SIP）デバイス（SIPプロキシ、SIPリ
ダイレクトサーバ、SIPレジストラ、SIPユーザエージェントなど）で生成または使用される SIP
スタックの統計についての情報を提供します。次の表には、CiscoSIPStackカウンタについての情
報が含まれます。

Table 52: Cisco SIP Stack

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、SIPデバイスが受信した ACK
要求の総数を表します。

AckIns

このカウンタは、SIPデバイスが送信した ACK
要求の総数を表します。

AckOuts
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、SIPデバイスが受信した BYE
要求の総数を表します。この数には再送信が含

まれます。

ByeIns

このカウンタは、SIPデバイスが送信した BYE
要求の総数を表します。この数には再送信が含

まれます。

ByeOuts

このカウンタは、SIPデバイスが受信した
CANCEL要求の総数を表します。この数には再
送信が含まれます。

CancelIns

このカウンタは、SIPデバイスが送信した
CANCEL要求の総数を表します。この数には再
送信が含まれます。

CancelOuts

このカウンタは、SIPスタックで現在使用中の
呼制御ブロック（CCB）の数を表します。アク
ティブな各 SIPダイアログは、1つの CCBを使
用します。

CCBsAllocated

このカウンタは、SIPデバイスが受信した 6xx
クラス SIP応答の総数を表します。この数には
再送信が含まれます。このクラスの応答は、ク

ライアント機能を提供する SIPデバイスが失敗
応答メッセージを受信したことを示します。一

般に、こうした応答は、サーバが Request-URI
の特定のインスタンスだけではなく、特定の着

信側に関する明確な情報を保持していることを

示します。

GlobalFailedClassIns

このカウンタは、SIPデバイスが送信した 6xx
クラス SIP応答の総数を表します。この数には
再送信が含まれます。このクラスの応答は、

サーバ機能を提供する SIPデバイスが失敗応答
メッセージを受信したことを示します。一般

に、こうした応答は、サーバが Request-URIの
特定のインスタンスだけではなく、特定の着信

側に関する明確な情報を保持していることを示

します。

GlobalFailedClassOuts

このカウンタは、SIPデバイスが受信した 1xx
クラス SIP応答の総数を表します。この数には
再送信が含まれます。このクラスの応答は、SIP
要求の進行についての情報を提供します。

InfoClassIns
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、SIPデバイスが送信した 1xx
クラス SIP応答の総数を表します。この数には
再送信が含まれます。このクラスの応答は、SIP
要求の処理の進行についての情報を提供しま

す。

InfoClassOuts

このカウンタは、SIPデバイスが受信した INFO
要求の総数を表します。この数には再送信が含

まれます。

InfoIns

このカウンタは、SIPデバイスが送信した INFO
要求の総数を表します。この数には再送信が含

まれます。

InfoOuts

このカウンタは、SIPデバイスが受信した
INVITE要求の総数を表します。この数には再
送信が含まれます。

InviteIns

このカウンタは、SIPデバイスが送信した
INVITE要求の総数を表します。この数には再
送信が含まれます。

InviteOuts

このカウンタは、SIPデバイスが受信した
NOTIFY要求の総数を表します。この数には再
送信が含まれます。

NotifyIns

このカウンタは、SIPデバイスが送信した
NOTIFY要求の総数を表します。この数には再
送信が含まれます。

NotifyOuts

このカウンタは、SIPデバイスが受信した
OPTIONS要求の総数を表します。この数には再
送信が含まれます。

OptionsIns

このカウンタは、SIPデバイスが送信した
OPTIONS要求の総数を表します。この数には再
送信が含まれます。

OptionsOuts

このカウンタは、SIPデバイスが受信した
PRACK要求の総数を表します。この数には再
送信が含まれます。

PRAckIns

このカウンタは、SIPデバイスが送信した
PRACK要求の総数を表します。この数には再
送信が含まれます。

PRAckOuts

パフォーマンスカウンタとアラート

107

パフォーマンスカウンタとアラート

パフォーマンスカウンタとアラート



カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、SIPデバイスが受信した
PUBLISH要求の総数を表します。この数には再
送信が含まれます。

PublishIns

このカウンタは、SIPデバイスが送信した
PUBLISH要求の総数を表します。この数には再
送信が含まれます。

PublishOuts

このカウンタは、SIPデバイスが受信した 3xx
クラス SIP応答の総数を表します。この数には
再送信が含まれます。このクラスの応答は、着

信側から到達可能なアドレスへのリダイレク

ションについての情報を提供します。

RedirClassIns

このカウンタは、SIPデバイスが送信した 3xx
クラス SIP応答の総数を表します。この数には
再送信が含まれます。このクラスの応答は、着

信側から到達可能なアドレスへのリダイレク

ションについての情報を提供します。

RedirClassOuts

このカウンタは、SIPデバイスが受信した
REFER要求の総数を表します。この数には再送
信が含まれます。

ReferIns

このカウンタは、SIPデバイスが送信した
REFER要求の総数を表します。この数には再送
信が含まれます。

ReferOuts

このカウンタは、SIPデバイスが受信した
REGISTER要求の総数を表します。この数には
再送信が含まれます。

RegisterIns

このカウンタは、SIPデバイスが送信した
REGISTER要求の総数を表します。この数には
再送信が含まれます。

RegisterOuts

このカウンタは、SIPデバイスが受信した 4xx
クラス SIP応答の総数を表します。この数には
再送信が含まれます。このクラスの応答は、ク

ライアント機能を提供する SIPデバイスによる
要求の失敗を示します。

RequestsFailedClassIns
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、SIPデバイスが送信した 4xx
クラス SIP応答の総数を表します。この数には
再送信が含まれます。このクラスの応答は、

サーバ機能を提供する SIPデバイスによる要求
の失敗を示します。

RequestsFailedClassOuts

このカウンタは、SIPデバイスが送信した BYE
再試行の総数を表します。最初のBYEの試行回
数を判別するには、sipStatsByeOutsカウンタの
値からこのカウンタの値を減算します。

RetryByes

このカウンタは、SIPデバイスが送信した
CANCEL再試行の総数を表します。最初の
CANCELの試行回数を判別するには、
sipStatsCancelOutsカウンタの値からこのカウン
タの値を減算します。

RetryCancels

このカウンタは、SIPデバイスが送信した INFO
再試行の総数を表します。最初の INFOの試行
回数を判別するには、sipStatsInfoOutsカウンタ
の値からこのカウンタの値を減算します。

RetryInfo

このカウンタは、SIPデバイスが送信した
INVITE再試行の総数を表します。最初の
INVITEの試行回数を判別するには、
sipStatsInviteOutsカウンタの値からこのカウン
タの値を減算します。

RetryInvites

このカウンタは、SIPデバイスが送信した
NOTIFY再試行の総数を表します。最初の
NOTIFYの試行回数を判別するには、
sipStatsNotifyOutsカウンタの値からこのカウン
タの値を減算します。

RetryNotify

このカウンタは、SIPデバイスが送信した
PRACK再試行の総数を表します。最初の
PRACKの試行回数を判別するには、
sipStatsPRAckOutsカウンタの値からこのカウン
タの値を減算します。

RetryPRAck

このカウンタは、SIPデバイスが送信した
PUBLISHの再試行回数の合計を表します。最初
の PUBLISHの試行回数を判別するには、
sipStatsPublishOutsカウンタの値からこのカウン
タの値を減算します。

RetryPublish
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、SIPデバイスが送信した
REFER再試行の総数を表します。最初のREFER
の試行回数を判別するには、sipStatsReferOutsカ
ウンタの値からこのカウンタの値を減算しま

す。

RetryRefer

このカウンタは、SIPデバイスが送信した
REGISTER再試行の総数を表します。最初の
REGISTERの試行回数を判別するには、
sipStatsRegisterOutsカウンタの値からこのカウ
ンタの値を減算します。

RetryRegisters

このカウンタは、SIPデバイスが送信した
Reliable 1xxの再試行回数の合計を表します。

RetryRel1xx

このカウンタは、SIPデバイスが送信した
Requestの再試行回数の合計を表します。

RetryRequestsOut

このカウンタは、SIPデバイスが送信した Final
Responseの再試行回数の合計を表します。

RetryResponsesFinal

このカウンタは、SIPデバイスが送信した非Final
Responseの再試行回数の合計を表します。

RetryResponsesNonFinal

このカウンタは、SIPデバイスが送信した
SUBSCRIBE再試行の総数を表します。最初の
SUBSCRIBEの試行回数を判別するには、
sipStatsSubscribeOutsカウンタの値からこのカウ
ンタの値を減算します。

RetrySubscribe

このカウンタは、SIPデバイスが送信した
UPDATE再試行の総数を表します。最初の
UPDATEの試行回数を判別するには、
sipStatsUpdateOutsカウンタの値からこのカウン
タの値を減算します。

RetryUpdate

このカウンタは、SIPスタックで現在使用中の
Subscription Control Blocks（SCB）の数を表しま
す。各登録で 1つの SCBを使用します。

SCBsAllocated

このカウンタは、SIPデバイスが受信した 5xx
クラス SIP応答の総数を表します。この数には
再送信が含まれます。このクラスの応答は、ク

ライアント機能を提供する SIPデバイスが失敗
応答を受信したことを示します。

ServerFailedClassIns
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、SIPデバイスが送信した 5xx
クラス SIP応答の総数を表します。この数には
再送信が含まれます。このクラスの応答は、

サーバ機能を提供する SIPデバイスが失敗応答
を受信したことを示します。

ServerFailedClassOuts

Cisco Engineering Specialビルドによる指示がな
い限り、このカウンタは使用しないでくださ

い。シスコは、診断の目的でこのカウンタの情

報を使用します。

SIPGenericCounter1

Cisco Engineering Specialビルドによる指示がな
い限り、このカウンタは使用しないでくださ

い。シスコは、診断の目的でこのカウンタの情

報を使用します。

SIPGenericCounter2

Cisco Engineering Specialビルドによる指示がな
い限り、このカウンタは使用しないでくださ

い。シスコは、診断の目的でこのカウンタの情

報を使用します。

SIPGenericCounter3

Cisco Engineering Specialビルドによる指示がな
い限り、このカウンタは使用しないでくださ

い。シスコは、診断の目的でこのカウンタの情

報を使用します。

SIPGenericCounter4

このカウンタは、SIPHandlerコンポーネントの
4つの SDLプライオリティキューに現在ある
SDL信号の数を表します。SIPHandlerコンポー
ネントには SIPスタックが含まれます。

SIPHandlerSDLQueueSignalsPresent

このカウンタは、SIPデバイスが受信した 1xx
応答メッセージ（再送信を含む）の総数を表し

ます。このカウントには、次の 1xx応答が含ま
れます。

• 100 Trying
• 180 Ringing
• 181 Call is being forwarded
• 182 Queued
• 183セッション中

StatusCode1xxIns
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、SIPデバイスが送信した 1xx
応答メッセージ（再送信を含む）の総数を表し

ます。このカウントには、次の 1xx応答が含ま
れます。

• 100 Trying
• 180 Ringing
• 181 Call is being forwarded
• 182 Queued
• 183セッション中

StatusCode1xxOuts

このカウンタは、SIPデバイスが受信した 2xx
応答メッセージ（再送信を含む）の総数を表し

ます。このカウントには、次の 2xx応答が含ま
れます。

• 200 OK
• 202受理成功

StatusCode2xxIns

このカウンタは、SIPデバイスが送信した 2xx
応答メッセージ（再送信を含む）の総数を表し

ます。このカウントには、次の 2xx応答が含ま
れます。

• 200 OK
• 202受理成功

StatusCode2xxOuts

このカウンタは、SIPデバイスが受信した 3xx
応答メッセージ（再送信を含む）の総数を表し

ます。このカウントには、次の 3xx応答が含ま
れます。

• 300複数の選択肢
• 301 Moved Permanently
• 302 Moved Temporarily
• 303非互換の帯域幅ユニット
• 305 Use Proxy
• 380 Alternative Service

StatusCode3xxins

このカウンタは、SIPデバイスが送信した 302
（一時的に移動）応答メッセージ（再送信を含

む）の総数を表します。

StatusCode302Outs
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、SIPデバイスが受信した 4xx
応答メッセージ（再送信を含む）の総数を表し

ます。このカウントには、次の 4xx応答が含ま
れます。

• 400不正な要求
• 401未認証
• 402支払いが必要
• 403 Forbidden
• 404 Not Found
• 405 Method Not Allowed
• 406 Not Acceptable
• 407プロキシ認証が必要
• 408要求タイムアウト
• 409競合
• 410 Gone
• 413要求エンティティが大きすぎる
• 414 Request-URIが長すぎる
• 415サポートされないメディアタイプ
• 416サポートされない URIスキーマ
• 417不明なリソース優先順位
• 420不正な拡張子
• 422セッション有効期限の値が小さすぎる
• 423 Interval Too Brief
• 480 Temporarily Unavailable
• 481コール/トランザクションが存在しない
• 482ループが検出された
• 483ホップが多すぎる
• 484アドレスが不完全
• 485 Ambiguous
• 486 Busy Here
• 487 Request Terminated
• 488ここでは受理されない
• 489不正な登録イベント
• 491 Request Pending

StatusCode4xxIns
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、SIPデバイスが送信した 4xx
応答メッセージ（再送信を含む）の総数を表し

ます。このカウントには、次の 4xx応答が含ま
れます。

• 400不正な要求
• 401未認証
• 402支払いが必要
• 403 Forbidden
• 404 Not Found
• 405 Method Not Allowed
• 406 Not Acceptable
• 407プロキシ認証が必要
• 408要求タイムアウト
• 409競合
• 410 Gone
• 413要求エンティティが大きすぎる
• 414 Request-URIが長すぎる
• 415サポートされないメディアタイプ
• 416サポートされない URIスキーマ
• 417不明なリソース優先順位
• 420不正な拡張子
• 422セッション有効期限の値が小さすぎる
• 423 Interval Too Brief
• 480 Temporarily Unavailable
• 481コール/トランザクションが存在しない
• 482ループが検出された
• 483ホップが多すぎる
• 484アドレスが不完全
• 485 Ambiguous
• 486 Busy Here
• 487 Request Terminated
• 488ここでは受理されない
• 489不正な登録イベント
• 491 Request Pending

StatusCode4xxOuts
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、SIPデバイスが受信した 5xx
応答メッセージ（再送信を含む）の総数を表し

ます。このカウントには、次の 5xx応答が含ま
れます。

• 500サーバの内部エラー
• 501実装されない
• 502不正なゲートウェイ
• 503サービスは利用不可です
• 504サーバタイムアウト
• 505未サポートのバージョン
• 580 Precondition Failed

StatusCode5xxIns

このカウンタは、SIPデバイスが送信した 5xx
応答メッセージ（再送信を含む）の総数を表し

ます。このカウントには、次の 5xx応答が含ま
れます。

• 500サーバの内部エラー
• 501実装されない
• 502不正なゲートウェイ
• 503サービスは利用不可です
• 504サーバタイムアウト
• 505未サポートのバージョン
• 580 Precondition Failed

StatusCode5xxOuts

このカウンタは、SIPデバイスが受信した 6xx
応答メッセージ（再送信を含む）の総数を表し

ます。このカウントには、次の 6xx応答が含ま
れます。

• 600すべて通話中
• 603 Decline
• 604どこにも存在しない
• 606受理されない

StatusCode6xxIns

このカウンタは、SIPデバイスが送信した 6xx
応答メッセージ（再送信を含む）の総数を表し

ます。このカウントには、次の 6xx応答が含ま
れます。

• 600すべて通話中
• 603 Decline
• 604どこにも存在しない
• 606受理されない

StatusCode6xxOuts
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、SIPデバイスが受信した
SUBSCRIBE要求の総数を表します。この数に
は再送信が含まれます。

SubscribeIns

このカウンタは、SIPデバイスが送信した
SUBSCRIBE要求の総数を表します。この数に
は再送信が含まれます。

SubscribeOuts

このカウンタは、SIPデバイスが受信した 2xx
クラス SIP応答の総数を表します。この数には
再送信が含まれます。このクラスの応答は、SIP
要求の正常な完了についての情報を提供しま

す。

SuccessClassIns

このカウンタは、SIPデバイスが送信した 2xx
クラス SIP応答の総数を表します。この数には
再送信が含まれます。このクラスの応答は、SIP
要求の正常な完了についての情報を提供しま

す。

SuccessClassOuts

このカウンタは、SIPデバイスが受信した SIP
要求メッセージの総数を表します。この数には

再送信が含まれます。

SummaryRequestsIn

このカウンタは、デバイスが送信した SIP要求
メッセージの総数を表します。この数には、こ

のデバイスから発信するメッセージと、このデ

バイスでリレーするメッセージが含まれます。

特定のメッセージが複数回送信されると、再送

信として、または分岐（転送）の結果として再

送されるメッセージなどのそれぞれの送信は、

別々にカウントされます。

SummaryRequestsOut

このカウンタは、SIPデバイスが受信した SIP
応答メッセージの総数を表します。この数には

再送信が含まれます。

SummaryResponsesIn

このカウンタは、SIPデバイスが送信（発信お
よびリレー）した SIP応答メッセージの総数を
表します。この数には再送信が含まれます。

SummaryResponsesOut

このカウンタは、SIPデバイスが受信した
UPDATE要求の総数を表します。この数には再
送信が含まれます。

UpdateIns
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、SIPデバイスが送信した
UPDATE要求の総数を表します。この数には再
送信が含まれます。

UpdateOuts

Cisco SIP Station
Cisco SIP Stationオブジェクトは、SIP回線側デバイスについての情報を提供します。次の表に、
Cisco SIP Stationカウンタに関する情報を示します。

Table 53: Cisco SIP Station

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
の最後の再起動以降に、TFTPサーバと Unified
Communications Managerとの設定バージョンの
不一致が原因で、SIPを実行している電話機を
永続的に登録できなかった回数を表します。こ

のカウンタは、Unified Communications Manager
が不一致を解決できず、手動操作（設定の更新

やデバイスのリセットなど）が必要になるたび

に増加します。

ConfigMismatchesPersistent

このカウンタは、CallManagerサービスの最後の
再起動以降に、TFTPサーバと Cisco Unified
Communications Managerとの設定バージョンの
不一致が原因で、SIPを実行している電話機を
一時的に登録できなかった回数を表します。こ

のカウンタは、Unified Communications Manager
が自動的に不一致を解決するたびに増加しま

す。

ConfigMismatchesTemporary

このカウンタは、システムがデータベースから

デバイス設定の取得を試行している間に、タイ

ムアウトが発生したために失敗した新規登録の

数を表します。

DBTimeouts

このカウンタは、Cisco CallManagerサービスの
最後の再起動以降に、NewRegistrationキューか
ら削除されて処理された新しいREGISTRATION
要求の総数を表します。

NewRegAccepted
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、現在NewRegistrationキューに
ある REGISTRATION要求の数を表します。デ
バイスから受信され、現在このキューに登録さ

れていない REGISTRATION要求は、処理され
る前にこのキューに配置されます。

NewRegQueueSize

このカウンタは、Cisco CallManagerサービスの
最後の再起動以降に、486（ここは通話中）応
答によって拒否され、NewRegistrationキューに
配置されなかった新しい REGISTRATION要求
の総数を表します。NewRegistrationキューがプ
ログラムされたサイズを超えると、

REGISTRATION要求は拒否されます。

NewRegRejected

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
の最後の再起動以降に許可されたトークン要求

の総数を表します。Unified Communications
Managerは、未処理のトークンの数が Cisco
CallManagerのMaximum Phone Fallback Queue
Depthサービスパラメータに指定された数を下
回る限り、トークンを許可します。

TokensAccepted

このカウンタは、トークンが許可されていて

も、まだ登録されていないデバイスの数を表し

ます。登録する前に、より優先順位の高い

Unified CommunicationsManagerサーバに再接続
しているデバイスに対してトークンを許可する

必要があります。トークンは、Unified
Communications Managerが、フェールオーバー
後にオンラインに戻ったときに、登録要求に

よって過負荷にならないように保護します。

TokensOutstanding

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
の最後の再起動以降に拒否されたトークン要求

の総数を表します。Unified Communications
Managerは、未処理のトークンの数が Cisco
CallManagerのMaximum Phone Fallback Queue
Depthサービスパラメータに指定された数を超
えた場合に、トークン要求を拒否します。

TokensRejected
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Cisco SW Conf Bridge Device
Cisco SW Conference Bridge Deviceオブジェクトは、登録済みの Ciscoソフトウェア会議ブリッジ
デバイスについての情報を提供します。次の表には、Ciscoソフトウェア会議ブリッジデバイス
のカウンタについての情報が含まれます。

Table 54: Cisco SW Conf Bridge Device

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、ソフトウェア会議デバイスか

ら会議リソースの割り当てを試行して、すべて

のリソースがすでに使用中であったために失敗

した回数の合計を表します。

OutOfResources

このカウンタは、ソフトウェア会議デバイスで

現在使用中の（アクティブな）リソースの数を

表します。1つのリソースは 1つのストリーム
を表します。

ResourceActive

このカウンタは、非アクティブで、ソフトウェ

ア会議デバイスで現在まだ使用可能なリソース

の総数を表します。1つのリソースは 1つのス
トリームを表します。

ResourceAvailable

このカウンタは、ソフトウェア会議デバイスが

提供する会議リソースの総数を表します。1つ
のリソースは 1つのストリームを表します。こ
のカウンタは、ResourceAvailableカウンタと
ResourceActiveカウンタを合計した数になりま
す。

ResourceTotal

このカウンタは、ソフトウェア会議デバイス上

で現在アクティブな（使用中の）ソフトウェア

ベースの会議の数を表します。

SWConferenceActive

このカウンタは、ソフトウェア会議デバイス上

に割り当てられ、開放された会議の総数を表し

ます。会議は、最初のコールがブリッジに接続

されたときに開始します。会議は、最後のコー

ルがブリッジから接続解除されたときに完了し

ます。

SWConferenceCompleted
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Cisco Telepresence MCU Conference Bridge Device
Cisco Telepresence MCU Conference Bridge Deviceオブジェクトは、登録されたMCU会議ブリッジ
デバイスについての情報を提供します。次の表に、CiscoTelepresenceMCUConferenceBridgeDevice
カウンタに関する情報を示します。

Table 55: Cisco Telepresence MCU Conference Bridge Device

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
に登録されているすべての Cisco Telepresence
MCU会議ブリッジデバイス上のアクティブな
会議の総数を表します。

ConferencesActive

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
から割り当てられた Cisco Telepresence MCU会
議ブリッジを使用し、完了した（つまり、会議

ブリッジが割り当てられ、解放された）会議の

総数を表します。会議は、最初のコールがブ

リッジに接続されたときにアクティブになりま

す。会議は、最後のコールがブリッジから接続

解除されたときに終了します。

ConferencesCompleted

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
が、Cisco Telepresence MCU会議ブリッジデバ
イスへの HTTP接続を作成しようとした際に、
Cisco Telepresence MCU会議ブリッジ側の接続
エラーが原因で失敗した回数の合計を示しま

す。

HttpConnectionErrors

このカウンタは、送信された HTTPクエリーに
対して、UnifiedCommunicationsManagerがCisco
Telepresence MCU会議ブリッジから [200 OK
HTTP]以外の応答を受信した回数の合計を表し
ます。

HttpNon200OKResponse

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
が Cisco Telepresence MCU会議ブリッジデバイ
スから会議リソースを割り当てようとして失敗

した回数を表します。たとえば、他のすべての

リソースが使われている場合、会議リソースの

割り当ては失敗します。

OutOfResources
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Cisco TFTP Server
Ciscoトリビアルファイル転送プロトコル（TFTP）Serverオブジェクトは、Cisco TFTPサーバに
ついての情報を提供します。次の表に、Cisco TFTPサーバのカウンタに関する情報を示します。

Table 56: Cisco TFTP Server

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、Build all要求を受信したとき
に、構築プロセスが中断された回数を表しま

す。このカウンタは、グループレベル変更通知

の結果として、デバイス/ユニット/ソフトキー/
ダイヤル規則の構築が中断されたときに増加し

ます。

BuildAbortCount

このカウンタは、TFTPサービスの開始以降に、
TFTPサーバが、すべてのデバイスに影響する
データベース変更通知に対応してすべての設定

ファイルを構築した回数を表します。このカウ

ンタは、TFTPサーバがすべての設定ファイル
を新しく構築するたびに 1つずつ増加します。

BuildCount

このカウンタは、すべての設定ファイルの最後

の構築時に処理されたデバイスの数を表しま

す。このカウンタは、デバイス変更通知の処理

中にも更新されます。このカウンタは、新しい

デバイスが追加されたときに増加し、既存のデ

バイスが削除されたときに減少します。

11.5以上では、コンフィギュレーショ
ンファイルを作成してキャッシング

の代わりに提供することができます。

ビルドが行われると、BuildDeviceCount
が増分します。電話からのリクエスト

があると、カウンタが増加し、減少は

しません。TFTPの安定したモニタリ
ングは必要ありません。

Note

BuildDeviceCount

このカウンタは、設定ファイルの最後の構築時

に処理されたダイヤル規則の数を表します。こ

のカウンタは、ダイヤル規則変更通知の処理中

にも更新されます。このカウンタは、新しいダ

イヤル規則が追加されたときに増加し、既存の

ダイヤル規則が削除されたときに減少します。

BuildDialruleCount
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、設定ファイルの最後の構築時

に要した時間を秒単位で表します。

BuildDuration

このカウンタは、セキュリティが有効な電話デ

バイスの数を表します。この電話デバイスの設

定ファイルは、全設定ファイルの最後の構築時

に、Unified CommunicationsManagerサーバキー
でデジタル署名されています。このカウンタ

は、セキュリティが有効な電話デバイス変更通

知の処理中にも更新されます。

BuildSignCount

このカウンタは、設定ファイルの最後の構築時

に処理されたソフトキーの数を表します。この

カウンタは、新しいソフトキーが追加されたと

きに増加し、既存のソフトキーが削除されたと

きに減少します。

BuildSoftKeyCount

このカウンタは、すべての設定ファイルの最後

の構築時に処理されたゲートウェイの数を表し

ます。このカウンタは、ユニット変更通知の処

理中にも更新されます。このカウンタは、新し

いゲートウェイが追加されたときに増加し、既

存のゲートウェイが削除されたときに減少しま

す。

BuildUnitCount

このカウンタは、TFTPサーバが受信したすべ
てのUnified CommunicationsManagerデータベー
ス変更通知の総数を表します。Unified
Communications Managerでデバイス設定が更新
されるたびに、TFTPサーバにデータベース変
更通知が送信され、更新されたデバイス用の

XMLファイルを再構築します。

ChangeNotifications

このカウンタは、TFTPサーバがデータベース
変更通知を受信して、デバイスの設定ファイル

の作成、更新、削除を行った回数を表します。

DeviceChangeNotifications

このカウンタは、TFTPサーバがデータベース
変更通知を受信して、ダイヤル規則の設定ファ

イルの作成、更新、削除を行った回数を表しま

す。

DialruleChangeNotifications

このカウンタは、暗号化された設定ファイルの

数を表します。このカウンタは、設定ファイル

が正常に暗号化されるたびに更新されます。

EncryptCount
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、キャッシュ内で検出されたGK
ファイルの数を表します。このカウンタは、

キャッシュ内で GKファイルが検出されるたび
に更新されます。

GKFoundCount

このカウンタは、キャッシュ内で検出されな

かった GKファイルの数を表します。このカウ
ンタは、GKファイル取得要求に対して、キャッ
シュ内でファイルが見つからないことを示す結

果が出るたびに更新されます。

GKNotFoundCount

このカウンタは、TFTPサーバのハートビート
を表します。このカウンタが増加している場合

は、TFTPサーバが稼働中であることを示しま
す。カウンタが増加していない場合は、TFTP
サーバがダウンしていることを示します。

HeartBeat

このカウンタは、現在HTTPGETファイル要求
を行っているクライアントの数を表します。

HttpConnectRequests

このカウンタは、HTTPサーバが処理したファ
イル要求（XML設定ファイル、電話機ファーム
ウェアファイル、オーディオファイルなどに

対する要求）の総数を表します。このカウンタ

は、HTTPサービス開始以降の
RequestsProcessed、RequestsNotFound、
RequestsOverflow、RequestsAborted、
RequestsInProgressの各カウンタを合計した数に
なります。

HttpRequests

このカウンタは、HTTPサーバが予期せずに取
り消した（中断した）HTTP要求の総数を表し
ます。（装置の電源が入っていないなどの理由

で）要求側デバイスに到達できない場合、また

はネットワーク接続の問題によりファイル転送

が中断された場合は、要求が中断される可能性

があります。

HttpRequestsAborted

このカウンタは、要求されたファイルが検出さ

れなかった場合のHTTP要求の総数を表します。
HTTPサーバが要求されたファイルを検出しな
い場合、メッセージが要求側デバイスに送信さ

れます。

HttpRequestsNotFound
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、許容されるクライアント接続

が最大数に達したときに拒否された HTTP要求
の総数を表します。TFTPサーバが設定ファイ
ルを構築中に要求を受信したか、他のリソース

制限による拒否の可能性があります。CiscoTFTP
拡張サービスパラメータのMaximum Serving
Countは、許容される接続の最大数を設定しま
す。

HttpRequestsOverflow

このカウンタは、HTTPサーバが正常に処理し
た HTTP要求の総数を表します。

HttpRequestsProcessed

このカウンタは、ディスク上に存在し、メモリ

にキャッシュされないファイルに関して HTTP
サーバが完了した要求の数を表します。

HttpServedFromDisk

このカウンタは、キャッシュ内で検出されたLD
ファイルの数を表します。このカウンタは、

キャッシュメモリ内で LDファイルが検出され
るたびに更新されます。

LDFoundCount

このカウンタは、キャッシュメモリ内で検出さ

れなかった LDファイルの数を表します。この
カウンタは、LDファイル取得要求に対して、
キャッシュ内でファイルが見つからないことを

示す結果が出るたびに更新されます。

LDNotFoundCount

このカウンタは、TFTPで同時に処理できるク
ライアント接続の最大数を表します。CiscoTFTP
拡張サービスパラメータのMaximum Serving
Countは、この値を設定します。

MaxServingCount

このカウンタは、TFTPサーバが処理するファ
イル要求（XML設定ファイル、電話機ファーム
ウェアファイル、オーディオファイルなどに

対する要求）の総数を表します。このカウンタ

は、TFTPサービス開始以降の
RequestsProcessed、RequestsNotFound、
RequestsOverflow、RequestsAborted、
RequestsInProgressの各カウンタを合計した数に
なります。

リクエスト
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、TFTPサーバが予期せずに取
り消した（中断した）TFTP要求の総数を表し
ます。（装置の電源が入っていないなどの理由

で）要求側デバイスに到達できない場合、また

はネットワーク接続の問題によりファイル転送

が中断された場合は、要求が中断される可能性

があります。

RequestsAborted

このカウンタは、TFTPサーバが現在処理して
いるファイル要求の数を表します。このカウン

タは、新しいファイル要求のたびに増加し、

ファイル要求が完了するたびに減少します。こ

のカウンタは、TFTPサーバの現在の負荷を示
します。

RequestsInProgress

このカウンタは、要求されたファイルが検出さ

れなかった場合のTFTP要求の総数を表します。
TFTPサーバが要求されたファイルを検出しな
い場合、メッセージが要求側デバイスに送信さ

れます。このカウンタがセキュアに設定された

クラスタ内で増加する場合、通常、このイベン

トはエラー状態を示します。ただし、クラスタ

が非セキュアに設定されている場合、CTLファ
イルが存在しない（検出されない）ことが普通

であり、その結果、要求側デバイスにメッセー

ジが送信され、このカウンタがそれに対応して

増加します。非セキュアに設定されたクラスタ

の場合、これは通常の状態であり、エラー状態

を示すものではありません。

RequestsNotFound

このカウンタは、許容されるクライアント接続

の最大数を超過したために拒否された TFTP要
求、TFTPサーバが設定ファイルを構築中に要
求を受信したために拒否された TFTP要求、ま
たは他のリソース制限により拒否された TFTP
要求の総数を表します。Cisco TFTP拡張サービ
スパラメータのMaximum Serving Countは、許
容される接続の最大数を設定します。

RequestsOverflow

このカウンタは、TFTPサーバが正常に処理し
た TFTP要求の総数を表します。

RequestsProcessed
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、クライアントデバイスが確認

応答したデータセグメントの総数を表します。

ファイルは 512バイトのデータセグメントで要
求側デバイスに送信され、デバイスは、512バ
イトの各セグメントに対する確認応答メッセー

ジを TFTPサーバに送信します。先行データセ
グメントの確認応答の受信時に追加の各データ

セグメントが送信されます。これは、ファイル

全体が要求側デバイスに正常に転送されるまで

続きます。

SegmentsAcknowledged

このカウンタは、TFTPサーバがファイルを処
理する間にディスク上のファイルから読み取っ

たデータセグメントの数を表します。

SegmentsFromDisk

このカウンタは、TFTPサーバが送信したデー
タセグメントの総数を表します。ファイルは、

512バイトのデータセグメントで要求側デバイ
スに送信されます。

SegmentSent

このカウンタは、キャッシュ内で正常に検出さ

れたSEPファイルの数を表します。このカウン
タは、キャッシュ内でSEPファイルが検出され
るたびに更新されます。

SEPFoundCount

このカウンタは、キャッシュ内で検出されな

かったSEPファイルの数を表します。このカウ
ンタは、SEPファイル取得要求に対して、キャッ
シュメモリ内でファイルが検出されないことを

示す結果が出るたびに更新されます。

SEPNotFoundCount

このカウンタは、キャッシュ内で正常に検出さ

れた SIPファイルの数を表します。このカウン
タは、キャッシュ内で SIPファイルが検出され
るたびに更新されます。

SIPFoundCount

このカウンタは、キャッシュ内で検出されな

かった SIPファイルの数を表します。このカウ
ンタは、SIPファイル取得要求に対して、キャッ
シュメモリ内でファイルが検出されないことを

示す結果が出るたびに更新されます。

SIPNotFoundCount
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、TFTPサーバがデータベース
変更通知を受信して、ソフトキーの設定ファイ

ルの作成、更新、削除を行った回数を表しま

す。

SoftkeyChangeNotifications

このカウンタは、TFTPサーバがデータベース
変更通知を受信して、ゲートウェイ関連の設定

ファイルの作成、更新、削除を行った回数を表

します。

UnitChangeNotifications

Cisco Transcode Device
Cisco Transcode Deviceオブジェクトは、登録済みの Ciscoトランスコーディングデバイスについ
ての情報を提供します。次の表には、Ciscoトランスコーダデバイスのカウンタについての情報
が含まれます。

Table 57: Cisco Transcode Device

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、トランスコーダデバイスから

トランスコーダリソースの割り当てを試行し

て、すべてのリソースがすでに使用中であるな

どの理由で失敗した回数の合計を表します。

OutOfResources

このカウンタは、トランスコーダデバイスに対

して現在使用中の（アクティブな）トランス

コーダリソースの数を表します。

各トランスコーダリソースは、2つのストリー
ムを使用します。

ResourceActive

このカウンタは、非アクティブで、トランス

コーダデバイスで現在まだ使用可能なリソース

の総数を表します。

各トランスコーダリソースは、2つのストリー
ムを使用します。

ResourceAvailable

このカウンタは、トランスコーダデバイスが提

供したトランスコーダリソースの総数を表しま

す。ResourceActiveカウンタとResourceAvailable
カウンタの合計数と等しい数になります。

ResourceTotal
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Cisco Video Conference Bridge
Cisco Video Conference Bridgeオブジェクトは、登録済みの Ciscoビデオ会議ブリッジデバイスに
ついての情報を提供します。次の表に、Cisco Video Conference Bridge Deviceカウンタに関する情
報を示します。

Table 58: Cisco Video Conference Bridge

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、ビデオ会議ブリッジデバイス

上で現在アクティブな（使用中の）ビデオ会議

の総数を表します。システムでは、最初のコー

ルがブリッジに接続されたときに会議がアク

ティブになるよう指定されています。

ConferencesActive

このカウンタは、非アクティブで、ビデオ会議

デバイス上でまだ使用可能なビデオ会議の数を

表します。

ConferencesAvailable

このカウンタは、ビデオ会議デバイス上に割り

当てられ、開放されたビデオ会議の総数を表し

ます。会議は、最初のコールがブリッジに接続

されたときに開始します。会議は、最後のコー

ルがブリッジから接続解除されたときに完了し

ます。

ConferencesCompleted

このカウンタは、ビデオ会議デバイスに対して

設定されているビデオ会議の総数を表します。

ConferencesTotal

このカウンタは、ビデオ会議デバイスからビデ

オ会議の開始を試行して、許可されているアク

ティブな会議の最大数（TotalConferencesカウン
タで指定）をデバイスがすでに使用しているた

めに失敗した回数の合計を表します。

OutOfConferences

このカウンタは、ビデオ会議デバイスから会議

リソースの割り当てを試行して、すべてのリ

ソースがすでに使用中であるなどの理由で失敗

した回数の合計を表します。

OutOfResources

このカウンタは、ビデオ会議ブリッジデバイス

上で現在アクティブな（使用中の）リソースの

総数を表します。参加者 1名につき、1つのリ
ソースが使用されます。

ResourceActive
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、非アクティブで、ビデオ会議

ブリッジデバイスへの追加の参加者を処理する

デバイスでまだ使用可能なリソースの総数を表

します。

ResourceAvailable

このカウンタは、ビデオ会議ブリッジデバイス

上に設定されているリソースの総数を表しま

す。参加者 1名につき、1つのリソースが使用
されます。

ResourceTotal

Cisco Web Dialer
Cisco Web Dialerオブジェクトは、Cisco Web Dialerアプリケーションと Redirector Servletに関する
情報を提供します。次の表には、Cisco Web Dialerのカウンタについての情報が含まれます。

Table 59: Cisco Web Dialer

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、Cisco Web Dialerアプリケー
ションが正常に完了したMake Call要求と End
Call要求の数を表します。

CallsCompleted

このカウンタは、失敗したMakeCall要求とEnd
Call要求の数を表します。

CallsFailed

このカウンタは、サービスを最後に開始してか

ら Redirector Servletが処理した HTTPセッショ
ンの総数を表します。

RedirectorSessionsHandled

このカウンタは、現在 Redirector Servletによっ
て処理されている HTTPセッションの数を表し
ます。

RedirectorSessionsInProgress

このカウンタは、Web Dialer Servletが正常に完
了したMake Call要求と End Call要求の数を表
します。

RequestsCompleted

このカウンタは、失敗したMakeCall要求とEnd
Call要求の数を表します。

RequestsFailed

このカウンタは、サービスを最後に開始してか

ら Cisco Web Dialer Servletが処理した CTIセッ
ションの総数を表します。

SessionsHandled
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、CiscoWebDialer Servletが現在
処理しているCTIセッションの数を表します。

SessionsInProgress

Cisco WSM Connector
WSMオブジェクトは、Unified Communications Managerに設定されているWSMConnectorsの情報
を提供します。各WSMConnectorは、物理的なMotorola WSMデバイスを表します。次の表に、
Cisco WSM Connectorカウンタに関する情報を示します。

Table 60: Cisco WSM Connector

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、WSMConnectorデバイス上で
現在アクティブな（使用中の）コールの数を表

します。

CallsActive

このカウンタは、WSMConnectorデバイス上で
試行されたコールの数を表します。成功した

コールの試行と失敗したコールの試行の両方が

含まれます。

CallsAttempted

このカウンタは、WSMConnectorデバイスを介
して接続された（音声パスが確立された）コー

ルの数を表します。このカウンタは、コールが

終了したときに増加します。

CallsCompleted

このカウンタは、WSMConnectorデバイス上で
現在進行中のコールの数を表します。この数に

はすべてのアクティブコールが含まれます。

CallsInProgressの数が CallsActiveの数と等しい
場合は、すべてのコールが接続されていること

を示します。

進行中コール数

このカウンタは、WSMに登録されたDMMS加
入者の数を表します。

DMMSRegistered

IME Client
IME Clientオブジェクトは、Unified Communications Managerサーバ上の Cisco IMEクライアント
に関する情報を提供します。次の表に、Cisco IME Clientカウンタに関する情報を示します。
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Table 61: Cisco IME Client

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
が正常に受信し、着信側が応答した結果 IPコー
ルが確立したCiscoIMEコールの数を表します。

CallsAccepted

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
が Cisco IMEを介して受信したコールの数を表
します。この数には、受け入れられたコール、

失敗したコール、およびビジー、未応答のコー

ルが含まれます。このカウンタは、Unified
Communications Managerが Cisco IMEを通じて
コールを受信するたびに増加します。

CallsAttempted

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
が Cisco IMEを介して受信するコールの数を表
します。この数には、受け入れられたコール、

失敗したコール、およびビジー、未応答のコー

ルが含まれます。このカウンタは、コールが開

始したときに増加します。

CallsReceived

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
が正常に発信し、リモートパーティが応答した

結果 IPコールが確立した Cisco IMEコールの数
を表します。

CallsSetup

このカウンタは、CiscoIMEクライアントによっ
て検出されたピアエンタープライズの固有ドメ

イン名の数を表します。このカウンタは、シス

テム全体の使用状況を示すインジケータの役割

を果たします。

DomainsUnique

このカウンタは、失敗したフォールバックの試

行の合計数を表します。

FallbackCallsFailed

このカウンタは、品質の問題により PSTNミッ
ドコールにフォールバックした Cisco IMEコー
ルの合計数を表します。このカウンタには、

Unified CommunicationsManagerが開始したコー
ルと受信したコールが含まれます。

FallbackCallsSuccessful

このカウンタは、Cisco IMEルートを使用でき
たにもかかわらず、IPネットワーク経由でター
ゲットに接続できなかたったために、PSTNを
介して設定されたコールの試行の合計数を表し

ます。

IMESetupsFailed
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、CiscoIMEによって認識され、
Unified CommunicationsManagerのルーティング
テーブルでルートとして提示される個々の電話

番号の合計数を表します。この数が大きくなり

すぎると、サーバがクラスタ別の制限を超え、

クラスタにサーバを追加する必要が生じる場合

があります。

RoutesLearned

このカウンタは、すべての Cisco IMEクライア
ントインスタンスの IME分散キャッシュに正
常にパブリッシュされたDIDの合計数を表しま
す。このカウンタで動的に測定を行うことで、

自分でプロビジョニングした使用法を評価した

り、ネットワークでDIDの格納が正常に実施さ
れた比率を把握したりすることができます。

RoutesPublished

このカウンタは、管理者が特定の番号またはド

メインを制限したために拒否された認識済み

ルートの数を表します。このカウンタは、検証

のブロックのために今後 VoIPコールが発生し
ない状況の数を示しています。

RoutesRejected

このカウンタは、UnifiedCommunicationsManager
が IME分散キャッシュへの格納のために Cisco
IMEサーバに送信した音声コールレコード
（VCR）アップロード要求の数を表します。

VCRUploadRequests

IME Client Instance
IME Client Instanceオブジェクトは、Unified Communications Managerサーバ上の Cisco IMEクライ
アントインスタンスに関する情報を示します。次の表に、Cisco IME Client Instanceカウンタに関
する情報を示します。
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Table 62: IME Client

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、特定の Cisco IMEクライアン
トインスタンス（Unified Communications
Manager）のCisco IMEサービスに対する接続の
全体的な健全性を表します。カウンタに表示さ

れる可能性がある値は次のとおりです。

• 0：不明な状態であることを示します（Cisco
IMEサービスが非アクティブであることを
意味している場合があります）。

この値が 0の場合、接続が不明な状態に
なっている間、1時間に 1回アラートが生
成されます。

• 1：健全な状態であること、つまり、Cisco
IMEサービスがアクティブで、Unified
Communications Managerが Cisco IMEクラ
イアントインスタンスのプライマリおよび

バックアップサーバ（設定されている場

合）への接続を正常に確立していることを

示します。

• 2：不健全な状態であること、つまり、Cisco
IMEサービスはアクティブですが、Unified
Communications Managerが Cisco IMEクラ
イアントインスタンスのプライマリおよび

バックアップサーバ（設定されている場

合）への接続を正常に確立していないこと

を示します。

IMEServiceStatus

SAMLシングルサインオン
次の表に、SAMLシングルサインオンカウンタに関する情報が掲載されています。

Table 63: SAMLシングルサインオンカウンタ

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、設定済みの IDプロバイダー
に送信される SAML要求の総数を表します。

SAML_REQUESTS

このカウンタは、設定済みの IDプロバイダー
から受信した SAML応答の総数を表します。

SAML_RESPONSES
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さらに、次の SAML SSOカウンタは、Unified RTMTに表示されますが、Unified Communications
Manager 10.0(1)で機能しません。

• OAUTH_TOKENS_ISSUED

• OAUTH_TOKENS_ACTIVE

• OAUTH_TOKENS_VALIDATED

• OAUTH_TOKENS_EXPIRED

• OAUTH_TOKENS_REVOKED

Cisco IVRデバイス
このオブジェクトは、登録済みのCisco Interactive Voice Response (IVR)デバイスに関する情報を提
供します。

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、この IVRデバイスに設定され
た IVRリソースの合計数を表します。

ResourceTotal

このカウンタは、この IVRデバイスで現在アク
ティブな IVRリソースの合計数を表します。

ResourceActive

このカウンタは、非アクティブで、IVRデバイ
スで現在まだ使用可能なリソースの合計数を表

します。

ResourceAvailable

このカウンタは、IVRデバイスから IVRリソー
スの割り当てを試行して、すべてのリソースが

使用中であったために失敗した回数の合計を表

します。

OutOfResources

IM and Presence Serviceカウンタ

Cisco Client Profile Agent
このオブジェクトは Cisco Client Profile（SOAP）インターフェイスに関する情報を提供します。
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次の表に、クライアントプロファイルエージェントのカウンタについての情報が含まれます。

Table 64: Cisco Client Profile Agentカウンタ

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、Cisco UP SOAPインターフェ
イスで受信され、ピアクラスタ内のノードにリ

ダイレクトされたログイン要求の数を表しま

す。

SoapCrossClusterRedirect

このカウンタは、Cisco UP SOAPインターフェ
イスでの受信に失敗したログイン要求の数を表

します。

SoapLoginFailures

このカウンタは、Cisco UP SOAPインターフェ
イスで受信され、他のノードにリダイレクトさ

れたログイン要求の数を表します。

SoapNodeRedirect

Cisco Presence Engine
Cisco Presence Engineオブジェクトは、Presence Engineで送受信される SIPメッセージに関する情
報を提供します。

次の表に、Cisco Presence Engineのパフォーマンスのカウンタについての情報が含まれます。

Table 65: Cisco Presence Engineカウンタ

カウンタの説明カウンタ

登録

このカウンタは、Presence Engineで受信された
SUBSCRIBEメッセージの数を表します。これ
には、初回サブスクライブ、更新、取得、およ

びサブスクライブ解除が含まれます。

SubscribesReceived

このカウンタは、Presence Engineから送信され
た SUBSCRIBEメッセージの総数を表します。

SubscribesSent

このカウンタは、イベントタイプ presenceを使
用してPresenceEngineで受信されたSUBSCRIBE
メッセージの数を表します。

SubscribesReceivedPresence

このカウンタは、イベントタイプ profileconfig
を使用して Presence Engineで受信された
SUBSCRIBEメッセージの数を表します。

SubscribesReceivedProfileConfig
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、受信された初回 SUBSCRIBE
メッセージ（カレンダ以外）の数を表します。

SubscribesInitial

このカウンタは、受信された更新 SUBSCRIBE
メッセージ（カレンダ以外）の数を表します。

SubscribesRefresh

このカウンタは、受信された取得 SUBSCRIBE
メッセージ（カレンダ以外）の数を表します。

SubscribesFetch

このカウンタは、受信された削除 SUBSCRIBE
メッセージ（カレンダ以外）の数を表します。

SubscribesRemove

このカウンタは、現在アクティブなサブスクリ

プション（カレンダ以外）の数を表します。

ActiveSubscriptions

このカウンタは、3xx応答によってリダイレク
トされた SUBSCRIBEメッセージの数を表しま
す。

SubscribesRedirect3xx

このカウンタは、4xx応答によって拒否された
SUBSCRIBEメッセージの数を表します。

SubscribesRejected4xx

このカウンタは、5xx応答によって拒否された
SUBSCRIBEメッセージの数を表します。

SubscibesRejected5xx

このカウンタは、6xx応答によって拒否された
SUBSCRIBEメッセージの数を表します。

SubscibesRejected6xx

このカウンタは、503応答によって拒否された
SUBSCRIBEメッセージの数を表します。

SubcribesRejectedWith503

このカウンタは、Presence Engineから外部ドメ
インへ送信されたアクティブなサブスクリプ

ションの数を表します。

SubscriptionActiveSentForeign

このカウンタは、Presence Engineが外部ドメイ
ンから受信したアクティブなサブスクリプショ

ンの数を表します。

SubscriptionActiveReceivedFrom Foreign

このカウンタは、ウオッチャ情報プレゼンスサ

ブスクリプションの数を表します。

WatcherInfoPresenceSubscriptions

カレンダー

このカウンタは、現在アクティブなカレンダサ

ブスクリプションの数を表します。

ActiveCalendarSubscriptions
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、Presence Engineからカレンダ
サーバに送信された初回 SUBSCRIBEメッセー
ジの数を表します。

SubscribesSentCalendarInitial

このカウンタは、Presence Engineからカレンダ
サーバに送信された更新 SUBSCRIBEメッセー
ジの数を表します。

SubscribesSentCalendarRefresh

このカウンタは、Presence Engineからカレンダ
サーバに送信された再試行SUBSCRIBEメッセー
ジの数を表します。

SubscribesSentCalendarRetry

このカウンタは、イベントタイプ calendarを使
用してPresenceEngineで受信されたSUBSCRIBE
メッセージの数を表します。

SubscribesReceivedCalendar

このカウンタは、イベントタイプ calendarを使
用した Presence EngineによるNOTIFYメッセー
ジの数を表します。

NotifiesReceivedCalendar

このカウンタは、イベントタイプ calendarを使
用して Presence Engineから送信された NOTIFY
メッセージの数を表します。

NotifiesSentCalendar

このカウンタは、カレンダの統合によって開始

された会議の数を表します。

MeetingsStarted

このカウンタは、カレンダの統合によって終了

した会議の数を表します。

MeetingsEnded

パブリッシュ

このカウンタは、Presence Engineで正常に処理
されたパブリケーションの数を表します。

PublicationsProcessed

このカウンタは、受信された初回PUBLISHメッ
セージの数を表します。

PublishInitial

このカウンタは、受信された更新PUBLISHメッ
セージの数を表します。

PublishRefresh

このカウンタは、受信された変更PUBLISHメッ
セージの数を表します。

PublishModify

このカウンタは、受信された削除PUBLISHメッ
セージの数を表します。

PublishRemove
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カウンタの説明カウンタ

通知

このカウンタは、PresenceEngineによってキュー
イングされた発信NOTIFYメッセージの現在の
数を表します。

NotificationsInQueue

このカウンタは、Presence Engineから正常に送
信されたNOTIFYメッセージの数を表します。

NotifiesSent

このカウンタは、Presence Engineがバックエン
ドサブスクリプションから受信した NOTIFY
メッセージの数を表します。

NotifiesReceived

このカウンタは、イベントタイプ presenceを使
用して Presence Engineから送信された NOTIFY
メッセージの数を表します。

NotifiesSentPresence

このカウンタは、イベントタイプ profileconfig
を使用して Presence Engineから送信された
NOTIFYメッセージの数を表します。

NotifiesSentProfileConfig

このカウンタは、送信が再試行された NOTIFY
メッセージの数を表します。

NotifiesRetried

このカウンタは、タイムアウトした NOTIFY
メッセージの数を表します。

NotifiesTimedouts

このカウンタは、3xx応答によって拒否された
NOTIFYメッセージの数を表します。

NotifiesRejected3xx

このカウンタは、4xx応答によって拒否された
NOTIFYメッセージの数を表します。

NotifiesRejected4xx

このカウンタは、5xx応答によって拒否された
NOTIFYメッセージの数を表します。

NotiffiesRejected5xx

このカウンタは、503応答によって拒否された
NOTIFYメッセージの数を表します。

NotifiesRejected503

このカウンタは、6xx応答によって拒否された
NOTIFYメッセージの数を表します。

NotifiesRejected6xx

このカウンタは、ウオッチャ情報プレゼンス通

知の数を表します。

WatcherInfoPresenceNotifications

このカウンタは、ウオッチャ情報プレゼンスサ

ブスクリプションの数を表します。

WatcherInfoPresenceSubscriptions
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カウンタの説明カウンタ

HighWaterMark

このカウンタは、負荷が上限値に達した回数を

表します。

HighWaterMark

アクティブビュー

このカウンタは、Presence Engineのアクティブ
ビューの数を表します。

ActiveViews

アクティブリソース

このカウンタは、Presence Engineのアクティブ
リソースの数を表します。

ActiveResources

JSM

このカウンタは、Presence Engineと JSM間のク
ライアントエミュレーションセッションの数

を表します。

ActiveJsmSessions

XMPP

このカウンタは、受信されたXMPPプレゼンス
パケットの数を表します。

XMPPPresenceReceived

このカウンタは、受信されたフィルタリング済

みXMPPプレゼンスパケットの数を表します。
XMPPPresenceFiltered

このカウンタは、構成されたプレゼンスの更新

が JSMに送信された件数を表します。
XMPPPresenceNotificationsSent

このカウンタは、Presence Engineで受信された
XMPPインスタントメッセージパケットの数を
表します。

XMPPIMReceived

このカウンタは、Presence Engineから送信され
た XMPPインスタントメッセージパケットの
数を表します。

XMPPIMSent

このカウンタは、Presence Engineによって拒否
された XMPP TC招待の数を表します。

XMPPIMTcInviteErrors

このカウンタは、未登録の SIPリソースに関す
る XMPPインスタントメッセージパケットの
受信件数を表します。

XMPPIMResourceNotFoundErrors
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、PresenceEngineによってドロッ
プされたXMPPインスタントメッセージパケッ
トの数を表します。

XMPPIMIgnored

このカウンタは、プレゼンスイベントでRFIに
送信された送信済みメッセージの数を表しま

す。

XMPPIMGoneGenerated

このカウンタは、XMPPメッセージを RFIレイ
ヤに送信したときのエラー数を表します。

RFIErrors

このカウンタは、RFIが一時停止しているため
キューに入れられているXMPPメッセージの現
在の数を表します。

RFIMessageQueueSize

SIP

このカウンタは、Presence Engineで受信された
SIPインスタントメッセージパケットの数を表
します。

SIPIMReceived

このカウンタは、Presence Engineから送信され
たSIPインスタントメッセージパケットの数を
表します。

SIPIMSent

このカウンタは、プレゼンスイベントでプロキ

シに送信された送信済みメッセージの数を表し

ます。

SIPIMGoneGenerated

このカウンタは、プロキシに再送された SIPイ
ンスタントメッセージの数を表します。

SIPIMRetry

このカウンタは、プロキシへの送信時にタイム

アウトしたSIPインスタントメッセージパケッ
トの数を表します。

SIPIMTimeout

このカウンタは、プロキシへの SIPインスタン
トメッセージパケットの送信時に発生した 3xx
エラーの数を表します。

SIPIMReject3xx

このカウンタは、プロキシへの SIPインスタン
トメッセージパケットの送信時に発生した 4xx
エラーの数を表します。

SIPIMReject4xx

このカウンタは、プロキシへの SIPインスタン
トメッセージパケットの送信時に発生した 5xx
エラーの数を表します。

SIPIMReject5xx
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、プロキシへの SIPインスタン
トメッセージパケットの送信時に発生した 6xx
エラーの数を表します。

SIPIMReject6xx

このカウンタは、SIPと XMPP間のアクティブ
なインスタントメッセージセッションの数を

表します。

ActiveIMSessions

Roster Sync

このカウンタは、Roster Sync Agentで正常に処
理されたバディ追加要求の数を表します。

RosterSyncAddBuddySuccess

このカウンタは、Roster Sync Agentでの処理に
失敗したバディ追加要求の数を表します。

RosterSyncAddBuddyFailure

このカウンタは、Roster Sync Agentで正常に処
理されたバディ更新要求の数を表します。

RosterSyncUpdateBuddySuccess

このカウンタは、Roster Sync Agentでの処理に
失敗したバディ更新要求の数を表します。

RosterSyncUpdateBuddyFailure

このカウンタは、Roster Sync Agentで正常に処
理されたバディ削除要求の数を表します。

RosterSyncDeleteBuddySuccess

このカウンタは、Roster Sync Agentでの処理に
失敗したバディ削除要求の数を表します。

RosterSyncDeleteBuddyFailure

このカウンタは、Roster Sync Agentで正常に処
理されたサブスクライブ要求の数を表します。

RosterSyncSubscribeSuccess

このカウンタは、Roster Sync Agentでの処理に
失敗したサブスクライブ要求の数を表します。

RosterSyncSubscribeFailure

このカウンタは、Roster Sync Agentで正常に処
理されたサブスクライブ解除要求の数を表しま

す。

RosterSyncUnSubscribeSuccess

このカウンタは、Roster Sync Agentでの処理に
失敗したサブスクライブ解除要求の数を表しま

す。

RosterSyncUnSubscribeFailure

このカウンタは、XCPに送信されたプライバ
シーポリシーの更新の数を表します。

PolicyUpdateSent

このカウンタは、XCPから受信したプライバ
シーポリシーの更新の数を表します。

PolicyUpdateReceived
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、Roster Sync Agentで正常に処
理されたサブスクライブ解除済み要求の数を表

します。

RosterSyncUnSubscribedSuccess

このカウンタは、Roster Sync Agentでの処理に
失敗したサブスクライブ解除済み要求の数を表

します。

RosterSyncUnSubscribedFailure

Cisco Server Recovery Manager
このオブジェクトは、Cisco Server Recovery Manager（SRM）の状態に関する情報を提供します。
次の表には、SRMカウンタについての情報が含まれます。

Table 66: Cisco Server Recovery Managerカウンタ

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、SRMの状態を表します。

• 0 = Unknown

• 1 =初期化中

• 2 = Idle

• 3 =有効な標準

• 4 =バックアップの有効化

• 5 =テイクオーバー中

• 6 =テイクバック中

• 7 =フェールオーバー中

• 8 =フェールオーバー済み

• 9 =フェールオーバーした対象サービス

• 10 =フォールバック中

• 11 =失敗

• 12 =ダウン状態

SRMState

Cisco SIP Proxy
次の表には、Cisco SIP Proxyカウンタについての情報が含まれます。
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Table 67:プロキシカウンタ

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、CTIGWで受信された会議コー
ル要求の数を表します。

CTIGWConferenceReq

このカウンタは、CTIGWで受信された着信コー
ルの数を表します。

CTIGWInboundCalls

このカウンタは、CTIGWで受信されたLineOpen
要求の数を表します。

CTIGWLineOpenRequest

このカウンタは、CTIGWで受信されたMakeCall
要求の数を表します。

CTIGWMakeCallRequest

このカウンタは、MOCクライアントから送信
された IM and Presenceサーバで受信された
INVITEの更新の数を表します。

CTIGWRefreshCount

このカウンタは、CTIGWで受信されたコール
取得要求の数を表します。

CTIGWRetrieveReq

このカウンタは、CTIGWから送信された SIP
4XX応答の数を表します。

CTIGWSip4XXRes

このカウンタは、CTIGWから送信された SIP
5XX応答の数を表します。

CTIGWSip5XXRes

このカウンタは、CTIGWで受信されたコール
のシングルステップ転送要求の数を表します。

CTIGWSSXrefReq

このカウンタは、CTIGWによって認証された
ユーザの数を表します。

CTIGWUsersAuthorized

このカウンタは、リモートコール制御を行うた

め現在MOCにログインしているユーザの数を
表します。

CTIGWUsersCurrentlyAuthorized

このカウンタは、CTIGWで受信されたコール
転送要求の数を表します。

CTIGWXrefReq

このカウンタは、処理された HTTP要求の数を
表します。

HttpRequests

このカウンタは、アクティブなフェデレーショ

ン IMセッションの現在の数を表します。
IMCTRLActiveSessions
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、プロキシによって管理されて

いるアクティブなSIPXMPP IMセッションの現
在の数を表します。

IMGWActiveSessions

このカウンタは、XMPP IMゲートウェイから
SIPクライアントに送信された SIPメッセージ
の現在の数を表します。

IMGWClientMessageSent

このカウンタは、XMPPIMゲートウェイがロー
カル PEから受信した SIPメッセージの現在の
数を表します。

IMGWPeMessageReceived

このカウンタは、ローカル PEに送信された、
XMPP IMゲートウェイに関するSIPメッセージ
の現在の数を表します。

IMGWPeMessageSent

このカウンタは、SCPプロセスからの IPC要求
の数を表します。

Ipc_Requests

このカウンタは、現在のインスタンスでアイド

ル状態の sipdワーカープロセスの数を表しま
す。

NumIdleSipdWorkers

このカウンタは、現在のインスタンスにおける

sipdワーカープロセスの数を表します。
NumSipdWorker

このカウンタは、キューに入れられた期限切れ

のタイマーイベントの数を表します。

Proxy_Due_Timer_Events

このカウンタは、期限切れのタイマーイベント

の数を表します。

Proxy_Timer_Events

このカウンタは、Presence Web Serviceモジュー
ルで受信されたアプリケーションユーザログ

イン要求の数を表します。

PWSAppUserLoginRequest

このカウンタは、Presence Web Serviceモジュー
ルで受信されたアプリケーションユーザログ

アウト要求の数を表します。

PWSAppUserLogoutRequest

このカウンタは、更新前に期限が切れたサブス

クリプションの数を表します。

PWSEndpointExpired

このカウンタは、Presence Web Serviceモジュー
ルで受信されたエンドポイント更新要求の数を

表します。

PWSEndpointRefreshRequest
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、Presence Web Serviceモジュー
ルで受信されたエンドユーザログイン要求の

数を表します。

PWSEndUserLoginRequest

このカウンタは、Presence Web Serviceモジュー
ルで受信されたエンドユーザログアウト要求

の数を表します。

PWSEndUserLogoutRequest

このカウンタは、Presence Web Serviceモジュー
ルで受信された GetPolledPresence要求の数を表
します。

PWSGetPolledPresenceRequest

このカウンタは、Presence Web Serviceモジュー
ルで受信された GetSubscribedPresence要求の数
を表します。

PWSGetSubscribedPresenceRequest

このカウンタは、Presence Web Serviceモジュー
ルから送信されたプレゼンス通知の数を表しま

す。

PWSPresenceNotifies

このカウンタは、Presence Web Serviceモジュー
ルで受信されたエンドポイント登録要求の数を

表します。

PWSRegisterEndpointRequest

このカウンタは、Presence Web Serviceモジュー
ルで受信された SetPresence要求の数を表しま
す。

PWSSetPresenceRequest

このカウンタは、Presence Web Serviceモジュー
ルで受信された SIP通知の数を表します。

PWSSipNotifies

このカウンタは、Presence Web Serviceモジュー
ルから送信された SIPパブリッシュ要求の数を
表します。

PWSSipPublishRequests

このカウンタは、Presence Web Serviceモジュー
ルから送信された SIPサブスクライブ要求の数
を表します。

PWSSipSubscribeRequests

このカウンタは、Presence Web Serviceモジュー
ルから送信された SIPパブリッシュ解除要求の
数を表します。

PWSSipUnpublishRequests

このカウンタは、Presence Web Serviceモジュー
ルから送信された SIPサブスクライブ解除要求
の数を表します。

PWSSipUnsubscribeRequests
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、更新前に期限が切れたエンド

ポイント登録の数を表します。

PWSSubscribeExpired

このカウンタは、Presence Web Serviceモジュー
ルで受信されたサブスクライブ更新要求の数を

表します。

PWSSubscribeRefreshRequest

このカウンタは、Presence Web Serviceモジュー
ルで受信されたサブスクライブ要求の数を表し

ます。

PWSSubscribeRequest

このカウンタは、Presence Web Serviceモジュー
ルで受信されたエンドポイント登録解除要求の

数を表します。

PWSUnregisterEndpointRequest

このカウンタは、Presence Web Serviceモジュー
ルで受信されたサブスクライブ解除要求の数を

表します。

PWSUnsubscribeRequest

このカウンタは、サーバのロードステータスを

スケール 0（アイドル）～ 3（スワンプ）で表
します。

ServerLoadStatus

このカウンタは、プロキシで受信された SIPク
ライアントインスタントメッセージの数を表

します。

SIPClientImMessage

このカウンタは、プロキシで受信された SIPク
ライアント登録要求の数を表します。

SIPClientRegistered

このカウンタは、プロキシでの受信に失敗した

SIPクライアント登録要求の数を表します。
SIPClientRegisterFailed

このカウンタは、TCP伝送を介して受信された
SIP要求の数を表します。

Sip_Tcp_Requests

このカウンタは、UDP伝送を介して受信された
SIP要求の数を表します。

Sip_Udp_Requests

このカウンタは、プロキシで受信された INVITE
要求の数を表します。

SIPInviteRequestIn

このカウンタは、企業の境界を超えてプロキシ

で受信された INVITE要求の現在の数を表しま
す。

SIPInviteRequestInForeign
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、プロキシから送信された

INVITE要求の数を表します。
SIPInviteRequestOut

このカウンタは、企業の境界を超えてプロキシ

から送信された INVITE要求の現在の数を表し
ます。

SIPInviteRequestOutForeign

このカウンタは、プロキシで受信された

MESSAGE要求の数を表します。
SIPMessageRequestIn

このカウンタは、企業の境界を超えてプロキシ

で受信されたMESSAGE要求の現在の数を表し
ます。

SIPMessageRequestInForeign

このカウンタは、企業の境界を超えてプロキシ

から送信されたMESSAGE要求の現在の数を表
します。

SIPMessageRequestOutForeign

このカウンタは、プロキシで受信されたNOTIFY
要求の数を表します。

SIPNotifyRequestIn

このカウンタは、企業の境界を超えてプロキシ

で受信されたNOTIFY要求の現在の数を表しま
す。

SIPNotifyRequestInForeign

このカウンタは、企業の境界を超えてプロキシ

から送信されたNOTIFY要求の現在の数を表し
ます。

SIPNotifyRequestOutForeign

このカウンタは、プロキシで受信された

REGISTER要求の数を表します。
SIPRegisterRequestIn

このカウンタは、企業の境界を超えてプロキシ

で直接受信された要求の現在の数を表します。

SIPRequestInForeign

このカウンタは、企業の境界を超えてプロキシ

から直接送信された要求の現在の数を表しま

す。

SIPRequestOutForeign

このカウンタは、プロキシによって実行された

再送信の件数を表します。

SIPRetransmits

このカウンタは、プロキシで受信された

SUBSCRIBE要求の数を表します。
SIPSubscribeRequestIn
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、企業の境界を超えてプロキシ

で受信された SUBSCRIBE要求の現在の数を表
します。

SIPSubscribeRequestInForeign

このカウンタは、企業の境界を超えてプロキシ

から送信された SUBSCRIBE要求の現在の数を
表します。

SIPSubscribeRequestOutForeign

Cisco Sync Agent
このオブジェクトは、同期中に発生したエラーの数に関する情報を提供します。次の表に、Cisco
Sync Agentカウンタの情報を示します。

Table 68: Cisco Sync Agentカウンタ

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、同期中に発生したエラーの数

を表示します。Cisco Sync Agentが再起動する
と、カウントが 0にリセットされます。

このカウンタはサブスクライバノードで常に 0
になります。

NumberOfSyncErrors

Cisco XCP認証コンポーネント
次の表には、Cisco XCP認証パフォーマンスカウンタについての情報が含まれます。

Table 69: Cisco XCP認証コンポーネントのカウンタ

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、成功した SASL plain認証の合
計回数を表します。

SASLPlainSuccess

このカウンタは、失敗した SASL plain認証の合
計回数を表します。

SASLPlainFailed

このカウンタは、成功したvtg-token認証の回数
を表します。

VtgTokenSuccess

このカウンタは、失敗したvtg-token認証の回数
を表します。

VtgTokenFailed
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、ライセンスがないため失敗し

た認証の合計回数を表します。

FailedLicense

このカウンタは、ユーザ名とパスワードが無効

なため失敗した SASL plain認証の合計回数を表
します。

FailedSASLCredentials

このカウンタは、ユーザ名とパスワードが無効

なため失敗したvtg-token認証の合計回数を表し
ます。

FailedTokenCredentials

Cisco XCP CM
次の表に、Cisco XCP Connection Manager（CM）のパフォーマンスカウンタの情報を示します。

Table 70: Cisco XCP CMカウンタ

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、Web Connection Managerコン
ポーネント内の接続されているソケットの数を

表します。

CmConnectedSockets

このカウンタは、失敗した接続要求の総数を表

します。

CmFailedRequests

Cisco XCPコンポーネントスタンザトラフィック
次の表に、Cisco XCPコンポーネントスタンザトラフィックのパフォーマンスカウンタに関する
情報を示します。

Table 71: Cisco XCPコンポーネントスタンザトラフィックカウンタ

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、1コンポーネントあたりの送
信バイト数を表します。

CompStanzaBytesSent

このカウンタは、1コンポーネントあたりの受
信バイト数を表します。

CompStanzaBytesRecv

このカウンタは、送信された 1コンポーネント
あたりのエラー数を表します。

CompStanzaErrorsRecv
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、受信された 1コンポーネント
あたりのエラー数を表します。

CompStanzaErrorsSent

このカウンタは、ドロップされた 1コンポーネ
ントあたりのパケット数を表します。

CompStanzaPacketsDropped

このカウンタは、送信された 1コンポーネント
あたりのスタンザ数を表します。

CompStanzaStanzasSent

このカウンタは、受信された 1コンポーネント
あたりのスタンザ数を表します。

CompStanzaStanzasRecv

このカウンタは、送信された 1コンポーネント
あたりのメッセージパケット数を表します。

CompStanzaMessagePacketsSent

このカウンタは、受信された 1コンポーネント
あたりのメッセージパケット数を表します。

CompStanzaMessagePacketsRecv

このカウンタは、送信された 1コンポーネント
あたりのプレゼンスパケット数を表します。

CompStanzaPresencePacketsSent

このカウンタは、受信された 1コンポーネント
あたりのプレゼンスパケット数を表します。

CompStanzaPresencePacketsRecv

このカウンタは、受信された 1コンポーネント
あたりの IQパケット数を表します。

CompStanzaIQPacketsRecv

このカウンタは、送信された 1コンポーネント
あたりの IQパケット数を表します。

CompStanzaIQPacketsSent

Cisco XCP JDS
次の表に、Cisco XCP JDSのパフォーマンスカウンタに関する情報を示します。

Table 72: Cisco XCP JDSカウンタ

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、成功した LDAP検索の合計回
数を表します。

JdsLDAPSuccess

このカウンタは、失敗した LDAP検索の合計回
数を表します。

JdsLDAPFailed

このカウンタは、Cisco XCP JDSで拒否された
ため LDAPに送信されなかった無効な LDAP検
索要求の数を表します。

JdsInvalidRequests
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Cisco XCP JSM
次の表に、XCP JSM Performanceカウンタについての情報が含まれます。

Table 73: Cisco XCP JSMカウンタ

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、JSMコンポーネントによって
受信されたメッセージスタンザ数を表します。

JsmMessagesIn

このカウンタは、JSMコンポーネントによって
送信されたメッセージスタンザ数を表します。

JsmMessagesOut

このコンポーネントは、JSMコンポーネントに
よって受信されたプレゼンススタンザ数を表し

ます。

JsmPresenceIn

このコンポーネントは、JSMコンポーネントに
よって送信されたプレゼンススタンザ数を表し

ます。

JsmPresenceOut

このカウンタは、IM and Presence serviceの実行
中 JSMセッションの総数を表します。IM and
Presenceでは、プレゼンスエンジンは起動時
に、ライセンスを持つユーザに対して JSMクラ
イアントのエミュレーションセッションを作成

します。ユーザが各自のクライアントにサイン

インしている間に、追加の JSMセッションも作
成されます。複数のユーザが複数のクライアン

トに同時にログインすると、1人のユーザに複
数の追加 JSMセッションが作成される場合があ
ります。

JsmIMSessions

このカウンタは、1つ以上の JSMセッションを
所有するユーザの数を表します。IMandPresence
では、プレゼンスエンジンは、ライセンスを持

つユーザに対して JSMクライアントのエミュ
レーションセッションを作成します。このカウ

ンタの値は、プレゼンスエンジン

ActiveJsmSessionsカウンタの値に一致する必要
があります。

JsmOnlineUsers

このカウンタは、JSMコンポーネントによって
追跡される現在のログインレートを表します。

JsmLoginRate

このカウンタは、ログイン成功の総数を表しま

す。

JsmSuccessfulLogins
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、IM and Presenceでは常に 0に
なります。失敗したログインについては、Cisco
XCP認証コンポーネントのカウンタを参照して
ください。

JsmFailedLogins

このカウンタは、JSMコンポーネントによって
処理される合計メッセージパケットを表しま

す。

JsmTotalMessagePackets

このカウンタは、JSMコンポーネントによって
処理される合計プレゼンスパケットを表しま

す。

JsmTotalPresencePackets

このカウンタは、JSMで処理される IQパケッ
トの総数を表します。

JsmTotalIQPackets

このカウンタは、最後のスライスの JSMコン
ポーネントによって処理されるメッセージの合

計を表します。

JsmMsgsInLastSlice

このカウンタは、JSMコンポーネントで処理さ
れた平均メッセージサイズを表します。

JsmAverageMessageSize

このカウンタは、IM and Presenceでは常に 0に
設定され、将来使用するために予約されます。

JsmTotalStateChangePackets

このカウンタは、IM and Presenceでは常に 0に
設定され、将来使用するために予約されます。

JsmStateChangePacketsInSlice

このカウンタは、IM and Presenceでは常に 0に
設定され、将来使用するために予約されます。

JsmAverageStateChangeSize

Cisco XCP JSM IQネームスペース
次の表に、Cisco XCP JSM IQネームスペースのパフォーマンスカウンタに関する情報を示しま
す。

Table 74: Cisco XCP JSM IQネームスペース

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、処理された 1ネームスペース
当たりの IQパケット数を表します。

JSM IQ Namespace
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Cisco XCP JSMセッション
次の表に、Cisco XCP JSMセッションのパフォーマンスカウンタに関する情報を示します。

Table 75: Cisco XCP JSMセッションカウンタ

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、JSMで受信された 1セッショ
ンあたりの IQパケット数を表します。

JsmSessionIQIn

このカウンタは、JSMから送信された 1セッ
ションあたりの IQパケット数を表します。

JsmSessionIQOut

このカウンタは、JSMで受信された 1セッショ
ンあたりメッセージパケット数を表します。

JsmSessionMessagesIn

このカウンタは、JSMから送信された 1セッ
ションあたりのメッセージパケット数を表しま

す。

JsmSessionMessagesOut

このカウンタは、JSMで受信された 1セッショ
ンあたりのプレゼンスパケット数を表します。

JsmSessionPresenceIn

このカウンタは、JSMで受信された 1セッショ
ンあたりのプレゼンスパケット数を表します。

JsmSessionPresenceOut

このカウンタは 1セッションあたりの個々の参
加者サイズを表します。

JsmSessionRosterSize

Cisco XCP MAの基本
次の表に、Cisco XCPMessage Archiverの基本パフォーマンスカウンタに関する情報を示します。

Table 76: Cisco XCP MAの基本カウンタ

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、IM and Presenceによって受信
され、Message Archiverコンポーネントでアー
カイブされるパケットの総数を表します。

ReceivedPackets

このカウンタは、IMandPresenceから送信され、
Message Archiverコンポーネントでアーカイブ
されるパケットの総数を表します。

SentPackets

このカウンタは、データベースに書き込まれた

確認済み IMレコードを表します。
SuccessfulDBWriters
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、失敗したデータベースへの書

き込みを表します。

FailedDBWriters

このカウンタは、isTypingパケットのように
Message Archiverで受信されたがデータベース
に書き込まれていないパケットの数を表しま

す。

PacketsDropped

このカウンタは、MessageArchiverがデータベー
スへの書き込みを保留してキューイングしたパ

ケットの数を表します。

DBQueueSize

Cisco XCPマネージドファイル転送
次の表に、Cisco XCPマネージドファイル転送のパフォーマンスカウンタに関する情報を示しま
す。

Table 77:マネージドファイル転送カウンタ

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、最後のレポートインターバル（通常は 60
秒）の間にダウンロードされたバイト数を表します。

MFTBytesDownloadedLastTimeslice

このカウンタは、最後のレポートインターバル（通常は 60
秒）の間にアップロードされたバイト数を表します。

MFTBytesUpoadedLastTimeslice

このカウンタは、ダウンロードされたファイルの総数を表し

ます。

MFTFilesDownloaded

このカウンタは、最後のレポートインターバル（通常は 60
秒）の間にダウンロードされたファイル数を表します。

MFTFilesDownloadedLastTimeslice

このカウンタは、アップロードされたファイルの総数を表し

ます。

MFTFilesUploaded

このカウンタは、最後のレポートインターバル（通常は 60
秒）の間にアップロードされたファイル数を表します。

MFTFilesUploadedLastTimeslice
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Cisco XCP Router
次の表に、Cisco XCPルータのパフォーマンスカウンタに関する情報を示します。

Table 78: Cisco XCPルータカウンタ

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、Cisco XCPルータが処理する
通常のパケットの総数を表します。

RouterNormalPackets

このカウンタは、Cisco XCPルータが処理する
xdbパケットの総数を表します。

RouterXdbPackets

このカウンタは、Cisco XCPルータが処理する
ルートパケットの総数を表します。

RouterRoutePackets

このカウンタは、Cisco XCPルータが処理する
ログパケットの総数を表します。

RouterLogPackets

Cisco XCP SIP S2S
次の表に、Cisco XCP SIPのサーバ間（S2S）パフォーマンスカウンタの情報を示します。

Table 79: Cisco SIP S2Sカウンタ

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、着信サブスクリプションのあ

る外部ドメインの総数を表します。

SIPS2SIncomingDomains

このカウンタは、発信サブスクリプションのあ

る外部ドメインの総数を表します。

SIPS2SOutgoingDomains

このカウンタは、アクティブな SIP発信サブス
クリプションの総数を表します。

SIPS2SSubscriptionsOut

このカウンタは、アクティブな SIP着信サブス
クリプションの総数を表します。

SIPS2SSubscriptionsIn

このカウンタは、保留中の SIP発信サブスクリ
プションの総数を表します。

SIPS2SSubscriptionsPending

このカウンタは、受信された SIP NOTIFYメッ
セージの総数を表します。

SIPS2SNotifyIn

このカウンタは、送信された SIP NOTIFYメッ
セージの総数を表します。

SIPS2SNotifyOut
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、受信されたSIPMESSAGEメッ
セージの総数を表します。

SIPS2SMessageIn

このカウンタは、送信されたSIPMESSAGEメッ
セージの総数を表します。

SIPS2SMessageOut

このカウンタは、受信された SIP BYEメッセー
ジの総数を表します。

SIPS2SByeIn

このカウンタは、受信された SIP INVITEメッ
セージの総数を表します。

SIPS2SInviteIn

このカウンタは、送信された SIP INVITEメッ
セージの総数を表します。

SIPS2SInviteOut

Cisco XCP S2S
次の表に、Cisco XCPのサーバ間（S2S）パフォーマンスカウンタの情報を示します。

Table 80: Cisco XCP S2Sカウンタ

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、着信サブスクリプションのあ

る外部ドメインの総数を表します。

S2SIncomingDomains

このカウンタは、発信サブスクリプションのあ

る外部ドメインの総数を表します。

S2SOutgoingDomains

このカウンタは、失敗した着信ダイヤルバック

の総数を表します。

S2SFailedDialbackIn

このカウンタは、失敗した発信ダイヤルバック

の総数を表します。

S2SFailedDialbackOut

Cisco XCP TC
次の表に、Cisco XCP Text Conferencing（TC）のパフォーマンスカウンタに関する情報を示しま
す。

Table 81: Cisco XCP TCカウンタ

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、全種類のテキストチャット

ルームの総数を表します。

TcTotalRooms
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、アドホックのテキストチャッ

トルームの総数を表します。

TcAdhocRooms

このカウンタは、永続的なテキストチャット

ルームの総数を表します。

TcPersistentRooms

このカウンタは、作成されたテキストチャット

ルームの総数を表します。

TcCreatedRooms

このカウンタは、削除されたテキストチャット

ルームの総数を表します。

TcDeletedRooms

このカウンタは、受信されたグループチャット

メッセージの総数を表します。

TcMessagesIn

このカウンタは、送信されたグループチャット

メッセージの総数を表します。

TcMessagesOut

このカウンタは、受信したプライベートおよび

招待メッセージの総数を表します。

TcDirectedMessagesIn

このカウンタは、外部データベースに保存され

たメッセージの総数を表します。

TcMessagesPersisted

このカウンタは、外部データベースに保存され

ていないメッセージの総数を表します。

TcMessagesIgnored

Cisco XCP TCルーム
次の表に、Cisco XCP TCルームのパフォーマンスカウンタに関する情報を示します。

Table 82: Cisco XCP TCルームカウンタ

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、1チャットルームあたりの占
有者数を表します。

TCRoomNumOccupants

このカウンタは、1チャットルームあたりの送
信バイト数を表します。

TCRoomBytesSent

このカウンタは、1チャットルームあたりの受
信バイト数を表します。

TCRoomBytesRecv

このカウンタは、送信された 1チャットルーム
あたりのスタンザ数を表します。

TCRoomStanzasSent
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カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、1チャットルームあたりの受
信スタンザ数を表します。

TCRoomStanzasRecv

このカウンタは、1チャットルームあたりの送
信メッセージ数を表します。

TCRoomMsgPacketSent

このカウンタは、1チャットルームあたりの受
信メッセージ数を表します。

TCRoomMsgPacketsRecv

このカウンタは、1チャットルームあたりの送
信プレゼンスパケット数を表します。

TCRoomPresencePacketsSent

このカウンタは、1チャットルームあたりの受
信プレゼンスパケット数を表します。

TCRoomPresencePacketsRecv

このカウンタは、送信された 1チャットルーム
あたりの IQパケット数を表します。

TCRoomIQPacketsSent

このカウンタは、受信された 1チャットルーム
あたりの IQパケット数を表します。

TCRoomIQPacketsRecv

Cisco XCP WebCM
次の表に、Cisco XCP Web Connection Managerのパフォーマンスカウンタに関する情報を示しま
す。

Table 83: Cisco XCP WebCMカウンタ

カウンタの説明カウンタ

このカウンタは、接続されたXMPPクライアン
トセッションの累計数を表します。

WebCMConnectedSockets

このカウンタは、失敗した接続要求の総数を表

します。

WebCMFailedRequests

Cisco Unity Connectionカウンタ

CUC Data Store
CUC Data Storeオブジェクトは、登録済みのデータベースの Cisco Unity Connectionによる使用率
に関する情報を提供します。次の表に、CUC Data Storeカウンタに関する情報を示します。
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Table 84: CUC Data Store

カウンタの説明カウンタ

データベースサーバの仮想アドレス容量（KB
単位）。

Allocated Memory [kb]

データベースサーバへの合計接続数。データベース接続

過去 30秒間のすべてのデータチャンク（行）
でのディスク読み取り操作の数の合計。

Disk Reads

1秒あたりのディスクからの読み取り操作の数。Disk Reads/second

過去30秒間のディスクへの書き込み操作の数。Disk Writes

1秒あたりのディスクへの書き込み操作の数。Disk Writes/second

データベースサーバの共有メモリの使用されて

いる量（KB単位）。
Shared Memory [kb]

CUCデータストア：データベース
CUC Data: Databasesオブジェクトは、Cisco Unity Connectionで使用されるデータベースに関する
情報を提供します。

Table 85: CUCデータストア：データベース

カウンタの説明カウンタ

選択したデータチャンクに対する読み取り操作

の回数

Disk Reads/chunk

選択したデータに対する書き込み操作の数Disk Writes/chunk

CUC Digital Notifications
CUC Digital Notificationsオブジェクトは、SMSおよび SMTP通知の合計数に関する情報を提供し
ます。次の表に、CUC Digital Notificationカウンタに関する情報を示します。

Table 86: CUC Digital Notifications

カウンタの説明カウンタ

接続に失敗した SMS通知の合計数。SMS Notifications Failed

Cisco Unity Connectionがサブスクライバに送信
した SMS通知の合計数。

SMS Notifications Total
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カウンタの説明カウンタ

Cisco Unity Connectionがサブスクライバに送信
した SMTP通知の合計数。

SMTP Notifications Total

サマリー通知の数を維持するカウンタ。ボイスメッセージの要約を含む HTML通知

過去1分間に送信されたサマリー通知の数を維
持するカウンタ。

過去1分間のボイスメッセージの要約を含む
HTML通知

送信されたスケジュール済みサマリー通知の数

を維持するカウンタ。

スケジュールされた通知合計

過去1分間に送信されたスケジュール済みサマ
リー通知の数を維持するカウンタ。

過去1分間にスケジュールされた通知

親スケジュールがオフになったためにドロップ

された (送信されなかった)スケジュール済みサ
マリー通知の数を維持するカウンタ。

親スケジュールがオフになったため、スケジュー

ルされた通知がドロップされました

親スケジュールがオフになったため、過去1分
間にドロップされた (送信されなかった)スケ
ジュール済みサマリー通知の数を維持するカウ

ンタ。

過去1分間に親スケジュールがオフになったた
めに、スケジュールされた通知がドロップされ

ました

Cisco Unity Connectionから送信された不在着信
通知の合計数。

Missed Call Notifications Total

CUC Directory Services
CUC Directory Servicesオブジェクトは、Cisco Unity Connectionで使用するディレクトリサービス
のパフォーマンスに関する情報を提供します。

Directory Search Duration Average [s]カウンタは、Cisco Unity Connectionサーバに対するディレクト
リ検索要求を完了するための平均時間（秒）を表します。

CUC Feeder
CUC Feederオブジェクトは、フィーダによって処理された全要求の数を保持します。次の表に、
CUC Feederカウンタに関する情報を示します。

カウンタの説明カウンタ

フィーダが処理したHTTP[S]/CCIオブジェクト
要求の合計数。

Total objects requests processed

過去15分間にフィーダが処理したHTTP[S]/CCI
オブジェクト要求の合計数。

Objects requests processed in last 15 minutes
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カウンタの説明カウンタ

フィーダが処理したHTTP[S]/CCIオブジェクト
要求の合計数。

Total object requests processed

過去15分間にフィーダが処理したHTTP[S]/CCI
オブジェクト要求の合計数。

Object requests processed in last 15 minutes

CUCメールボックス同期
メールボックス同期サービスは、Unity Connectionと Exchangeの間でメッセージを同期します。

次の表には、メールボックス同期カウンタについての情報が含まれます。

カウンタの説明カウンタ

CiscoUnity Connectionは、CiscoUnity Connection
からExchangeサーバへのボイスメールを同期す
るためのスレッドを維持します。その逆も同様

です。このカウンタは、ボイスメールの同期に

アクティブに使用されているスレッドの数をい

つでも指定します。

アクティブなスレッド数

メールボックス同期には、バックグラウンド、

通常、時間に依存する3つのタイプのプライオ
リティキューがあります。バックグラウンド

キューは最も低いプライオリティです。この

キューには、各メールボックスが1時間ごとに
バックグラウンドで再同期するためにスケジュー

ルされた項目があります。

Background queue size

通常のキューには、中程度のプライオリティが

あります。このキューには、メッセージ操作

(メッセージの作成、読み取り、未開封、削除な
ど)がユーザによって実行されるか、または
Cisco Unity Connection Administrationのユニファ
イドメッセージングページで管理者による設定

更新のためにスケジュールされた項目がありま

す。

通常のキューサイズ

時間依存キューの優先度が最も高くなります。

このキューには、サブスクリプションを有効に

するためにCiscoUnity ConnectionからExchange
サーバに送信されるキープアライブメッセージ

によってスケジュール設定された項目がありま

す。これは、2003 Exchange serverのみに適用さ
れます。

Time sensitive queue size
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カウンタの説明カウンタ

これは、CuMbxSyncプロセスがデータベースか
らデータの取得または更新に失敗した回数を指

定します。

Total connection errors

これは、ユーザメールボックスがサブスクリプ

ション用に設定された回数を指定します。Unity
ConnectionとExchangeの間の通信エラーが発生
すると、ユーザメールボックスの削除と再追加

が行われます。

Total Mailbox Adds

これは、ユーザメールボックスがサブスクリプ

ション解除のために設定された回数を指定しま

す。Unity Connectionと Exchangeの間でエラー
が発生すると、ユーザメールボックスが削除ま

たは再追加されます。

Total Mailbox Removes

これは、Exchangeサーバとのユーザメールボッ
クスの再同期の合計回数を指定します。Cisco
Unity Connectionは、1時間ごとにすべてのユー
ザメールボックスのバックグラウンド再同期を

行います。

合計再同期

Cisco Unity connectionと Exchange serverの間で
通信障害が発生するたびに、UnityConnectionは
特定のユーザメールボックスのメールボックス

同期を再試行します。このカウンタは、このよ

うなオカレンスの数を指定します。

Total Retries

これは、すべてのユーザメールボックスで、作

成、読み取り、未開封、およびDELETEなどの
メッセージング操作が実行された回数を指定し

ます。

Total Work Items

CUC Message Store
CUCMessage Storeオブジェクトは、Cisco Unity Connectionメッセージストアのパフォーマンスに
関する情報を提供します。次の表に、CUC Message Storeカウンタに関する情報を示します。

Table 87: CUC Message Store

カウンタの説明カウンタ

MTAサーバの最後の再起動以降にBadMailフォ
ルダに送信されたメッセージの総数。

Bad Mail Total
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カウンタの説明カウンタ

MTAサーバの最後の再起動以降の送信確認の合
計数。

Delivery Receipts Total

他のネットワークロケーションのリモート送信

者によって開始されたメッセージのローカルコ

ピーを取り消すための着信要求の数。

Incoming Recalls

過去 1分間に配信されたサイト間メッセージの
数。

Intersite Messages Delivered Per Minute

MTAサーバの最後の再起動以降に配信されたサ
イト間メッセージの合計数。

Intersite Messages Delivered Total

過去 1分間に受信したサイト間メッセージの
数。

Intersite Messages Received Per Minute

MTAサーバの最後の再起動以降に受信したサイ
ト間メッセージの合計数。

Intersite Messages Received Total

MTAサーバの最後の再起動以降に配信および受
信したサイト間メッセージの合計数。

Intersite Messages Total

このサーバ上のローカル送信者が開始したメッ

セージ取り消しの数。

Local Recalls

各サンプルでのMTAのキロバイト単位での平
均サイズ。

Message Size Average [kb]

MTAサーバの最後の再起動以降に配信された
メッセージの合計数。

Messages Delivered Total

MTAが1分間に受信したメッセージの合計数。Messages Received Per Minute

MTAサーバの最後の再起動以降に受信したメッ
セージの合計数。

Messages Received Total

MTAサーバの最後の再起動以降の未送信確認の
合計数。

Non-delivery Receipts Total

メッセージの取り消しの合計数。この数には複

数の受信者に送信されたメッセージの個別のコ

ピーも含まれるため、Total Recalls, Local and
Remoteパフォーマンスカウンタをはるかに上
回る数になる可能性があります。

Number of Items Recalled

現在MTAにキューイングされているメッセー
ジ数。

Queued Messages Current
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カウンタの説明カウンタ

MTAサーバの最後の再起動以降の受信確認の合
計数。

Read Receipts Total

MTAサーバの最後の再起動以降の再試行の合計
数。

Retries Total

MTAの開始以降に個々のユーザのメールボッ
クスに配信されるディスパッチメッセージの合

計数。この数には複数の受信者に送信された

メッセージの個々のコピーの数が含まれます。

Total dispatch message folder items delivered

MTAサーバの最後の再起動以降に受理された
ディスパッチメッセージの合計数。

Total dispatch messages accepted

MTAの開始以降に配信されたディスパッチメッ
セージの合計数。この数には、受信者数に関係

なく、各メッセージが 1回だけ含まれます。

Total dispatch messages delivered

MTAサーバの最後の再起動以降に拒否された
ディスパッチメッセージの個々のコピーの合計

数。

Total dispatch message items rejected

MTAサーバの最後の再起動以降に、メッセージ
が他のユーザによって受理されていたためユー

ザのメールボックスから除外されていたディス

パッチメッセージの合計数。

Total dispatch messages removed due to acceptance

ローカル送信者およびリモート送信者が開始し

たメッセージ取り消しの合計数。この数は、

Incoming Recallsパフォーマンスカウンタおよ
び Local Recallsパフォーマンスカウンタの合計
と一致します。

Total recalls, local and remote

MIME形式のボイスメッセージを元の形式にデ
コードするための平均時間（秒）。

VPIM Message Decode Duration Average [s]

MIME形式にボイスメッセージをエンコードす
る平均時間（秒）。

VPIM Message Encode Duration Average [s]

Cisco Unity Connectionメッセージストアが 1分
間に配信した VPIMメッセージの数。

VPIM Messages Delivered Per Minute

Cisco Unity Connectionメッセージストアが配信
した VPIMメッセージの合計数。

VPIM Messages Delivered Total

Cisco Unity Connectionメッセージストアが 1分
間に受信した VPIMメッセージの数。

VPIM Messages Received Per Minute
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カウンタの説明カウンタ

Cisco Unity Connectionメッセージストアが受信
した VPIMメッセージの合計数。

VPIM Messages Received Total

Cisco Unity Connectionメッセージストアが処理
した VPIMメッセージの合計数。

VPIM Messages Total

メールボックスクォータがいっぱいになったと

きに送信された不在着信通知の合計数。

メッセージ未配信のメールボックスクォータフ

ル通知合計

MTAサーバの最後の再起動以降に配信されたビ
デオメッセージの合計数。

配信されたビデオメッセージの合計

MTAサーバの最後の再起動以降、1分間に配信
されたビデオメッセージの合計数。

1分間に配信されるビデオメッセージ

サーバの最後の再起動以降にMTAサーバによっ
て処理された (成功および失敗した)ビデオメッ
セージの合計数。

MTA合計によって処理されるビデオメッセージ

サーバの最後の再起動以降に、MTAサーバに
よって1分間に処理された (成功と失敗の両方の)
ビデオメッセージの合計数。

1分あたりのMTAによって処理されるビデオ
メッセージ

CUC Message Store: Databases
CUC Message Store: Databasesオブジェクトは、Cisco Unity Connectionで使用されるメッセージス
トアデータベースに関する情報を提供します。

Messages Delivered Per Message Storeカウンタは、MTAサーバが最後に再起動されて以降、1メッ
セージストアあたりに配信されたメッセージの総数を表します。

CUC Personal Call Transfer Rules
CUCPersonal Call Transfer Rulesオブジェクトは、パーソナル着信転送ルール（PCTR）の数と使用
状況についての情報を提供します。次の表に、CUC Personal Call Transfer Rulesカウンタに関する
情報を示します。

Table 88: CUC Personal Call Transfer Rules

カウンタの説明カウンタ

ルール処理が開始され、適用可能な転送ルール

が見つかったパーソナル着信転送ルール

（PCTR）のコール。

Applicable Rule Found
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カウンタの説明カウンタ

転送ルールが適用されている間に試行された転

送先の数。

Destinations Tried

パーソナル着信転送ルール（PCTR）による処理
を適用された（ユーザ割り当てのCOSが PCTR
で有効化されている、ユーザは Unified
Communications Managerユーザである、ユーザ
は PCTRを無効にしていない）コール。

PCTR Calls

パーソナル着信転送ルール（PCTR）のコールで
のルール処理中に評価されたルールの数。

Rules Evaluated

転送ルールが適用されている間にサブスクライ

バに到達した回数。

Subscriber Reached

パーソナル着信転送ルールが適用されている間

に、Cisco Unity Connectionが転送先へのコール
の転送に失敗した回数。転送の失敗には、呼び

出された転送先が接続済み、通話中、RNA状
態、またはタイムアウトになっている場合を除

くすべての状態が含まれます。転送中に発信者

が電話を切ることも転送の失敗と見なされま

す。

転送が失敗しました（Transfer Failed）

転送ルールが適用されている間にボイスメール

が到達した回数。

Voicemail Reached

CUC Phone System
CUC Phone Systemオブジェクトは、電話システム統合のパフォーマンスに関する情報を提供しま
す。次の表に、CUC Phone Systemカウンタについての情報を示します。

Table 89: CUC Phone System

カウンタの説明カウンタ

Cisco Unity Connectionサーバへの着信および発
信コールの現在の数。

Call Count Current

Cisco Unity Connectionサーバへの着信および発
信コールの合計数。

Call Count Total

Cisco Unity Connectionサーバからの着信コール
と発信コールの平均持続時間（秒）。

Call Duration Average [s]
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カウンタの説明カウンタ

Cisco Unity Connectionサーバからの着信コール
と発信コールの合計持続時間（秒）。

Call Duration Total [s]

Cisco Unity Connectionサーバでの無応答コール
の合計数。

Calls Unanswered Total

話中転送として受信した着信コールの現在の

数。

Incoming Calls CFB Current

話中転送として受信した着信コールの合計数。Incoming Calls CFB Total

無応答時転送として受信した着信コールの現在

の数。

Incoming Calls CFNA Current

無応答時転送として受信した着信コールの合計

数。

Incoming Calls CFNA Total

着信コールの現在の数。Incoming Calls Current

直接コールとして受信した着信コールの現在の

数。

Incoming Calls Direct Current

直接コールとして受信した着信コールの合計

数。

Incoming Calls Direct Total

Cisco Unity Connectionサーバへのすべての着信
コールの平均持続時間（秒）。

Incoming Calls Duration Average [s]

Cisco Unity Connectionサーバへのすべての着信
コールの合計持続時間（秒）。

Incoming Calls Duration Total [s]

統合情報を持たない着信コールの合計数。Incoming Calls No Info Total

着信コールの合計数。Incoming Calls Total

CiscoUnityConnectionサーバからのすべてのメッ
セージ通知を完了するまでの平均時間（秒）。

Message Notification Duration Average [s]

CiscoUnityConnectionサーバからのすべてのメッ
セージ通知を完了するまでの合計時間（秒）。

Message Notification Duration Total [s]

宛先番号への接続に失敗したメッセージ通知の

合計数。

Message Notifications Failed

Cisco Unity Connectionがサブスクライバに送信
したメッセージ通知の合計数。

Message Notifications Total
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カウンタの説明カウンタ

Cisco Unity Connectionサーバからのすべての
MWI要求の平均持続時間（ミリ秒単位）。

MWI Request Duration Average [ms]

Cisco Unity Connectionサーバからのすべての
MWI要求の合計持続時間（ミリ秒単位）。

MWI Request Duration Total [ms]

宛先番号への接続またはMWI操作の完了に失
敗したMWI要求の合計数。

MWI Requests Failed Total

Cisco Unity Connectionが送信したMWI要求の
合計数。

MWI Requests Total

Cisco Unity Connectionサーバからのすべての発
信コールの平均持続時間（秒）。

Outgoing Calls Duration Average [s]

Cisco Unity Connectionサーバからのすべての発
信コールの合計持続時間（秒）。

Outgoing Calls Duration Total [s]

Cisco Unity Connectionサーバからの完了リリー
ス転送の数。

Outgoing Calls Release Transfers Completed

宛先番号への接続に失敗した Cisco Unity
Connectionサーバからのリリース転送の数。

Outgoing Calls Release Transfers Failed

Cisco Unity Connectionサーバから試行されたリ
リース転送の合計数。

Outgoing Calls Release Transfers Total

Cisco Unity Connectionサーバからの完了監視転
送の数。

Outgoing Calls Supervised Transfers Completed

進行中にドロップされた Cisco Unity Connection
サーバからの監視転送の数。

Outgoing Calls Supervised Transfers Dropped

宛先番号への接続に失敗した Cisco Unity
Connectionサーバからの監視転送の数。

Outgoing Calls Supervised Transfers Failed

Cisco Unity Connectionサーバからの監視転送の
合計数。

Outgoing Calls Supervised Transfers Total

Cisco Unity Connectionが試行したリリース転送
および監視転送の合計数。

Outgoing Calls Transfers Total

Cisco Unity Connectionサーバからのすべてのポ
ケットベル通知を完了するまでの平均時間

（秒）。

Pager Notifications Duration Average [s]
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カウンタの説明カウンタ

Cisco Unity Connectionサーバからのすべてのポ
ケットベル通知を完了するまでの合計時間

（秒）。

Pager Notifications Duration Total [s]

宛先番号への接続に失敗したポケットベル通知

の合計数。

Pager Notifications Failed

Cisco Unity Connectionがサブスクライバに送信
したポケットベル通知の合計数。

Pager Notifications Total

Cisco Unity Connectionサーバへの着信コール間
でいずれかのポートがアイドル状態のままに

なっている合計時間（秒）。

Port Idle Duration [s]

Cisco Unity Connectionサーバへの着信コール間
でいずれかのポートがアイドル状態のままに

なっている平均時間（秒）。

Port Idle Duration Average [s]

Cisco Unity Connectionサーバで使用されていな
い統合ポートの現在の数。

Ports Idle Current

CiscoUnityConnectionサーバで使用中の統合ポー
トの現在の数。

Ports In Use Current

Cisco Unity Connectionがもう応答しないかまた
は使用不可能なポートの現在の数。

Ports Locked

Cisco Unity Connectionサーバによってトリガー
された不在着信通知の合計数。

Missed Call Total

CUC Phone System: Ports
CUC Phone System: Portsオブジェクトは、Cisco Unity Connectionのボイスメッセージングポート
に関する情報を提供します。次の表に、CUC Phone System: Portsカウンタに関する情報を示しま
す。

Table 90: CUC Phone System: Ports

カウンタの説明カウンタ

Cisco Unity Connectionサーバの最後の再起動以
降に、このポートで受信したコールの合計数。

これには、着信、MWI発信、通知発信、TRAP
発信、および VPIM発信など、すべてのタイプ
のコールが含まれます。

Port Calls
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カウンタの説明カウンタ

Cisco Unity Connectionサーバ上のアイドルポー
トの分配の割合（パーセント）。

Port Idle Percent

ポートでアクティブにコールが処理されていた

平均時間（秒）。

Port Usage Duration Average [s]

ポートでアクティブにコールが処理されていた

合計時間（秒）

Port Usage Duration Total [s]

Cisco Unity Connectionサーバ上ポートへのコー
ルの分配の割合（パーセント）。

Port Usage Percent

CUC Replication
CUC Replicationオブジェクトは、Cisco Unity Connectionの冗長性のためのレプリケーションに関
する情報を提供します。次の表に、CUC Replicationカウンタに関する情報を示します。

Table 91: CUC Replication

カウンタの説明カウンタ

レプリケーションが開始される前にファイルが

存在していた期間。

File Replication Latency [s]

サービスが開始されてからのファイルレプリ

ケーションの最大遅延。

File Replication Latency Max [s]

レプリケーションされた各ファイルの転送速

度。

File Transfer Rate [kbytes/s]

サービスの開始以降にレプリケーションされた

ファイルの数。

Files Replicated Total

秒単位で転送されるバイト数。Transfer Rate [bytes/s]

CUC Replicator: Remote Connection Locations
CUC Replicator: Remote Connection Locationsオブジェクトは、リモート接続のロケーションのレプ
リケーションに関する情報を提供します。次の表に、CUC Replicator: Remote Connection Locations
カウンタに関する情報を示します。
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Table 92: CUC Replicator: Remote Connection Locations

カウンタの説明カウンタ

Connectionロケーションから受信した要求され
たレプリケーション依存関係の数。

Dependencies Requests Received

Connectionロケーションへ送信したレプリケー
ション依存関係要求の数。

Dependencies Requests Sent

障害のため受信されなかったこのConnectionロ
ケーションからのレプリケーションメッセージ

の数。

Message Receive Failures

障害のため送信されなかったこのConnectionロ
ケーションへのレプリケーションメッセージの

数。

Message Send Failures

Connectionロケーションから受信したレプリケー
ションメッセージの数。

Messages Received

Connectionロケーションへ送信したレプリケー
ションメッセージの数。

送信メッセージ（Messages Sent）

Connectionロケーションから受信したレプリケー
ション NDRメッセージの数。

NDR Messages Received

Connectionロケーションから受信したUSN要求
の数。これは通常、USNのタイムアウトがリ
モートノードで発生したことを示します。

USN Requests Received

CUC Sessions: Authz Server
表 93 : CUC Sessions: Authz Server

カウンタの説明カウンタ

Authz検証要求の合計数。CUC検証要求の総数

成功した Authz検証の合計数。CUC Authzの検証要求の成功

失敗した Authz検証の合計数。CUC Authz失敗した検証要求

過去1分間の Authz検証の合計数。CUCが過去1分間の検証要求の総数を
承認する

過去1分間の成功した Authz検証の合計数。CUCが過去1分間に成功した検証要求
を承認した
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カウンタの説明カウンタ

過去1分間に失敗した Authz検証の合計数。CUCAuthzが過去1分間に失敗した検
証要求

CUC Sessions: Calendar Access
CUC Sessions: Calendar Accessオブジェクトは、Cisco Unity Connectionのカレンダーの統合に関す
る情報を提供します。次の表に、CUC Sessions: Calendar Accessカウンタに関する情報を示しま
す。

Table 94: CUC Sessions: Calendar Access

カウンタの説明カウンタ

Exchange接続失敗の合計数。Connections To Exchange Failure - Total

MeetingPlace接続失敗の合計数。Connections To MP Failure - Total

Exchangeカレンダー要求の合計数。Exchange Requests - Total

ミリ秒単位での現在の Exchange応答時間。Exchange Response Time [ms] - Current

会議への参加要求の合計数。Meeting Join Request - Total

MeetingPlaceカレンダー要求の合計数。MP Request - Total

ミリ秒単位での現在のMeetingPlace応答時間。MP Response Time [ms] - Current

CUC Sessions: E-mail Access
CUC Sessions: E-mail Accessオブジェクトは、電子メールの音声セッションに関する情報を提供し
ます。次の表に、CUC Sessions: E-mail Accessカウンタに関する情報を示します。

Table 95: CUC Sessions: E-mail Access

カウンタの説明カウンタ

Cisco Unity Connectionの最後の再起動以降、読
み取られた電子メールメッセージの合計数。

Messages Read - Total

コール単位で測定されたすべての電子メール

セッションの平均持続時間（ミリ秒単位）。

Session Duration Average [ms]

コール単位で測定されたすべてのメールセッ

ションの合計持続時間（ミリ秒単位）。

Session Duration Total [ms]

アクティブな電子メール音声セッションの数。Sessions - Current
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カウンタの説明カウンタ

Cisco Unity Connectionの最後の再起動以降の電
子メール音声セッションの合計数。

Sessions - Total

CUC Sessions: IMAP Server
CUCSessions: IMAPServerオブジェクトは、IMAPサーバに関する情報を提供します。次の表に、
CUC Sessions: IMAP Serverカウンタに関する情報を示します。

Table 96: CUC Sessions: IMAP Server

カウンタの説明カウンタ

1分あたりの IMAPコマンド数Commands per minute

過去 1分間における IMAPサーバへの接続の平
均持続時間（秒）

Connection Length Average [s]

IMAPサーバ上のアイドルセッション数。Current IDLE Sessions

IMAPサーバの最後の再起動以降、IMAPサー
バが返した IMAPエラーの合計数。

Errors Total

IMAPサーバの最後の再起動以降、IMAPサー
バに送信された EXAMINE要求の合計数。

EXAMINE Requests Total

IMAPサーバの最後の再起動以降、IMAPサー
バに送信されて失敗したLOGIN要求の合計数。

Failed Login Requests Total

IMAPサーバの最後の再起動以降、IMAPサー
バに送信された FETCH要求の合計数。

FETCH Requests Total

IMAPサーバの最後の再起動以降、IMAPサー
バに送信された LOGIN要求の合計数。

Login Requests Total

IMAPサーバの最後の再起動以降、IMAPサー
バに送信された LOGOUT要求の合計数。

Logout Requests Total

IMAPサーバの最後の再起動以降、メッセージ
の本文を返した IMAP FETCHコマンドの合計
数。

Messages Read Total

過去 1時間にメッセージの本文を返した IMAP
FETCHコマンドの数。

Messages Read/hour

IMAPFETCHコマンドが返したメッセージの平
均数。

Messages/fetch Average
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カウンタの説明カウンタ

IMAPサーバの最後の再起動以降、IMAPサー
バに送信された NOOP要求の合計数。

NOOP Requests Total

IMAPコマンドの応答時間（ミリ秒）。Response Time [ms]

IMAPサーバの最後の再起動以降、IMAPサー
バに送信された SEARCH要求の合計数。

SEARCH Requests Total

IMAPサーバへのアクティブなソケット接続の
数。

Socket Connections Current

IMAPサーバの最後の再起動以降、IMAPサー
バに対して実行されたソケット接続の合計数。

Socket Connections Total

IMAPサーバの最後の再起動以降、IMAPサー
バに送信されたSTARTTLS要求の合計数。この
カウンタは、クライアントが IMAP SSLポート
に直接接続したときに増加します。

STARTTLS Requests Total

IMAPサーバの最後の再起動以降、IMAPサー
バに送信された STATUS要求の合計数。

STATUS Requests Total

IMAPサーバへのアクティブな Transport Layer
Security接続の数。

TLS Connections Current

IMAPサーバの最後の再起動以降の、IMAPサー
バへの失敗した TLS接続の合計数。

TLS Errors Total

IMAPサーバに対する Unsolicited Notify応答時
間の平均（ミリ秒）。

Unsolicited Notify Response Time Average [ms]

IMAPサーバの最後の再起動以降、IMAPサー
バによって返された Unsolicited Notify応答の合
計数。

Unsolicited Notify Responses Total

CUC Sessions: RSS
CUC Sessions: RSSオブジェクトは RSSセッションに関する情報を提供します。次の表に、CUC
Sessions: RSSカウンタに関する情報を示します。

Table 97: CUC Sessions: RSS

カウンタの説明カウンタ

ストリーミング用に提供されたRSSメッセージ
の合計数。

RSS Messages Offered Total
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カウンタの説明カウンタ

Cisco Unity Connectionサーバがストリーム配信
した RSSメッセージの合計数。

RSS Messages Streamed Total

RSSセッションの現在の数。RSS Sessions Current

RSSセッションの合計数。RSS Sessions Total

CUC Sessions: SMTP Server
CUCSessions: SMTPServerオブジェクトは、SMTPサーバセッションに関する情報を提供します。
次の表に、CUC Sessions: SMTP Serverカウンタに関する情報を示します。

Table 98: CUC Sessions: SMTP Server

カウンタの説明カウンタ

システムの起動以降に配信された SMTPメッ
セージの数。

Total Delivered Messages

システムの起動以降に配信または受信された

SMTPメッセージの数。
合計メッセージ数（Total Messages）

システムの起動以降に受信された SMTPメッ
セージの数。

Total Received Messages

CUC Sessions: SpeechView Processor
CUC Sessions: SpeechView Processorオブジェクトは、SpeechViewプロセッササービスについての
情報を提供します。次の表に、CUC Sessions: SpeechView Processorカウンタに関する情報を示し
ます。

Table 99: CUC Sessions: SpeechView Processor

カウンタの説明カウンタ

外部サービスから成功したトランスクリプショ

ンを受信するのに必要な平均時間。

Average wait time

SpeechViewProcessorサービスの最後の再起動以
降の失敗したトランスクリプションの合計数。

Total failures

SpeechViewProcessorサービスの最後の再起動以
降、タイムアウトが発生したトランスクリプ

ションの合計数。

Total timeouts
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カウンタの説明カウンタ

SpeechViewProcessorサービスの最後の再起動以
降の成功したトランスクリプションの合計数。

Transcribed messages

CUC Sessions: TRaP
CUC Sessions: TRaPオブジェクトは、電話での録音および再生（TRaP）セッションに関する情報
を提供します。次の表に、CUC Sessions: TRaPカウンタに関する情報を示します。

Table 100: CUC Sessions: TRaP

カウンタの説明カウンタ

すべてのリバース TRaPセッションの平均持続
時間（秒）。

Reverse TRaP Session Duration Average [s]

すべてのリバース TRaPセッションの合計持続
時間（秒）。

Reverse TRaP Session Duration Total [s]

現在のアクティブなリバース TRaPセッション
の数。

Reverse TRaP Sessions Current

CiscoUnityConnectionの最後の起動以降のリバー
ス TRaPセッションの合計数。

Reverse TRaP Sessions Total

すべての TRaPセッションの平均持続時間
（秒）。

TRaP Session Duration Average [s]

すべての TRaPセッションの合計持続時間
（秒）。

TRaP Session Duration Total [s]

現在のアクティブな TRaPセッションの数。TRaP Sessions Current

CiscoUnity Connectionの最後の起動以降のTRaP
セッションの合計数。

TRaP Sessions Total

CUC Sessions: TTS
CUC Sessions: TTSオブジェクトは、音声合成（TTS）セッションに関する情報を提供します。次
の表に、CUC Sessions: TTSカウンタに関する情報を示します。

Table 101: CUC Sessions: TTS

カウンタの説明カウンタ

すべての TTSセッションの平均持続時間
（秒）。

Session Duration Average [s]
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カウンタの説明カウンタ

すべての TTSセッションの合計持続時間
（秒）。

Session Duration Total [s]

アクティブなTTS音声セッションの現在の数。Sessions Current

Cisco Unity Connectionの最後の起動以降の TTS
音声セッションの合計数。

Sessions Total

CUC Sessions: Unified Client
CUC Sessions: Unified Clientオブジェクトは、Cisco Unity Connectionに対する Unified Clientに関す
る情報を提供します。

Connections Totalカウンタは、Unified Client IMAP要求の合計数を表します。

CUCセッション：ビデオ
CUC Sessions: Videoオブジェクトは、ビデオサーバでのビデオセッションに関する情報を提供し
ます。次の表に、CUC Sessions: Videoカウンタに関する情報を示します。

Table 102: CUCセッション：ビデオ

カウンタの説明カウンタ

ビデオオファーに関係なくネゴシエートされた

音声コールの合計数。

Audio calls Negotiated Total

過去 1分間にビデオオファーに関係なくネゴシ
エートされた音声コールの合計数。

Audio Calls Negotiated In Last One Minute

スイッチへのリリースとして転送された発信ビ

デオコールの合計数。

Outgoing Video calls Release Transfer

Cisco Unity Connectionの最後の再起動以降にビ
デオコールから開始された監視転送の合計数。

Supervise Transfer Calls Total

Cisco Unity Connectionの最後の再起動以降に音
声にダウングレードされたビデオコールの合計

数。

Video calls downgraded to Audio Total

過去 1分間に音声にダウングレードされたビデ
オコールの合計数。

Video calls downgraded to Audio In Last OneMinute
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カウンタの説明カウンタ

プロンプト「このコールの持続期間中のみ、音

声を使用したビデオサービスを使用できません

（Video services are not available using audio only
for duration of this call）」によりダウングレード
されたビデオコールの合計数。

Video calls downgraded with prompt total

過去 1分間に、プロンプト「このコールの持続
期間中のみ、音声を使用したビデオサービスを

使用できません（Video services are not available
using audio only for duration of this call）」により
ダウングレードされたビデオコールの合計数。

Video calls downgraded with prompt in Last One
Minute

Unity Connectionからビデオサーバに送信され
たビデオセッション要求の合計数。

Video Sessions Total

Unity Connectionからビデオサーバに送信され
た現在のビデオセッション要求の合計数。

Video Sessions Current

Cisco Unity Connectionの最後の再起動以降のビ
デオセッション再生の合計数。

Video Session Playbacks Total

現在のビデオセッション再生の合計数。Video Session Playbacks Current

UnityConnectionの最後の再起動以降の、ビデオ
サーバからのイメージ再生の合計数。

Video Media File Playbacks Total

ビデオサーバからのビデオメディアファイル

再生の現在の数。

Video Media File Playbacks Current

Unity Connectionの最後の再起動以降、ビデオ
サーバに保存されたビデオ録画の合計数。

Video Recordings Total

ビデオサーバに保存されたビデオ録画の現在の

数。

Video Recordings Current

UnityConnectionの最後の再起動以降のビデオ再
生完了イベントの合計数。

Video Playback Completed Events from MS Total

直近 1分以降のビデオサーバからのビデオ再生
完了イベントの合計数。

Video Playback Completed Events from MS In Last
One Minute

Unity Connectionの最後の再起動以降、Unity
Connectionによってビデオサーバに送信された
キープアライブの合計数。

Video Keep Alive Total
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カウンタの説明カウンタ

直近 1分以降に Unity Connectionによってビデ
オサーバに送信されたキープアライブの合計

数。

Video Keep Alive In Last One Minute

Unity Connectionの最後の再起動以降、Unity
Connectionによってビデオサーバに送信された
GetMediaCapabilitiesの合計数。

Video Get Media Capabilities Total

直近 1分以降に Unity Connectionによってビデ
オサーバに送信された GetMediaCapabilitiesの
合計数。

Video Get Media Capabilities In Last One Minute

Unity Connectionの最後の再起動以降、Unity
Connectionによってビデオサーバに送信された
サインイン要求の合計数。

Video SignIn Total

直近 1分以降に Unity Connectionによってビデ
オサーバに送信されたサインイン要求の合計

数。

Video SignIn Total In Last One Minute

Cisco Unity Connectionの最後の再起動以降、ビ
デオ録画中にエンドポイントに送信されたキー

フレーム要求の合計数。

KeyFrame Request sent Total

Cisco Unity Connectionの最後の再起動以降、ビ
デオ録画中にエンドポイントに送信されたキー

フレーム要求の合計数。

KeyFrame Request sent In Last One Minute

Cisco Unity Connectionの最後の再起動以降、正
常に完了したビデオ録画の合計数。

Video Record Successful Total

Cisco Unity Connectionの最後の再起動以降、失
敗したビデオセッションの合計数。

Video Sessions Failed Total

過去 1分間に失敗したビデオセッションの合計
数。

Video Session Failed In Last One Minute

Cisco Unity Connectionが最後に再起動されてか
らMediaSenseサーバに接続している間の接続タ
イムアウトエラーの合計数。このカウンタは、

次のイベントに適用されます。

•ビデオ通話中
•サインイン時
• MediaSenseサーバとのメディア機能の交換
中。

メディア検出タイムアウト合計
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カウンタの説明カウンタ

Cisco Unity Connectionの最後の再起動以降、音
声メッセージとして再生されるビデオメッセー

ジの合計数。

ビデオ再生失敗合計

CUCセッション：音声
CUCSessions:Voiceオブジェクトは、音声セッションに関する情報を提供します。次の表に、CUC
Sessions: Voiceカウンタに関する情報を示します。

Table 103: CUCセッション：音声

カウンタの説明カウンタ

発信者がディレクトリ全体の検索を試みるとき

に発生する遅延（ミリ秒）。検索条件を入力し

てから結果が返されるまでの時間を測定しま

す。

Delay - Directory Search [ms]

発信者が音声を聞くまでの遅延（ミリ秒）。シ

ステムがコールを受信してから、発信者に対し

て音声がストリームを開始するまでの時間を測

定します。

Delay - Opening Greeting [ms]

Cisco Unity Connectionのサブスクライバがメッ
セージの削除を試みるときに発生する遅延（ミ

リ秒）。最後のメッセージ削除プロンプトか

ら、削除の確認までの時間を測定します。

Delay - Subscriber Delete Message [ms]

Cisco Unity Connectionのサブスクライバが認証
を行うときに発生する遅延（ミリ秒）。

Delay - Subscriber Logon [ms]

Cisco Unity Connectionのサブスクライバが、サ
ブスクライバのメッセージボックスでメッセー

ジ数をカウントするときに発生する遅延（ミリ

秒）。

Delay - Subscriber Message Count [ms]

発信者が Cisco Unity Connectionでメッセージの
ヘッダー情報を収集する間に発生する遅延（ミ

リ秒）。

Delay - Subscriber Message Header [ms]

フェールセーフカンバセーションが再生された

回数の合計。

Failsafes Total

アクティブ G.711（a-law）音声セッションの現
在の数。

G.711a Sessions Current
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カウンタの説明カウンタ

Cisco Unity Connectionの最後の再起動以降のア
クティブ G.711（a-law）音声セッションの合計
数。

G.711a Sessions Total

アクティブ G.711（u-law）音声セッションの現
在の数。

G.711u Sessions Current

Cisco Unity Connectionの最後の再起動以降のア
クティブ G.711（u-law）音声セッションの合計
数。

G.711u Sessions Total

アクティブ G.722音声セッションの現在の数。G.722 Sessions Current

Cisco Unity Connectionの最後の再起動以降のア
クティブ G.722音声セッションの合計数。

G.722 Sessions Total

アクティブ G.729音声セッションの現在の数。G.729 Sessions Current

Cisco Unity Connectionの最後の再起動以降のア
クティブ G.729音声セッションの合計数。

G.729 Sessions Total

アクティブ iLBC音声セッションの現在の数。iLBC Sessions Current

Cisco Unity Connectionの最後の再起動以降のア
クティブ iLBC音声セッションの合計数。

iLBC Sessions Total

Cisco Unity Connectionのサブスクライバが会議
を検索するために発生する遅延（ミリ秒）。

Meeting search delay delay [ms]

Cisco Unity Connectionが最後に再起動された時
からの、TUIによって削除された音声メッセー
ジの合計数。

Messages Deleted

Cisco Unity Connectionが最後に再起動された時
からの、TUIによって転送された音声メッセー
ジの合計数。

Messages Forwarded

Cisco Unity Connectionが最後に再起動された時
からの、TUIによって読み取られた音声メッセー
ジの合計数。

Messages Read

Cisco Unity Connectionが最後に再起動された時
からの、TUIによって応答を受信された音声メッ
セージの合計数。

Messages Replied
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カウンタの説明カウンタ

Cisco Unity Connectionが最後に再起動された時
からの、TUIによって送信された音声メッセー
ジの合計数。

送信メッセージ（Messages Sent）

MRCP定義文法要求に応答するまでの遅延（ミ
リ秒単位）。

MRCP Define Grammar Delay [ms]

MRCP定義文法要求に応答するまでの平均遅延
（ミリ秒）。

MRCP Define Grammar Delay Average [ms]

MRCP定義文法要求に応答するまでの最大遅延
（ミリ秒）。

MRCP Define Grammar Delay Max [ms]

MRCP要求に応答するまでの遅延（ミリ秒）。MRCP Delay [ms]

MRCP要求に応答するまでの平均遅延（ミリ
秒）。

MRCP Delay Average [ms]

MRCP要求に応答するまでの最大遅延（ミリ
秒）。

MRCP Delay Max [ms]

アクティブな OPUS音声セッションの現在の数
が表示されます。

現在のOPUSセッション数（OPUS Sessions
Current）

Cisco Unity Connectionの最後の再起動以降の
OPUS音声セッションの合計数が表示されます。

OPUSセッションの合計（OPUS Sessions Total）

コーデックのアクティブな音声セッションの現

在の数。

Sessions Current

Cisco Unity Connectionの最後の再起動以降の、
任意のコーデックの音声セッションの総数

（G.711 mu-lawと G.729）。

Sessions Total

Cisco Unity Connectionサブスクライバが DTMF
IDでサブスクライバを検索し、ロードするため
に発生する遅延（ミリ秒）。

Subscriber Lookup Delay [ms]

CUC Sessions: VUI
CUC Sessions: VUIオブジェクトは、音声ユーザインターフェイス（VUI）に関する情報を提供し
ます。次の表には、CUC Sessions: VUIカウンタに関する情報が含まれます。
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Table 104: CUC Sessions: VUI

カウンタの説明カウンタ

ユーザがメッセージにアクセスしようとしたと

きに発生する遅延（ミリ秒）。このカウンタ

は、メッセージを聞くことを指示する音声コマ

ンドが発行されてから、メッセージが実際に再

生されるまでの時間を測定します。

Delay - Subscriber Message Access [ms]

VUIカンバセーションでの一致数の合計。Matches Total

Cisco Unity Connectionが最後に再起動された時
からの、VUIによって読み取られたメッセージ
の合計数。

Messages Read

VUIカンバセーションでの不一致の数の合計。No-matches Total

コール単位で測定されたVUIセッションの平均
持続時間（秒）。

Session Duration Average/call [s]

すべての VUIセッションの持続時間（秒）。Session Duration Total [s]

任意のコーデックでのアクティブな VUIセッ
ションの現在の数。

Sessions Current

任意のコーデックでの VUIセッションと音声
セッションの数の合計。

Sessions Total

CUC Sessions: Web
CUCSessions:Webオブジェクトは、Cisco Personal CommunicationsAssistant（Cisco PCA）セッショ
ンと Cisco Unity Connectionの管理セッションについての情報を提供します。次の表に、CUC
Sessions: Webカウンタに関する情報を示します。

Table 105: CUC Sessions: Web

カウンタの説明カウンタ

ユーザーの受信トレイまたはアシスタントへの

認証の最大遅延（秒）。

CPCA Authentication Delay Max [s]

失敗した認証の数。CPCA Failed Authentications Total

Cisco Unity Connectionサーバによって処理され
た CPCAの総ページ数。

CPCA Pages Served Total

CPCAキューで処理を待っている要求の数。CPCA Requests In Queue Current
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カウンタの説明カウンタ

Cisco Unity Connectionサーバによって処理が戻
されたサーバビジー状態の総ページ数。

CPCA Server Busy Pages Total

CPCAセッションの現在の数。CPCA Sessions Current

CPCAセッションの合計数。CPCA Sessions Total

[システム管理者（System Administrator）]ウィ
ンドウの認証の最大遅延（秒）。

CPCA Authentication Delay Max [s]

指定された要求に応答するための tomcatサーバ
に対する最大時間（ミリ秒単位）。

CUCA Response Time Max [ms]

CUC Sessions: Web E-mail Access
CUCSessions:WebE-mailAccessオブジェクトは、Web電子メールのアクセスセッション（IMAP）
に関する情報を提供します。次の表には、CUC Sessions: Web E-mail Accessカウンタについての情
報が含まれます。

Table 106: CUC Sessions: Web E-mail Access

カウンタの説明カウンタ

Cisco Unity Connectionの最後の再起動以降、読
み取られた電子メールメッセージの合計数。

Messages Read - Total

コール単位で測定されたすべての電子メール

セッションの平均持続時間（ミリ秒単位）。

Session Duration Average [ms]

コール単位で測定されたすべてのメールセッ

ションの合計持続時間（ミリ秒単位）。

Session Duration Total [ms]

アクティブな電子メール音声セッションの数。Sessions - Current

Cisco Unity Connectionの最後の再起動以降の電
子メール音声セッションの合計数。

Sessions - Total

CUC System Agent
CUC System Agentオブジェクトは、システムの定期的タスクに関する情報を記録します。次の表
に、CUC System Agentカウンタに関する情報を示します。

カウンタの説明カウンタ

削除されたメッセージ関連ファイルの合計数。Message Related Files Shredded Total
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カウンタの説明カウンタ

削除に失敗したメッセージ関連ファイルの合計

数

Message Related Files Shredded Failed

リーダーにより送信されたHTTP（S）要求の累
計数。

Total Number of Requests sent by HTTP[S]/CCI Link

フィーダにより正常に処理されたHTTP（S）要
求の累計数。

Total Number of successful response of HTTP[S]/CCI
Requests

フィーダにより正常に処理されなかった HTTP
（S）要求の累計数。

Total Number of failure response of HTTP[S]/CCI
Requests

正常に処理されたディレクトリオブジェクトの

累計数。

Total Number of Directory Objects Successfully
Processed

1分あたりの正常に処理されたディレクトリオ
ブジェクト。

Directory Objects Processed Successfully In Last One
Minute

Unity Connectionの最後の再起動以降に
MediaSenseサーバに送信された削除要求の合計
数。

メディアセンスの合計に送信されたリクエスト

の削除

Unity Connectionの最後の再起動以降に
MediaSenseサーバに送信された削除要求に対す
る接続タイムアウトの合計数。

合計削除中のメディア検出タイムアウト

システムアラート

AuditLogOverFlowDueToLogRotation
このアラームは、監査ログのオーバーフローが発生したことを示します。既存の監査ログファイ

ルが上書きされると、オーバーフローが発生し、最終的に監査データが失われます。

デフォルト設定

Table 107: AuditLogOverFlowDueToLogRotation RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度
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デフォルト設定値

一覧表示されたサーバで有効次のサーバでこのアラートを有効または無効に

します

次の条件に一致した場合にアラートをトリガー

します: AuditLogOverFlowDueToLogRotationイ
ベントが生成されました

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

AuditLogOverflowDueToLPMPurge
このアラームは、LPMクリーンアップロジックによる消去が原因でオーバーフローが発生したこ
とを示します。ログパーティションの合計ディスク領域使用率が設定されている上限を超えた場

合、LPMツールのクリーンアップロジックはログパーティションから最も古いファイルを削除し
て、新しいログを書き込むことができるようにします。

デフォルト設定

Table 108: AuditLogOverflowDueToLPMPurge RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効次のサーバでこのアラートを有効または無効に

します

次の条件に一致した場合にアラートをトリガー

します: AuditLogOverflowDueToLPMPurgeイベ
ントが生成されました

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール
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デフォルト設定値

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

AuditLogsExceedsConfiguredThreshold
このアラームは、アプリケーション監査ロギング用に設定されたディスク領域のパーセンテージ

が、設定されているしきい値を超えていることを示します。監査ログファイルは、より早く、ま

たは後で上書きされます。これは、ユニファイドコミュニケーションマネージャアプリケーショ

ンによる監査ロギングの頻度によって異なります。

デフォルト設定

Table 109: AuditLogsExceedsConfiguredThreshold RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効次のサーバでこのアラートを有効または無効に

します

次の条件に一致した場合にアラートをトリガー

します: AuditLogsExceedsConfiguredThresholdイ
ベントが生成されました

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

AuthenticationFailed
認証では、ログイン時に送信されるユーザ IDとパスワードを検証します。無効なユーザ IDまた
はパスワードを使用すると、アラームが発生します。
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デフォルト設定

Table 110: AuthenticationFailed RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の頻度を超えた AuthenticationFailedイベント
の数

最近 1分間に 1回

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

CCMEncryptionErrorDetected
このアラートは、CCMEncryptionErrorDetectedイベントが生成されたときに発生します。

デフォルト設定

Table 111: CCMEncryptionErrorDetected RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効次のサーバでこのアラートを有効または無効に

します

次の条件に一致した場合にアラートをトリガー

します: CCMEncryptionErrorDetectedイベントが
生成されました

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration
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デフォルト設定値

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

CiscoDRFFailure
このアラートは、障害回復フレームワーク（DRF）バックアップまたは復元処理でエラーが発生
したときに生成されます。

デフォルト設定

Table 112: CiscoDRFFailure RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

CiscoDRFFailureイベントが生成された

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

CoreDumpFileFound
このアラートは、CoreDumpFileFoundイベントが生成されたときに発生します。このアラートは、
コアアンプファイルがシステムに存在することを示します。
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デフォルト設定

Table 113: CoreDumpFileFound RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

CoreDumpFileFoundイベントが生成された

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

[オフ（Not Selected）]Trace download Parameters

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

CpuPegging
CPU使用率は、設定可能なしきい値に基づいてモニタされます。使用率が、設定されているしき
い値を上回ると、このアラートが生成されます。

デフォルト設定

Table 114: CpuPegging RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

99%

しきい値
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デフォルト設定値

値がしきい値を 60秒間継続的に下回った場合
または超えた場合にだけアラートをトリガーす

る

Duration

30分以内に最大 3回のアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

CriticalServiceDown
CriticalServiceDownアラートは、サービスのステータスがダウン状態の場合に生成されます（その
他の状態の場合には生成されません）。

デフォルト設定

Table 115: CriticalServiceDown RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

サービスステータスが DOWNである

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

[Enable Trace Download]はオフになっているTrace download Parameters

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action
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DBChangeNotifyFailure
このアラートは、CiscoDatabaseNotificationサービスに問題が発生し、このサービスが停止する可
能性がある場合に発生します。この状態は、データベース内でキューに入れられている変更通知

要求が停止し、システムに加えられた変更内容が有効にならないことを示します。アラートが存

在するノードで Cisco Database Layer Monitorが実行されているかどうかを確認します。実行され
ている場合、このサービスを再起動します。サービスを再起動してもこのアラートが安全な範囲

に戻らない場合、show tech notifyおよび show tech dbstateinfoの出力を収集し、対処方法につい
てシスコテクニカルアシスタンスセンター（TAC）までお問い合わせください。

デフォルト設定

Table 116: DBChangeNotifyFailure RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

DBChangeNotifyキューの遅延が 2分を超えてい
る

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

30分以内に最大 1回のアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

DBReplicationFailure
このアラームは、Informix Dynamic Server（IDS）の複製に障害があることを示し、データベース
管理者の介入を必要とします。

DBReplicationFailureは、（従来のDBReplicationFailureアラームではなく）複製ステータス perfmon
カウンタに基づいていることに注意してください。このアラートは、対応する複製ステータス

perfmonカウンタの値が 3（不正な複製）または 4（複製の設定失敗）になったときにトリガーさ
れます。

Note

パフォーマンスカウンタとアラート

192

パフォーマンスカウンタとアラート

DBChangeNotifyFailure



デフォルト設定

Table 117: DBReplicationFailure RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

DBReplicationFailureが発生した

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

60分以内に最大 1回のアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

DBReplicationTableOutOfSync

デフォルト設定

Table 118: DBReplicationTableOutOfSync RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

アラーム番号 888の IDSReplicationFailureイベ
ントが生成された。

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

60分以内に最大 1回のアラートをトリガーする頻度
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デフォルト設定値

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

HardwareFailure
このアラートは、ハードウェア障害イベント（ディスクドライブの障害、電源の障害など）がト

リガーされたときに発生します。

デフォルト設定

Table 119: HardwareFailure RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

HardwareFailureイベントが生成された

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

LogFileSearchStringFound
このアラートは、LogFileSearchStringFoundイベントが生成されたときに発生します。これは、検
索文字列がログファイル中に見つかったことを示します。
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デフォルト設定

Table 120: LogFileSearchStringFound RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

警告重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

LogFileSearchStringFoundイベントが生成された

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

LogPartitionHighWaterMarkExceeded
このアラートは、ログパーティションの使用済みディスク領域のパーセンテージが、設定された

上限を超えると発生します。このアラートが生成された場合、LogPartitionMonitoringTool（LPM）
はログパーティション中のファイルを削除し（下限に達するまで）、ディスク領域が不足するの

を防ぎます。

LPMにより、保持しておきたいファイルが削除される可能性があります。
LogPartitionLowWaterMarkExceededアラートを受信した場合はすぐに対処してください。

Note

この場合、 logpartitionhighwatermarkexceededが低いパーセンテージに設定され、一時フォルダ
から cdr/cmrファイルを削除してから、 rtmtを使用して、alertパラメータがデフォルト値の95%
に設定されていることを確認します。

Note
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デフォルト設定

Table 121: LogPartitionHighWaterMarkExceeded RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

ログパーティションの使用済みディスク領域が

上限（95%）を超えている

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

LogPartitionLowWaterMarkExceeded
このアラートは、LogPartitionLowWaterMarkExceededイベントが生成されたときに発生します。こ
れは、ログパーティションの使用済みディスク領域のパーセンテージが、設定されている下限を

超えたことを示します。

このアラートは早期に発生する警告であることに注意してください。管理者は、ディスク領域を

空ける作業を開始する必要があります。RTMT/TLCを使用すると、トレースおよびログファイル
の収集や、サーバからの削除を行うことができます。管理者は、再度下限を超えないように、ト

レースファイルの数を調整することを推奨します。

Note

デフォルト設定

Table 122: LogPartitionLowWaterMarkExceeded RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化
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デフォルト設定値

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

ログパーティションの使用済みディスク領域が

下限（90%）を超えている

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

LowActivePartitionAvailableDiskSpace
このアラートは、アクティブパーティションの利用可能なディスク領域のパーセンテージが、設

定されている値を下回ると発生します。

デフォルト設定

Table 123: LowActivePartitionAvailableDiskSpace RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers
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デフォルト設定値

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

アクティブパーティションの利用可能ディスク

領域が (4%)未満である

お客様の環境では、80GBのディスク
スペースを使用して設定された仮想マ

シンと、91%以上のスペースがディス
クスペースおよびアクティブパーティ

ション用に確保されている場合、使用

率が 6%増加すると、Unified
Communications Managerのアップグ
レード後に
LowActivePartitionAvailableDiskSpace
アラートが自動的にトリガーされま

す。ここでアラートは、アクティブ

パーティションの使用可能なディスク

領域が (2%)以下の場合にトリガーさ
れます。この問題を手動で修正する

には、RTMTにログインする必要があ
ります。

Note

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

30分以内に最大 3回のアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

LowAvailableVirtualMemory
RTMTは、仮想メモリの使用率をモニタしています。メモリが少なくなると、
LowAvailableVirtualMemoryアラートが生成されます。

デフォルト設定

Table 124: LowAvailableVirtualMemory RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化
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デフォルト設定値

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

利用可能な仮想メモリが（15%）未満である

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

30分以内に最大 3回のアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

LowInactivePartitionAvailableDiskSpace
このアラートは、非アクティブパーティションの利用可能なディスク領域のパーセンテージが、

設定されている値を下回ると発生します。

デフォルト設定

Table 125: LowInactivePartitionAvailableDiskSpace RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

非アクティブパーティションの利用可能ディス

ク領域が（4%）未満である

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

30分以内に最大 3回のアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化
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デフォルト設定値

デフォルトTrigger Alert Action

LowSwapPartitionAvailableDiskSpace
このアラートは、スワップパーティションの利用可能ディスク領域が少ないことを示します。

スワップパーティションは仮想メモリの一部なので、スワップパーティションとして利用可能な

ディスク領域が不足すると仮想メモリも不足することになります。

Note

デフォルト設定

Table 126: LowSwapPartitionAvailableDiskSpace RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

スワップパーティションの利用可能ディスク領

域が（10%）未満である

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

30分以内に最大 3回のアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

ServerDown
このアラートは、リモートノードに到達できない場合に発生します。
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Unified CommunicationsManagerおよび IM and Presence Service：ServerDownアラートは、現在アク
ティブな AMC（プライマリ AMC、またはプライマリ AMCが使用不可の場合にはバックアップ
AMC）がクラスタ内の別のサーバに到達できない場合に生成されます。このアラートは、サーバ
ダウン状態以外に、ネットワーク接続の問題も示します。

Note

デフォルト設定

Table 127: ServerDown RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

ServerDownが発生した

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

60分以内に最大 1回のアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

SparePartitionHighWaterMarkExceeded
このアラートは、SparePartitionHighWaterMarkExceededイベントが生成されたときに発生します。
このアラートは、予備パーティション内の使用済みディスク領域のパーセンテージが、設定され

ている上限を超えたことを示します。

デフォルト設定

Table 128: SparePartitionHighWaterMarkExceeded RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度
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デフォルト設定値

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

予備パーティションの使用済みディスク領域が

上限（95%）を超えている

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

SparePartitionLowWaterMarkExceeded
このアラートは、SparePartitionLowWaterMarkExceededイベントが生成されたときに発生します。
このアラートは、予備パーティションの使用済みディスク領域のパーセンテージが、下限しきい

値を超えたことを示します。

デフォルト設定

Table 129: SparePartitionLowWaterMarkExceeded RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

予備パーティションの使用済みディスク領域が

下限（90%）を超えている

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

パフォーマンスカウンタとアラート

202

パフォーマンスカウンタとアラート

SparePartitionLowWaterMarkExceeded



デフォルト設定値

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

SyslogSeverityMatchFound
このアラートは、SyslogSeverityMatchFoundイベントが生成されたときに発生します。このアラー
トは、一致する重大度を含む syslogメッセージが存在することを示します。

デフォルト設定

Table 130: SyslogSeverityMatchFound RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

SyslogSeverityMatchFoundイベントが生成された

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

重大Syslog Severity Parameters

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

SyslogStringMatchFound
このアラートは、SyslogStringMatchFoundイベントが生成されたときに発生します。このアラート
は、一致する検索文字列を含む syslogメッセージが存在することを示します。
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デフォルト設定

Table 131: SyslogStringMatchFound RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

SyslogStringMatchFoundイベントが生成された

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

（検索文字列のテキストボックス）Syslog Alert Parameters

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

SystemVersionMismatched
このアラートは、システムのバージョンが一致しない場合に発生します。

デフォルト設定

Table 132: SystemVersionMismatched RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

SystemVersionMismatchedが発生した

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration
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デフォルト設定値

60分以内に最大 1回のアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

TCPRemoteSyslogDeliveryFailed
このアラートは、設定されたリモート syslogサーバへのアラーム、監査、または syslog生成イベ
ントの配信に失敗すると発生します。原因としては、設定されている syslogサーバがダウンして
いる、または TCPがポート601で設定されていない、またはネットワーク障害があることが考え
られます。

デフォルト設定

Table 133: TCPRemoteSyslogDeliveryFailed RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効次のサーバでこのアラートを有効または無効に

します

次の条件に一致した場合にアラートをトリガー

します: TCPRemoteSyslogDeliveryFailedイベント
が生成されました

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

TLSRemoteSyslogDeliveryFailed
このアラートは、設定されたリモート syslogサーバへのアラーム、監査、または syslog生成イベ
ントの配信に失敗すると発生します。原因としては、設定されている syslogサーバがダウンして
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いる、またはポート6514にTLS経由のTLSが設定されていない、またはネットワーク障害が発生
している、またはリモートsyslogサーバの証明書がユニファイドコミュニケーションマネージャー
tomcat信頼にアップロードされていないことが考えられます。

デフォルト設定

Table 134: TLSRemoteSyslogDeliveryFailed RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効次のサーバでこのアラートを有効または無効に

します

次の条件に一致した場合にアラートをトリガー

します: TLSRemoteSyslogDeliveryFailedイベント
が生成されました

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

TotalProcessesAndThreadsExceededThreshold
このアラートは、TotalProcessesAndThreadsExceededThresholdイベントが生成されたときに発生し
ます。このアラートは、プロセスおよびスレッドの現在の合計数が、Cisco RIS Data Collectorサー
ビスパラメータに設定されている最大タスク数を超えていることを示します。この場合、プロセ

スがリークしているか、プロセスでスレッドリークが発生している可能性があります。

デフォルト設定

Table 135: TotalProcessesAndThreadsExceededThreshold RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers
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デフォルト設定値

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

TotalProcessesAndThreadsExceededThresholdイベ
ントが生成された

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

音声およびビデオアラート

BeginThrottlingCallListBLFSubscriptions
このアラートは、BeginThrottlingCallListBLFSubscriptionsイベントが生成されたときに発生します。
これは、システムの過負荷を避けるために、Unified Communications Managerが CallList BLFサブ
スクリプションの制御を開始したことを示します。

デフォルト設定

Table 136: BeginThrottlingCallListBLFSubscriptions RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

BeginThrottlingCallListBLFSubscriptionsイベント
が生成された

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度
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デフォルト設定値

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

CallAttemptBlockedByPolicy

デフォルト設定

Table 137: CallAttemptBlockedByPolicy RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

警告重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

CallAttemptBlockedByPolicyイベントが生成され
た。

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

30分以内に最大 3回のアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

CallProcessingNodeCpuPegging
このアラートは、コール処理サーバのCPU負荷率が、設定された時間で設定された割合を超えた
ときに発生します。

管理者が対処しない場合、特に CallManagerサービスで、CPUの高い使用率が原因で Unified
Communications Managerがクラッシュするおそれがあります。CallProcessingNodeCpuPeggingア
ラートにより、クラッシュを未然に防ぐことができます。

CPU使用率が急上昇する場合、CallProcessingNodeCpuPeggingに加えて、CoreDumpFoundアラー
ム、CriticalServiceDownアラーム、SDLLinkOutOfServiceアラーム、および
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NumberOfRegisteredPhonesDropped alarmsアラームなどの他のアラームが発行される場合がありま
す。

Unified CommunicationsManagerのVMwareインストール時にDRFバックアップや管理ツールの一
括エクスポートなどのタスクを実行すると、CPU使用率が急上昇する場合があります。一般に、
CPU使用率の急上昇の原因となるプロセスは、gzipおよび DRFLocalです。

システムがCallProcessingNodeCpuPeggingアラームを生成する場合は、システムのOpenVirtualization
Archive（OVA）テンプレートの仕様に従い、Unified Communications Managerで 7500人のユーザ
をサポートするための vCPUを追加します。

Note

デフォルト設定

Table 138: CallProcessingNodeCpuPegging RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

プロセッサの負荷が（90%）を超えている

しきい値

値がしきい値を 60秒間継続的に下回った場合
または超えた場合にだけアラートをトリガーす

る

Duration

30分以内に最大 3回のアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action
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CARIDSEngineCritical

デフォルト設定

Table 139: CARIDSEngineCritical RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

CARIDSEngineCriticalイベントが生成された。

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

CARIDSEngineFailure

デフォルト設定

Table 140: CARIDSEngineFailure RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

Error重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

CARIDSEngineFailureイベントが生成された。

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration
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デフォルト設定値

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

CARSchedulerJobFailed

デフォルト設定

Table 141: CARSchedulerJobFailed RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

Error重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

CARSchedulerJobFailedイベントが生成された。

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

CDRAgentSendFileFailed
このアラートは、CDRAgentがUnified CommunicationsManagerノードからUnified Communications
Managerクラスタ内のCDRリポジトリノードにCDRファイルを送信できない場合に発生します。
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デフォルト設定

Table 142: CDRAgentSendFileFailed RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

CDRAgentSendFileFailedイベントが生成された

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

CDRFileDeliveryFailed
このアラートは、外部の課金サーバへのCDRファイルのFTP配信が失敗した場合に発生します。

デフォルト設定

Table 143: CDRFileDeliveryFailed RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

CDRFileDeliveryFailedイベントが生成された

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度
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デフォルト設定値

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

CDRFileDeliveryFailureContinues
このアラートは、CDRFileDeliveryFailureContinuesが生成されたときに発生します。これは、外部
リモートサーバへの CDRファイルの FTP配信が3回以上試行された後に失敗したことを示しま
す。

デフォルト設定

Table 144: CDRFileDeliveryFailureContinuesデフォルト設定は RTMTアラートを継続します。

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効次のサーバでこのアラートを有効または無効に

します

次の条件が満たされた場合にアラートをトリ

ガーします: CDRFileDeliveryFailureContinues
generated

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

CDRHighWaterMarkExceeded
このアラートは、CDRファイルの上限を超えた場合に発生します。また、このアラートは、正常
に配信された CDRファイルのいくつかが削除されたことも示します。
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デフォルト設定

Table 145: CDRHighWaterMarkExceeded RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

CDRHighWaterMarkExceededイベントが生成さ
れた

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

CDRMaximumDiskSpaceExceeded
このアラームは、CDRファイルのディスク使用率が最大ディスク割り当てを超えたときに発生し
ます。また、このアラームは、未配信のファイルがいくつか削除されたことも示します。

デフォルト設定

Table 146: CDRMaximumDiskSpaceExceeded RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

CDRMaximumDiskSpaceExceededイベントが生
成された

しきい値
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デフォルト設定値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

CiscoWLCSyncServiceDown
このアラートは、スイッチとアクセスポイントのデバイスの最大数 (50000)を超えた場合に発生し
ます。

デフォルト設定

Table 147: CiscoWLCSyncServiceDown RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効次のサーバでこのアラートを有効または無効に

します

次の条件に一致した場合にアラートをトリガー

します: CiscoWLCSyncServiceDownイベントが
生成されました

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

CodeYellow
AverageExpectedDelayカウンタは、着信メッセージを処理する現在の平均予測遅延を表します。
値がCodeYellowEntryLatencyサービスパラメータで指定されている値を超えた場合、CodeYellow
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アラームが生成されます。CodeYellowアラートは、トラブルシューティングの目的でトレース
ファイルをダウンロードするように設定できます。

デフォルト設定

Table 148: CodeYellow RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

Cisco CallManager CodeYellowEntryイベントが
生成された

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

[Enable Trace Download]はオフになっているTrace download Parameters

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

DDRBlockPrevention
このアラートは、アラーム番号 31の IDSReplicationFailureアラームが発生したときにトリガーさ
れます。このアラームは、サービスの拒否を避けるための予防的なプロシージャを呼び出します。

このプロシージャはコール処理に影響を与えないので、このプロセス中に複製アラームを無視で

きます。

このプロシージャは、完了するまでに最大60分かかります。このプロシージャが完了したことを
確認するには、各ノードの RTMT複製ステータスが 2になっていることを確認します。このプロ
セス中にシステムをリブートしないでください。
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デフォルト設定

Table 149: DDRBlockPrevention RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

アラーム番号 31の IDSReplicationFailureアラー
ムが生成された

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

60分以内に最大 1回のアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

DDRDown
このアラートは、アラーム番号 32の IDSReplicationFailureアラームが発生したときにトリガーさ
れます。バックグラウンドで自動回復プロシージャが実行されるので、対処は必要ありません。

このプロシージャは、完了するまでに約15分かかります。このプロシージャが完了したことを確
認するには、各ノードの RTMT複製ステータスが 2になっていることを確認します。

デフォルト設定

Table 150: DDRDown RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers
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デフォルト設定値

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

アラーム番号 32の IDSReplicationFailureアラー
ムが生成された

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

60分以内に最大 1回のアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

EMCCFailedInLocalCluster

デフォルト設定

Table 151: EMCCFailedInLocalCluster RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

Error重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

EMCCFailedInLocalClusterイベントが生成され
た。

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

30分以内に最大 3回のアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action
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EMCCFailedInRemoteCluster

デフォルト設定

Table 152: EMCCFailedInRemoteCluster RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

警告重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

EMCCFailedInRemoteClusterイベントが生成され
た。

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

30分以内に最大 3回のアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

ExcessiveVoiceQualityReports
このアラートは、設定されている時間間隔中に報告された Quality Report Tool（QRT）の回数が、
設定されている値を超えたときに生成されます。デフォルトのしきい値は、60分以内に 0回で
す。

デフォルト設定

Table 153: ExcessiveVoiceQualityReports RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers
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デフォルト設定値

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

品質レポートの回数が最近 60分間で 0回を超
えている

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

ILSDuplicateURI
このアラートは、URIへのコール中に、ユニファイドコミュニケーションマネージャが ILSを介
して重複する URIエントリを学習したことを識別したときに発生します。URIに重複するエント
リがある場合 (2つのクラスタに存在する URI user@example.comなど)、コールは最初に学習され
た URIのクラスタにルーティングされます。コールは他の重複エントリにルーティングされませ
ん。

デフォルト設定

Table 154: ILSDuplicateURI RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

アラート重大度

一覧表示されたサーバで有効次のサーバでこのアラートを有効または無効に

します

次の条件に一致した場合にアラートをトリガー

します: ILSDuplicateURIイベントが生成されま
した

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール
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デフォルト設定値

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

ILSHubClusterUnreachable

デフォルト設定

Table 155: ILSHubClusterUnreachable RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

アラート重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

リモート ILSサーバとの接続を確立できない。

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

ILSPeerLimitApproachingWarning
このアラートは、現在のピア数が ILSネットワーク容量の90%以上に達した場合に発生します。

デフォルト設定

Table 156: ILSPeerLimitApproachingWarning RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度
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デフォルト設定値

一覧表示されたサーバで有効次のサーバでこのアラートを有効または無効に

します

次の条件に一致した場合にアラートをトリガー

します: ILSPeerLimitApproachingWarningイベン
トが生成されました

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

Ilrepの超過
このアラートは、ILSネットワーク内のこのクラスタのピア数が、ILSP_MSG_PEER_MAXに設定
されている制限を超えている場合に発生します。システムでは、スポーク、ハブ、インポートさ

れたカタログを継続的に追加できます。ただし、ピアの最大数だけが ILSネットワークにアドバ
タイズされます。

デフォルト設定

Table 157: Ilrepを超過した RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

アラート重大度

一覧表示されたサーバで有効次のサーバでこのアラートを有効または無効に

します

次の条件が満たされた場合にアラートをトリ

ガーする:ピアの数が ILSP_MSG_PEER_MAX
に設定されている制限を超えています

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール
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デフォルト設定値

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

ILSPwdAuthenticationFailed

デフォルト設定

Table 158: ILSPwdAuthenticationFailed RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

アラート重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

リモートクラスタでの ILSによるパスワード認
証が失敗した。

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

ILSTLSAuthenticationFailed

デフォルト設定

Table 159: ILSTLSAuthenticationFailed RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

アラート重大度
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デフォルト設定値

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

リモートクラスタで ILSへの TLS障害が発生
した。

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

IMEDistributedCacheInactive
このアラームは、Unified Communications Managerが Cisco IMEサーバに接続を試行したものの、
IME分散キャッシュがアクティブでない場合に生成されます。

Cisco IMEサーバの証明書がプロビジョニングされていることと、IME分散キャッシュがアクティ
ブ化されていることを CLIを使用して確認します。

デフォルト設定

Table 160: IMEDistributedCacheInactiveアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

Error重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

非アクティブな IME分散キャッシュ

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール
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デフォルト設定値

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

IMEOverQuota
このアラートは、この Cisco IMEサービスを使用する Unified Communications Managerサーバが、
IME分散キャッシュに対してパブリッシュされたダイヤルイン（DID）数の割り当てを超えたこ
とを示します。アラートには、Cisco IMEサーバの名前に加え、現在およびターゲットの割り当て
値が含まれます。

この Cisco IMEサービスを使用するすべての Unified Communications Managerサーバで DIDプレ
フィックスが正しくプロビジョニングされていることを確認します。

プレフィックスが正しくプロビジョニングされている場合は、Cisco IMEサービスの容量を超えて
います。サービスをもう 1つ設定し、異なる Cisco IMEサービス上の Cisco IMEクライアントイ
ンスタンス（ Unified Communications Manager）に DIDプレフィックスを分割する必要がありま
す。

デフォルト設定

Table 161: IMEOverQuotaアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

アラート重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

VAP割り当て超過

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action
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IMEQualityAlert
このアラートは、IPネットワーク品質の問題によってかなりの数の Cisco IMEコールが PSTNに
フェールバックされたか、コールが確立されなかったことをUnified CommunicationsManagerが特
定したときに生成されます。このアラートは次の 2種類のイベントによってトリガーされます。

•現在アクティブな多数のCisco IMEコールがすべてフォールバックを要求した、またはPSTN
にフォールバックされた場合。

•直近の多数のコールの試行が PSTNに送信されたが、IP上に確立されなかった場合。

このアラートを受信したときは、IP接続を確認します。IP接続に問題がない場合、CDR、CMR、
およびファイアウォールのログを確認し、コールが PSTNにフォールバックされた理由または IP
上に確立されなかった理由を判別します。

デフォルト設定

Table 162: IMEQualityAlertアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

Error重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

Cisco IMEリンク品質の問題

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

IMEServiceStatus
このアラートは、特定のCisco IMEクライアントインスタンス（UnifiedCommunicationsManager）
の Cisco IMEサービスに対する接続の全体的な健全性を示します。アラートは次の状態を示しま
す。

• 0：不明。Cisco IMEサービスがアクティブ化されていないことを示している可能性がありま
す。
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• 1：健全。Unified Communications Managerが Cisco IMEクライアントインスタンスのプライ
マリおよびバックアップサーバ（設定されている場合）への接続を正常に確立したことを示

します。

• 2：動作不良。Cisco IMEはアクティブ化されているが、Cisco IMEサーバとのハンドシェイク
手順を正常に完了していないことを示します。このカウンタの値はプライマリ IMEサーバと
セカンダリ IMEサーバの両方のハンドシェイクステータスを反映していることに注意してく
ださい。

デフォルト設定

Table 163: IMEServiceStatusアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

VAP接続の問題

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

60分ごとに最大 1回のアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

InsufficientFallbackIdentifiers
このアラートは、同一のフォールバック DIDを使用する現在進行中の Cisco IMEコールが多すぎ
て、Unified Communications Managerが処理している新しい Cisco IMEコールに割り当てる DTMF
ディジットシーケンスが足りないときに生成されます。新しいコールは継続しますが、音声品質

が低下しても PSTNにフォールバックすることができません。

このアラームが生成された場合、このコールに関連付けるフォールバックプロファイルを確認し

ます。Cisco Unified Communications Managerの管理,ページでプロファイルを確認し、[相関 DTMF
番号のフォールバック番号（“Fallback Number of Correlation DTMF Digits”）]フィールドの現在の
設定を調べます。このフィールドの値を 1つ上げて、新しい値によってこれらのアラートが解消
されるかどうかを確認します。一般に、このパラメータは十分大きい値にする必要があり、この

プロファイルに関連付ける登録数に対して作成された Cisco IME同時コール数が、この登録数を
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指数とする10の累乗の値よりも常にずっと低くなるようにします。たとえば、このフォールバッ
クプロファイルに関連付けるパターンの Cisco IME同時コール数が常に 10,000未満である場合、
この値を 5に設定する（10の 5乗は 100,000）ことで、Unified Communications Managerからこの
アラートが生成されなくなります。

ただし、この値を大きくすると、フォールバックに要する時間が若干長くなります。このため、

[相関DTMF番号のフォールバック番号（Fallback Number of Correlation DTMFDigits）]“ ”フィール
ドの値は、このアラートが生成されない程度に大きい値を設定する必要があります。

DTMFディジットフィールドの値を大きくする代わりに、異なるフォールバックDIDを持つ別の
フォールバックプロファイルを追加して、より少ない数の登録パターンをそのフォールバックプ

ロファイルに関連付けることができます。この方法を使用すると、より少ない桁数を使用できま

す。

デフォルト設定

Table 164: InsufficientFallbackIdentifiersアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

Error重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

フォールバック IDを割り当てることができな
い

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

1分以内に最大 1回のアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

InvalidCredentials
このアラートは、UnifiedCommunicationsManagerで設定されたユーザ名とパスワードがCisco IME
サーバで設定されたものと一致しないために、Unified Communications Managerが Cisco IMEサー
バに接続できないことを示します。

アラートには、Cisco IMEサーバへの接続に使用されたユーザ名とパスワードに加え、ターゲット
Cisco IMEサーバの IPアドレスおよび名前が含まれます。このアラートを解決するには、Cisco
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IMEサーバにログインし、設定されているユーザ名およびパスワードが Unified Communications
Managerで設定されているユーザ名およびパスワードと一致することを確認します。

デフォルト設定

Table 165: InvalidCredentialsアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

アラート重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

Cisco IMEサーバへのクレデンシャルが失敗し
た

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

LocationOutOfResource
このアラートは、LocationOutOfResourceイベントの回数が、設定されている時間間隔中に、設定
されているしきい値を超えたときに発生します。これは、ロケーションまたはリンクの音声、ビ

デオ、またはイマーシブ帯域幅のいずれか、またはすべてが使い尽くされたことを示します。

デフォルト設定

Table 166: LocationOutOfResourceアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

警告重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers
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デフォルト設定値

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。LocationOutOfResourceイベントが 60
秒以内に 5回生成された

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

MaliciousCallTrace
これは、Unified Communications Managerに迷惑呼が存在することを示します。迷惑呼の識別
（MCID）機能が呼び出されます。

デフォルト設定

Table 167: MaliciousCallTrace RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

迷惑呼トレースが生成された

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action
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MediaListExhausted
このアラートは、MediaListExhaustedイベントの回数が、設定されている時間間隔中に、設定され
ているしきい値を超えたときに発生します。このアラートは、メディアリストで定義されている

使用可能なメディアリソースがすべて使用中であることを示します。デフォルトの値は、60分以
内に 0回です。

デフォルト設定

Table 168: MediaListExhausted RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

警告重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

MediaListExhaustedイベントの回数が最近 60分
間で 0回を超えている

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

MgcpDChannelOutOfService
このアラートは、メディアゲートウェイコントロールプロトコル（BRI）Dチャネルがアウトオ
ブサービスのままである場合にトリガーされます。

デフォルト設定

Table 169: MgcpDChannelOutOfService RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度
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デフォルト設定値

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

MGCP DChannelがアウトオブサービスである

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

NumberOfRegisteredDevicesExceeded
このアラートは、NumberOfRegisteredDevicesExceededイベントが生成されたときに発生します。

デフォルト設定

Table 170: NumberOfRegisteredDevicesExceeded RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

NumberOfRegisteredDevicesExceededイベントが
生成された

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action
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NumberOfRegisteredGatewaysDecreased
このアラートは、クラスタに登録されたゲートウェイの数が、連続したポーリング間で減少した

ときに発生します。

デフォルト設定

Table 171: NumberOfRegisteredGatewaysDecreased RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

登録されたゲートウェイの数が減少した

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

NumberOfRegisteredGatewaysIncreased
このアラートは、クラスタに登録されたゲートウェイの数が、連続したポーリング間で増加した

ときに発生します。

デフォルト設定

Table 172: NumberOfRegisteredGatewaysIncreased RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度
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デフォルト設定値

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

登録されたゲートウェイの数が増加した

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

NumberOfRegisteredMediaDevicesDecreased
このアラートは、クラスタに登録されたメディアデバイスの数が、連続したポーリング間で減少

したときに発生します。

デフォルト設定

Table 173: NumberOfRegisteredMediaDevicesDecreased RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

登録されたメディアデバイスの数が減少した

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action
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NumberOfRegisteredMediaDevicesIncreased
このアラートは、クラスタに登録されたメディアデバイスの数が、連続したポーリング間で増加

したときに発生します。

デフォルト設定

Table 174: NumberOfRegisteredMediaDevicesIncreased RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

登録されたメディアデバイスの数が増加した

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

NumberOfRegisteredPhonesDropped
このアラートは、クラスタに登録された電話機の数が、連続したポーリング間で、設定されてい

る割合を超えて減少したときに発生します。

デフォルト設定

Table 175: NumberOfRegisteredPhonesDropped RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

クラスタに登録された電話機の数が（10%）減
少した

しきい値
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デフォルト設定値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

RecordingCallSetupFail

デフォルト設定

Table 176: RecordingCallSetupFail RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

Error重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

RecordingCallSetupFailイベントが生成された

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

30分以内に最大 3回のアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action
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RecordingGatewayRegistrationRejected

デフォルト設定

Table 177: RecordingGatewayRegistrationRejected RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

Error重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

RecordingGatewayRegistrationRejectedイベントが
生成された。

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

30分以内に最大 3回のアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

RecordingGatewayRegistrationTimeout

デフォルト設定

Table 178: RecordingGatewayRegistratioNTimeout RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

Error重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

RecordingGatewayRegistrationTimeoutイベントが
生成された。

しきい値
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デフォルト設定値

すぐにアラートをトリガーするDuration

30分以内に最大 3回のアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

RecordingGatewaySessionFailed

デフォルト設定

Table 179: RecordingGatewaySessionFailed RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

Error重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

RecordingGatewaySessionFailedイベントが生成
された。

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

30分以内に最大 3回のアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action
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RecordingResourcesNotAvailable

デフォルト設定

Table 180: RecordingResourcesNotAvailable RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

警告重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

RecordingGatewayRegistrationTimeoutイベントが
生成された。

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

30分以内に最大 3回のアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

RecordingSessionTerminatedUnexpectedly

デフォルト設定

Table 181: RecordingSessionTerminatedUnexpectedly RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

Error重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

RecordingCallSetupFailイベントが生成された。

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration
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デフォルト設定値

30分以内に最大 3回のアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

RouteListExhausted
このアラートは、RouteListExhaustedイベントの回数が、設定されている時間間隔中に、設定され
ているしきい値を超えたときに発生します。このアラートは、ルートリストで定義されている使

用可能なチャネルがすべて使用中であることを示します。デフォルトの値は、60分以内に 0回で
す。

デフォルト設定

Table 182: RouteListExhausted RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

警告重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

RouteListExhaustedの回数が最近 60分間で 0回
を超えている

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action
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RTMTSessionsExceedsThreshold

デフォルト設定

Table 183: RTMTSessionsExceedsThreshold RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

アラート重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

astセッションの数が 250を超える場合。

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

SDLLinkOutOfService
このアラートは、SDLLinkOutOfServiceイベントが生成されたときに発生します。このイベント
は、ローカルの Unified Communications Managerがリモートの Unified Communications Managerと
通信できないことを示します。通常、このイベントは、ネットワークエラーまたはリモートUnified
Communications Managerが実行されていないことを示します。

デフォルト設定

Table 184: SDLLinkOutOfService RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers
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デフォルト設定値

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

SDLLinkOutOfServiceイベントが生成された

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

SmartLicenseAuthorizationExpiringSoon
このアラートは、Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトで
のユニファイドコミュニケーションマネージャの許可がまもなく期限切れになると発生します。

デフォルト設定

Table 185: SmartLicenseAuthorizationExpiringSoon RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

警告重大度

一覧表示されたサーバで有効次のサーバでこのアラートを有効または無効に

します

次の条件が満たされた場合にアラートをトリ

ガーします:
SmartLicenseAuthorizationExpiringSoonイベント
が生成されました

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action
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SmartLicenseCommunicationError
このアラートは、Unified Communications Managerが Cisco Smart Software Managerまたは Cisco
Smart Software Managerサテライトと正常に通信できない場合に発生します。

デフォルト設定

Table 186: SmartLicenseCommunicationError RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

Error重大度

一覧表示されたサーバで有効次のサーバでこのアラートを有効または無効に

します

次の条件が満たされた場合にアラートをトリ

ガーします: SmartLicenseCommunicationErrorイ
ベントが生成されました

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

SmartLicenseExportControlNotAllowed
このアラートは、スマートアカウントまたはバーチャルアカウントから受信した登録トークンに、

ユニファイドコミュニケーションマネージャが登録されておらず、エクスポート制御機能がオン

になっており、混合モードで動作するようにライセンスされていない場合に発生します。

デフォルト設定

Table 187: SmartLicenseExportControlNotAllowed RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

アラート重大度
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デフォルト設定値

一覧表示されたサーバで有効次のサーバでこのアラートを有効または無効に

します

次の条件が満たされた場合にアラートをトリ

ガーします。

SmartLicenseExportControlNotAllowedイベントが
生成されました。

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

SmartLicenseInEval
このアラートは、ユニファイドコミュニケーションマネージャが Cisco Smart Software Managerま
たは Cisco Smart Software Managerサテライトに登録されておらず、まもなく期限切れになる評価
モードで動作している場合に発生します。

デフォルト設定

Table 188: SmartLicenseInEval RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

警告重大度

一覧表示されたサーバで有効次のサーバでこのアラートを有効または無効に

します

次の条件が満たされた場合にアラートをトリ

ガーします。 SmartLicenseInEvalイベントが生
成されました。

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール
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デフォルト設定値

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

SmartLicenseInOverageAuthorizationExpired
このアラートは、認証の有効期限が切れる前にユニファイドコミュニケーションマネージャのラ

イセンス認証を更新せずに、ライセンス認証の期限が切れた場合に発生します。これは、まもな

く期限切れになる超過期間で実行されます。

デフォルト設定

Table 189: SmartLicenseInOverage_AuthorizationExpired RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

アラート重大度

一覧表示されたサーバで有効次のサーバでこのアラートを有効または無効に

します

次の条件が満たされた場合にアラートをトリ

ガーします。

SmartLicenseInOverage_AuthorizationExpiredイベ
ントが生成されました。

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

SmartLicenseInOverageOutOfCompliance
このアラートは、 Ciscoユニファイドコミュニケーションマネージャが十分な数のライセンスで
動作していて、ステータスがコンプライアンス違反である場合に発生します。これは、まもなく

期限切れになる超過期間で実行されます。
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デフォルト設定

Table 190: SmartLicenseInOverage_OutOfCompliance RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

アラート重大度

一覧表示されたサーバで有効次のサーバでこのアラートを有効または無効に

します

次の条件が満たされた場合にアラートをトリ

ガーします。

SmartLicenseInOverage_OutOfComplianceイベン
トが生成されました。

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

SmartLicenseNoProvisionAuthorizationExpired
このアラートは、ユニファイドコミュニケーションマネージャのライセンス認証が成功せず、超

過期間が終了した場合に発生します。ユーザまたはデバイスを追加、更新、または削除すること

はできません。

デフォルト設定

Table 191: SmartLicenseNoProvision_AuthorizationExpired RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効次のサーバでこのアラートを有効または無効に

します
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デフォルト設定値

次の条件が満たされた場合にアラートをトリ

ガーします。

SmartLicenseNoProvision_AuthorizationExpiredイ
ベントが生成されました。

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

SmartLicenseNoProvisionEvalExpired
このアラートは、Cisco Smart Licensingの評価期間がユニファイドコミュニケーションマネージャ
に対して期限切れになったときに発生します。ユーザまたはデバイスを追加、更新、または削除

することはできません。

デフォルト設定

Table 192: SmartLicenseNoProvision_EvalExpired RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効次のサーバでこのアラートを有効または無効に

します

次の条件が満たされた場合にアラートをトリ

ガーします。

SmartLicenseNoProvision_EvalExpiredイベントが
生成されました。

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化
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デフォルト設定値

デフォルトTrigger Alert Action

SmartLicenseNoProvisionOutOfCompliance
このアラートは、 Ciscoユニファイドコミュニケーションマネージャが十分な数のライセンスで
動作し、超過期間が終了した場合に発生します。ユーザまたはデバイスを追加、更新、または削

除することはできません。

デフォルト設定

Table 193: SmartLicenseNoProvision_OutOfCompliance RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効次のサーバでこのアラートを有効または無効に

します

次の条件が満たされた場合にアラートをトリ

ガーします。

SmartLicenseNoProvision_OutOfComplianceイベ
ントが生成されました。

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

SmartLicenseRegistrationExpired
このアラートは、登録の有効期限前にユニファイドコミュニケーションマネージャのライセンス

登録を更新せずに、ライセンス登録が期限切れになった場合に発生します。ユーザまたはデバイ

スを追加、更新、または削除することはできません。
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デフォルト設定

Table 194: SmartLicenseRegistrationExpired RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

Error重大度

一覧表示されたサーバで有効次のサーバでこのアラートを有効または無効に

します

次の条件が満たされた場合にアラートをトリ

ガーします: SmartLicenseRegistrationExpiredイベ
ントが生成されました

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

SmartLicenseRegistrationExpiringSoon
このアラートは、Cisco Smart Software Managerまたは Cisco Smart Software Managerサテライトに
よる Unified Communications Managerの登録がまもなく期限切れになる場合に発生します。

デフォルト設定

Table 195: SmartLicenseRegistrationExpiringSoon RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

警告重大度

一覧表示されたサーバで有効次のサーバでこのアラートを有効または無効に

します

次の条件が満たされた場合にアラートをトリ

ガーします: SmartLicenseRegistrationExpiringSoon
イベントが生成されました

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration
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デフォルト設定値

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

SmartLicenseRenewAuthFailed
このアラートは、ユニファイドコミュニケーションマネージャのライセンス認証の更新が失敗し

た場合に発生します。

デフォルト設定

Table 196: SmartLicenseRenewAuthFailed RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

Error重大度

一覧表示されたサーバで有効次のサーバでこのアラートを有効または無効に

します

次の条件が満たされた場合にアラートをトリ

ガーします: SmartLicenseRenewAuthFailedイベ
ントが生成されました

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

SmartLicenseRenewRegistrationFailed
このアラートは、ユニファイドコミュニケーションマネージャのライセンス登録の更新が失敗し

た場合に発生します。
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デフォルト設定

Table 197: SmartLicenseRenewRegistrationFailed RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

Error重大度

一覧表示されたサーバで有効次のサーバでこのアラートを有効または無効に

します

次の条件が満たされた場合にアラートをトリ

ガーします: SmartLicenseRenewRegistrationFailed
イベントが生成されました

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

SmartLicense_SLR_InEval
このアラートは、評価期間で実行中の Cisco Unified Communications Managerが、指定されたライ
センスの予約に対して有効になっており、予約済み承認コードのインストールが保留中の場合に

発生します。

デフォルト設定

Table 198: SmartLicense_SLR_InEval RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

警告重大度

一覧表示されたサーバで有効次のサーバでこのアラートを有効または無効に

します

次の条件が満たされた場合にアラートをトリ

ガーします。 SmartLicense_SLR_InEvalイベン
トが生成されました

しきい値
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デフォルト設定値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

SmartLicense_SLR_NoProvision_EvalExpired
このアラートは、ユニファイドコミュニケーションマネージャライセンスの評価期間が終了し、

指定されたライセンス予約承認コードのインストールが保留中の場合に発生します。

デフォルト設定

Table 199: SmartLicense_SLR_NoProvision_EvalExpired RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効次のサーバでこのアラートを有効または無効に

します

次の条件が満たされた場合にアラートをトリ

ガーします。

SmartLicense_SLR_NoProvision_EvalExpiredイ
ベントが生成されました

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action
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SmartLicense_SLR_InOverage_NotAuthorized
このアラートは、ユニファイドコミュニケーションマネージャが指定されたライセンスの予約モー

ドで実行されており、ライセンスの数が不十分で、超過期間がアクティブである場合に発生しま

す。

デフォルト設定

Table 200: SmartLicense_SLR_InOverage_NotAuthorized RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

アラート重大度

一覧表示されたサーバで有効次のサーバでこのアラートを有効または無効に

します

次の条件が満たされた場合にアラートをトリ

ガーします。

SmartLicense_SLR_InOverage_NotAuthorizedイ
ベントが生成されました

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

SmartLicense_SLR_NoProvision_NotAuthorized
このアラートは、ユニファイドコミュニケーションマネージャが指定されたライセンスの予約モー

ドで実行されており、ライセンスの数が不十分で、超過期間が期限切れになっているため、プロ

ビジョニング状態に移行していない場合に発生します。

デフォルト設定

Table 201: SmartLicense_SLR_NoProvision_NotAuthorized RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度
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デフォルト設定値

一覧表示されたサーバで有効次のサーバでこのアラートを有効または無効に

します

次の条件が満たされた場合にアラートをトリ

ガーします。
SmartLicense_SLR_NoProvision_NotAuthorized
イベントが生成されました

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

SmartLicense_SLR_ExportControlNotAllowed
このアラートは、Ciscoユニファイドコミュニケーションマネージャが混合モードで、特定のライ
センスの予約が有効になっており、Ciscoユニファイドコミュニケーションマネージャが評価モー
ドの場合、評価期間の期限が切れ、登録済みのライセンスがある場合に発生します。予約状態。

デフォルト設定

Table 202: SmartLicense_SLR_ExportControlNotAllowed RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

アラート重大度

一覧表示されたサーバで有効次のサーバでこのアラートを有効または無効に

します

次の条件が満たされた場合にアラートをトリ

ガーします。

SmartLicense_SLR_ExportControlNotAllowedイ
ベントが生成されました

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール
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デフォルト設定値

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

SwitchesAndAccessPointReached75PercentCapacity
このアラートは、スイッチとアクセスポイントの現在のレコード数が5万レコードの最大容量の
75%に達した場合に発生します。

デフォルト設定

Table 203: SwitchesAndAccessPointReached75PercentCapacity RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効次のサーバでこのアラートを有効または無効に

します

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーします。
SwitchesAndAccessPointReached75PercentCapacity

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

SwitchesAndAccessPointReached90PercentCapacity
このアラートは、スイッチとアクセスポイントの現在のレコード数が5万レコードの最大容量の
90%に達した場合に発生します。
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デフォルト設定

Table 204: SwitchesAndAccessPointReached90PercentCapacity RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効次のサーバでこのアラートを有効または無効に

します

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーします。
SwitchesAndAccessPointReached90PercentCapacity

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

SwitchesAndAccessPointReached95PercentCapacity
このアラートは、スイッチとアクセスポイントの現在のレコード数が5万レコードの最大容量の
95%に達した場合に発生します。

デフォルト設定

Table 205: SwitchesAndAccessPointReached95PercentCapacity RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効次のサーバでこのアラートを有効または無効に

します

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーします。
SwitchesAndAccessPointReached95PercentCapacity

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration
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デフォルト設定値

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

TCPSetupToIMEFailed
このアラートは、Cisco Unified Communications Managerが Cisco IMEサーバへの TCP接続を確立
できないときに発生します。このアラートは一般に、Cisco IMEサーバの IPアドレスとポートが
Unified CommunicationsManager Administrationで正しく設定されていない場合か、イントラネット
接続の問題が存在するために接続が確立されない場合に発生します。

アラートの Cisco IMEサーバの IPアドレスとポートが有効であることを確認します。問題が解決
しない場合は、Unified Communications Managerサーバと Cisco IMEサーバ間の接続をテストしま
す。

デフォルト設定

Table 206: TCPSetupToIMEFailedアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

Cisco IMEサーバへの接続に失敗した

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action
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TLSConnectionToIMEFailed
このアラートは、Cisco IMEサービスによって提示された証明書の期限が切れていたか、証明書が
Unified Communications Manager CTLになかったために、Cisco IMEサービスへの TLS接続を確立
できなかったときに発生します。

Cisco IMEサービス証明書がUnifiedCommunicationsManagerに設定されていることを確認します。

デフォルト設定

Table 207: TLSConnectionToIMEFailedアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

アラート重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

Cisco IMEサービスへの TLS障害が発生した

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

UserInputFailure

デフォルト設定

Table 208: UserInputFailure RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

警告重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers
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デフォルト設定値

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

UserInputFailureイベントが生成された。

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

30分以内に最大 3回のアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

IM and Presence Serviceアラート

CTIGWModuleNotEnabled
Alert Description
このアラートは、CiscoCTIゲートウェイアプリケーションが、設定が不十分であるかまたは
イネーブルでないことを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

Cisco CTIゲートウェイアプリケーションを設定して有効にするには、[ユニファイドコミュ
ニケーションマネージャー IM andプレゼンス CTIゲートウェイの設定 (Cisco CTI gateway
Settings)]ページを使用します。

CTIGWProviderDown
Alert Description
このアラートは、CTIプロバイダーがダウンしていることを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

設定済みのユニファイドコミュニケーションマネージャノードへの接続を確認し、cisco CTI
ゲートウェイアプリケーションが Ciscoユニファイド CM IM andプレゼンス管理 GUIの [CTI
設定 (CTI Settings)]ページで有効になっていることを確認します。
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CTIGWProviderFailedToOpen
タイプ

IM and Presence Service
Alert Description
このアラートは、CTIプロバイダーが設定エラーが原因で開けなかったことを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし。

推奨事項

Administration GUIの [CTI設定（CTI Settings）]ページで、Unified Communications Managerの
アドレスとアプリケーションのユーザクレデンシャルを確認します。

CTIGWQBEFailedRequest
Alert Description
このアラートは、CiscoCTIゲートウェイアプリケーションが、要求に対して失敗応答を受信
したことを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

Cisco RTMTを使用して、Cisco SIPプロキシサービスのトレースログファイルで詳細なエ
ラーメッセージを確認してください。

CTIGWSystemError
Alert Description
このアラートは、Cisco CTIゲートウェイアプリケーションシステムのエラーを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

Cisco RTMTを使用して、Cisco SIPプロキシサービスのトレースログファイルで詳細なエ
ラーメッセージを確認してください。

CTIGWUserNotAuthorized
Alert Description
このアラートは、不正なデバイスまたは回線 DNが原因で、ユーザが承認されなかったこと
を示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

ユーザのデバイス設定およびMOC設定を確認します。

パフォーマンスカウンタとアラート

260

パフォーマンスカウンタとアラート

CTIGWProviderFailedToOpen



CTIGWUserNotLicenced
Alert Description
このアラートは、ユーザには有効なライセンスがないため、認証できないことを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

Cisco CTIゲートウェイアプリケーションのライセンスとユーザ設定を確認します。

DuplicateDirectoryURI
Alert Description
このアラートは、ディレクトリ URI IMアドレススキームが設定されている時、同じディレ
クトリ URI値が割り当てられているクラスタ間展開内に複数のユーザが設定されていること
を示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

ただちに処置をして問題を修正してください。各ユーザは一意のディレクトリ URIが割り当
てられる必要があります。影響を受けるユーザが、クラスタ間ピアに配置されている場合が

あります。

DuplicateUserid
Alert Description
このアラートは、クラスタ間展開内の別のクラスタで、1人以上のユーザに重複ユーザ IDが
割り当てられていることを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

ただちに処置をして問題を修正してください。各ユーザは一意のユーザ IDが割り当てられる
必要があります。影響を受けるユーザが、クラスタ間ピアに配置されている場合があります。

EspConfigAgentFileWriteError
Alert Description
このアラートは、Cisco Config Agentサービスがファイルシステムに書き込むことができない
ことを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

CiscoRTMTを使用して、ディスク容量が少なくなっていること、または使い尽くされている
ことを確認します。このアラームは、システムが過負荷になっているため、ユーザを IM and
Presence Serviceクラスタ内の他のノードに再割り当てする必要があることを示す場合があり
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ます。ユーザを他のノードに再割り当てするには、IM and Presence Service Administration GUI
の [トポロジ（Topology）]ページを使用します。

EspConfigAgentHighCPUUtilization
Alert Description
このアラートは、CPU使用率が設定されたしきい値を超えたことを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

Unified RTMTを使用して、Cisco SIPプロキシサービスのトレースログファイルで詳細なエ
ラーメッセージを確認してください。

EspConfigAgentHighMemoryUtilization
Alert Description
このアラートは、仮想メモリの使用率が設定されたしきい値を超えたことを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

Unified RTMTを使用してメモリ使用率をモニタし、必要に応じてパフォーマンスを向上させ
るためにシステム負荷を減らしてください。

EspConfigAgentLocalDBAccessError
Alert Description
このアラートは、Cisco Config Agentサービスでの IM and Presence Serviceのローカルデータ
ベースの読み取りまたは書き込みが失敗したことを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

CiscoRTMTを使用してシステムの状態を確認してください。ACiscoDBサービスが実行して
いることを確認してください。

EspConfigAgentMemAllocError
Alert Description
このアラートは、Cisco Config Agentサービスがメモリを割り当てることができないことを示
します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

Unified RTMTを使用して、システムの共有メモリが少なくなっていること、または使い尽く
されていることを確認します。このアラームは、システムが過負荷になっているため、ユー

ザを IM and Presence Serviceクラスタ内の他のノードに再割り当てする必要があることを示す
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場合があります。ユーザを他のノードに再割り当てするには、IM and Presence Service
Administration GUIの [トポロジ（Topology）]ページを使用します。

EspConfigAgentNetworkOutage
Alert Description
このアラートは、Cisco Config Agentのネットワーク停止を示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

Cisco RTMTを使用して、システムの状態とネットワーク接続を確認してください。

EspConfigAgentNetworkRestored
Alert Description
このアラートは、Cisco Config Agentネットワークが復元されたことを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

Cisco RTMTを使用して、システムの状態とネットワーク接続を確認してください。

EspConfigAgentProxyDomainNotConfigured
Alert Description
このアラートは、CiscoConfigAgentサービスが設定されていないことを示します。CiscoConfig
Agentサービスでは、ACLを適切に生成するために、プロキシドメインを使用します。この
サービスが設定されていないと、ルーティング障害が起きる場合があります。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

IM and Presence Serviceパブリッシャの [サービスパラメータ（Service Parameters）]ドロップ
ダウンメニューに移動します。[Cisco SIP Proxy]サービスを選択します。プロキシドメイン
サービスパラメータとして IM and Presence Serviceドメインを入力して保存します。

EspConfigAgentRemoteDBAccessError
Alert Description
このアラートは、Cisco Config Agentサービスが IM and Presence Serviceサービスのリモート
データベースにアクセスできないことを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

A Cisco DBサービスが、アラートで指定されているノード上で実行されていることを確認し
てください。これらのエラーは一時的な場合があります。たとえば、Config Agentが、何ら
かの理由で使用できなくなっているリモートノードにアクセスしようとしている場合です。

パフォーマンスカウンタとアラート

263

パフォーマンスカウンタとアラート

EspConfigAgentNetworkOutage



そのような場合、このエラーが表示されることがあります。これは、インストールされてい

ない、または使用可能でないノードにユーザを再割り当てすると起きる場合があります。

EspConfigAgentSharedMemoryStaticRouteError
Alert Description
このアラートは、Cisco Config Agentサービスが、共有メモリ内のスタティックルートにアク
セスできなかったことを示します。これは、システムのメモリが不足していることを示す場

合があります。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

CiscoRTMTを使用して、システムの共有メモリが少なくなっていること、または使い尽くさ
れていることを確認します。このアラームは、システムが過負荷になっているため、ユーザ

を IM and Presence Serviceクラスタ内の他のノードに再割り当てする必要があることを示す場
合があります。ユーザを他のノードに再割り当てするには、Administration GUIの [トポロジ
（Topology）]ページを使用します。

ESPConfigError
Alert Description
このアラートは、Cisco SIPプロキシサービスのコンフィギュレーションファイルエラーを
示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

Cisco Config Agentサービスが実行されていることを確認します。このサービスは、プロキシ
コンフィギュレーションファイルの書き込みに使用します。

ESPConfigNotFound
Alert Description
このアラートは、Cisco SIPプロキシサービスのコンフィギュレーションファイルが見つか
らないことを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

IM and Presenceサーバに、コンフィギュレーションファイル
/usr/local/sip/conf/sipd.confおよび/usr/local/sip/conf/dynamic.sipd.conf
があることを確認してください。

ESPCreateLockFailed
Alert Description
このアラートは、ロックファイルが作成されていないことを示します。
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Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

Cisco RTMTを使用して、Cisco SIPプロキシサービスのトレースログファイルで詳細なエ
ラーメッセージを確認してください。

ESPLoginError
Alert Description
このアラートは、ログインデータストアと通信中にエラーが発生したことを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

Cisco RTMTを使用して、Cisco SIPプロキシサービスのトレースログファイルで詳細なエ
ラーメッセージを確認してください。

ESPMallocFailure
Alert Description
このアラートは、メモリの割り当てに失敗したことを示します。サーバに軽度のメモリ問題

があるか、またはメモリ問題がないことを示す場合があります。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

Unified RTMTを使用して、Cisco SIPプロキシサービスのトレースログファイルで詳細なエ
ラーメッセージを確認してください。

ESPNAPTRInvalidRecord
Alert Description
このアラートは、NAPTRレコードの形式エラーを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

Cisco RTMTを使用して、Cisco SIPプロキシサービスのトレースログファイルで詳細なエ
ラーメッセージを確認してください。

ESPPassedParamInvalid
Alert Description
このアラートは、無効なパラメータが指定されていることを示します。パラメータが nullで
あるために発行される場合もあります。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし
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推奨事項

Unified RTMTを使用して、Cisco SIPプロキシサービスのトレースログファイルで詳細なエ
ラーメッセージを確認してください。

ESPRegistryError
Alert Description
このアラートは、リソース制限を超えたため SIPレジストリに登録を追加することができな
いことを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

Cisco RTMTを使用して、Cisco SIPプロキシサービスのトレースログファイルで詳細なエ
ラーメッセージを確認してください。

ESPRoutingError
Alert Description
このアラートは、SIPルートインターフェイスリソース制限の超過エラーを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

Cisco RTMTを使用して、Cisco SIPプロキシサービスのトレースログファイルで詳細なエ
ラーメッセージを確認してください。

ESPSharedMemAllocFailed
Alert Description
このアラートは、テーブルの初期化を試みている間に、Cisco SIP Proxyサービスが共有メモ
リのセグメントを割り当てられなかったことを示しています。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
N/A

推奨事項

UnifiedRTMTを使用して、システムの共有メモリを検査し、CiscoSIPProxyサービスのトレー
スログファイルでエラーメッセージの詳細情報を確認して、Cisco TACに連絡してくださ
い。

ESPSharedMemCreateFailed
Alert Description
このアラートは、テーブルの初期化を試みている間に、Cisco SIP Proxyサービスが共有メモ
リのセグメントを作成できなかったことを示しています。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
N/A
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推奨事項

UnifiedRTMTを使用して、システムの共有メモリを検査し、CiscoSIPProxyサービスのトレー
スログファイルでエラーメッセージの詳細情報を確認して、Cisco TACに連絡してくださ
い。

ESPSharedMemSetPermFailed
Alert Description
このアラートは、テーブルの初期化を試みている間に、Cisco SIP Proxyサービスが共有メモ
リのセグメントに権限を設定できなかったことを示しています。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
N/A

推奨事項

UnifiedRTMTを使用して、システムの共有メモリを検査し、CiscoSIPProxyサービスのトレー
スログファイルでエラーメッセージの詳細情報を確認して、Cisco TACに連絡してくださ
い。

ESPSocketError
Alert Description
このアラートは、バインディングエラー（ソケットアドレス取得の失敗など）によって発生

するネッワークソケットエラーを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

Cisco RTMTを使用して、Cisco SIPプロキシサービスのトレースログファイルで詳細なエ
ラーメッセージを確認してください。

ESPStatsLogFileOpenFailed
Alert Description
このアラートは、Cisco SIPプロキシサービスのステータスログファイルをオープンできな
かったことを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

Cisco RTMTを使用して、Cisco SIPプロキシサービスのトレースログファイルで詳細なエ
ラーメッセージを確認してください。

ESPStopped
Alert Description
このアラートは、Cisco SIP Proxyサービスの子プロセスが停止したことを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
N/A
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推奨事項

管理者が手動でプロキシサービスを停止しなかった場合、これは何らかの問題を示している

可能性があります。Unified RTMTを使用して関連するアラームをチェックして、Cisco TAC
に連絡してください。

ESPVirtualProxyError
Alert Description
このアラートは Virtual_Proxy_Domain関連のエラーを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

Cisco RTMTを使用して、Cisco SIPプロキシサービスのトレースログファイルで詳細なエ
ラーメッセージを確認してください。

ESPWrongHostName
Alert Description
このアラートは、無効な IPアドレスまたは解決できないホスト名を示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

Cisco RTMTを使用して、Cisco SIPプロキシサービスのトレースログファイルで詳細なエ
ラーメッセージを確認してください。

ESPWrongIPAddress
Alert Description
このアラートは、無効な IPアドレスが入力されたことを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

Cisco RTMTを使用して、Cisco SIPプロキシサービスのトレースログファイルで詳細なエ
ラーメッセージを確認してください。

ICSACertificateCAConflict
Alert Description
このアラートは、Cisco Intercluster Sync Agentサービスが CA証明書の競合を検出したことを
示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

証明書を監査するときに、ユニファイドコミュニケーションマネージャで競合する CA証明
書が検出されました。クラスタのIM and Presenceノードで Cisco Intercluster Sync Agentを停止
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します。すべての IM andプレゼンスおよびユニファイドコミュニケーションマネージャノー
ドで競合する証明書を削除し、有効な証明書を各ノードに再アップロードします。Cisco
Intercluster Sync Agentを起動します。

ICSACertificateCASignedTrustCertFound
Alert Description
このアラートは、Cisco Intercluster Sync Agentサービスが署名済み CA信頼証明書を検出した
ことを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

無署名 CA信頼証明書のみを許可するようにします。

ICSACertificateFingerPrintMisMatch
Alert Description
このアラートは、Cisco Intercluster Sync Agentサービスが、処理される証明書にフィンガープ
リントの不一致を検出したことを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
N/A

推奨事項

ソースサーバの証明書と、このサーバにロードされる証明書を比較するために、IMandPresence
Serviceの OS Administration GUIを使用します。問題の証明書を削除し、リロードする必要が
ある場合があります。

ICSACertificateValidationFailure
Alert Description
このアラートは、Cisco Intercluster Sync Agentサービスが、処理される証明書に認証エラーを
検出したことを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
N/A

推奨事項

ソースサーバの証明書と、このサーバにロードされる証明書を比較するために、IMandPresence
Serviceの OS Administration GUIを使用します。問題の証明書を削除し、リロードする必要が
ある場合があります。

InterclusterSyncAgentAXLConnectionFailed
Alert Description
このアラートは、リモートの IM and Presence Serviceクラスタへの認証に、Cisco Intercluster
Sync Agentサービスが失敗したため、接続できないことを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし。
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推奨事項

AXLクレデンシャルが正しいことと、Cisco AXL Webサービスがリモートの IM and Presence
Serviceクラスタで実行中かどうかを確認します。

InterclusterSyncAgentPeerDuplicate
Alert Description
このアラートは、Cisco Intercluster Sync Agentサービスがリモートピアからのユーザロケー
ションデータの同期に失敗したことを示します。リモートピアは、ローカルクラスタ内に

ピアをすでに持つ IM and Presence Serviceクラスタに由来します。
Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし。

推奨事項

リモートピアのホスト名が、識別された既存のピアからのセカンダリノードでないことを確

認します。新しいピアがセカンダリノードの場合は、このピアを IM and Presence Service
Administration GUIの [クラスタ間詳細（Inter-cluster details）]ページから削除します。また、
システムトラブルシュータを実行して詳細を確認することもできます。

InvalidDirectoryURI
Alert Description
このアラートは、ディレクトリ URI IMアドレススキームが設定されているとき、展開内の
1つ以上のユーザに空または無効なディレクトリ URI値が割り当てられていることを示しま
す。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

ただちに処置をして問題を修正してください。影響を受けるユーザが、クラスタ間ピアに配

置されている場合があります。

LegacyCUPCLogin
Alert Description
このアラートは、Cisco Unified Personal Communicatorのレガシークライアントが Cisco Client
Profile Agentサービスにログインしようとしたことを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

Cisco Unified Personal Communicatorのレガシークライアントはサポートされないため、アッ
プグレードする必要があります。
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NotInCucmServerListError
Alert Description
このアラートは、IM and Presenceノードが Unified Communications Managerパブリッシャの
サーバリストに含まれていないため Cisco Sync Agentの起動に失敗したことを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

IM and Presenceノードを Unified Communications Managerサーバのサーバリストに追加し、
Cisco Sync Agentサービスを起動します。

PEAutoRecoveryFailed
Alert Description
このアラートは、エラーをCiscoPresenceEngineサービスの起動シーケンス中に発生したこと
を示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

このエラーは、設定に問題がある可能性があります。失敗メッセージで認識された問題を修

正します。

PEDatabaseError
Alert Description
このアラートは、データベースから情報を取得中にCiscoPresenceEngineサービスでエラーが
発生したことを示します。これはCiscoDBサービスに問題が生じていることを示している場
合があります。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
N/A

推奨事項

Cisco DBサービスが実行されていることを確認します。Unified RTMTを使用して、Cisco
PresenceEngineサービスログでエラーをチェックしてください。詳細については、CiscoTAC
にお問い合わせください。

PEIDSQueryError
Alert Description
このアラートは、IM and Presence Serviceデータベースのクエリーを実行中に Cisco Presence
Engineサービスがエラーを検出したことを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
N/A

推奨事項

都合のよいときにCiscoPresenceEngineサービスを再起動します。問題が続く場合は、関連す
るエラーメッセージとログファイルを確認し、Cisco TACにお問い合わせください。
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PEIDSSubscribeError
Alert Description
このアラートは、Cisco Presence Engineサービスが IM and Presence Serviceデータベース変更
通知をサブスクライブできなかったを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
N/A

推奨事項

都合のよいときにCiscoPresenceEngineサービスを再起動します。問題が続く場合は、関連す
るエラーメッセージとログファイルを確認し、Cisco TACにお問い合わせください。

PEIDStoIMDBDatabaseSyncError
Alert Description

このアラートは、IM and Presenceデータベースと Cisco Presence Engineとデータベースサー
ビス間の同期が失敗したことを示します（Cisco Login Datastore、Cisco Route Datastore、Cisco
Presence Datastore、および Cisco SIP Registration Datastore）。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
N/A

推奨事項

都合のよいときにCiscoPresenceEngineサービスを再起動します。問題が続く場合は、関連す
るエラーメッセージとログファイルを確認し、Cisco TACにお問い合わせください。

PELoadHighWaterMark
Alert Description
このアラートは、Cisco Presence Engineサービスが CPU使用率しきい値を超えたことを示し
ます。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

CiscoRTMTを使用して、次のアクティブサブスクリプションカウンタを確認してください：
ActiveSubscriptions、ActiveViews、SubscriptionActiveReceivedFromForeign、および
SubscriptionActiveSentForeign。この状態が続く場合は、クラスタ内の別の IM and Presence
Serviceノードにユーザを移動することを検討することをお勧めします。

PEMemoryHighCondition
Alert Description
このアラートは、Cisco Presence Engineサービスがメモリしきい値に達したことを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし
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推奨事項

Unified RTMTを使用して、次のアクティブサブスクリプションカウンタを確認してくださ
い：ActiveSubscriptions、ActiveViews、SubscriptionActiveReceivedFromForeign、および
SubscriptionActiveSentForeign。この状態が続く場合は、クラスタ内の別の IM and Presenceノー
ドに一部のユーザをオフロードします。

PEPeerNodeFailure
Alert Description
このアラートは、サブクラスタのピアノードの Cisco Presence Engineサービスが失敗したこ
とを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
N/A

推奨事項

Cisco Presence Engineサービスが動作していることを確認するには、CiscoUnified Serviceability
を使用します。詳細については、Cisco TACにお問い合わせください。

PESipSocketBindFailure
Alert Description
このアラートは、Cisco Presence Engineサービスが表示された設定済みインターフェイスに接
続できないことを示します。このインターフェイスではSIPトラフィックは処理できません。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

Cisco Presence Engineサービスのリッスンインターフェイスが IM and Presence Service
Administration GUIの [アプリケーションリスナー（Application Listener）]ページで正しく設
定されていることを確認します。netstatを使用して他のプロセスが同じポートでリッスンし
ていないことを確認します。

PEStateDisabled
Alert Description
このアラートは、Cisco Presence Engineサービスが使用できず、トラフィックを処理できない
ことを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

ログファイルをチェックし、Unified RTMTを使用して Cisco Presence Engineサービスをモニ
タしてください。
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PEStateLocked
Alert Description
このアラートは、管理上、Cisco Presence Engineサービスでトラフィック処理が禁止されてい
ることを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

このアラートは通知専用です。アクションは不要です。

PEWebDAVInitializationFailure
Alert Description
このアラートは、Cisco Presence EngineサービスがWebDAVライブラリを初期化できなかっ
たことを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

Cisco Presence Engineサービスを再起動します。

PWSAboveCPULimit
Alert Description
このアラートは、CPU使用率が設定されたしきい値を超えたことが Cisco SIP Proxyサービス
で実行中の Presence Web Serviceモジュールにより検出されたことを示します。この間、CPU
使用率が設定されたしきい値未満に低下するまで、新しい要求はブロックされます。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

Unified RTMTを使用して、Cisco SIP Proxyサービスのログの詳細を確認してください。

PWSAboveSipSubscriptionLimit
Alert Description
このアラートは、サブスクリプションの数が設定された制限を超えたことが Cisco SIP Proxy
サービスで実行中のPresenceWebServiceにより検出されたことを示します。この間、Presence
Web Serviceは、サブスクリプションの数が設定された制限を下回るようになるまで、新しい
着信 SIPサブスクリプションをブロックします。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

Cisco RTMTを使用して、Cisco SIP Proxyサービスのログの詳細を確認してください。
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PWSRequestLimitReached
Alert Description
このアラートは、秒あたりの Cisco SIP Proxyサービス要求数の制限に到達したことを示しま
す。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

着信要求のレートを抑制する必要がある場合があります。

PWSSCBFindFailed
Alert Description
このアラートは find_scb()へのコールが SCBルックアップに失敗したことを示す NULLを返
したことを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

Cisco RTMTを使用して、Cisco SIPプロキシサービスのトレースログファイルで詳細なエ
ラーメッセージを確認してください。

PWSSCBInitFailed
Alert Description
このアラートは、SCBの初期化が失敗したことを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

Cisco SIPプロキシサービスを再起動します。

ReplicationDefaultIMDomainChangeFailure
Alert Description
このアラートは、ローカルのデフォルト IMドメインの変更が失敗した場合に発生します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

[詳細プレゼンス設定 (Advancedプレゼンス Setting)]ページから、ローカルデフォルトの IM
ドメイン変更手順を再実行します。

ReplicationIMAddressSchemeChangeFailure
Alert Description
このアラートは、IMアドレススキームの変更が失敗した場合に発生します。
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Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

[詳細プレゼンス設定 (Advancedプレゼンス Settings)]ページから、IMアドレススキームの変
更手順を再実行します。

SRMFailover
タイプ

IM and Presence Service
Alert Description
このアラートは、Server Recovery Managerが自動フェールオーバーを実行していることを示
します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
N/A

推奨事項

障害が発生したノードが起動しており、重要なサービスが実行されていることを確認します。

SRMFailed
Alert Description
このアラートは、Server Recovery Managerが障害状態であることを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
N/A

推奨事項

都合の良いときに Server Recovery Managerを再起動します。

SyncAgentAXLConnectionFailed
Alert Description
このアラートは、Cisco Sync Agentサービスが認証に失敗した場合に発生します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

AXLクレデンシャルが正しいことと、Cisco AXL Webサービスがリモートの Unified
Communications Managerパブリッシャで通知され、実行されているかどうかを確認します。

UASCBFindFailed
Alert Description
このアラートは find_scb()へのコールが SCBルックアップに失敗したことを示す NULLを返
したことを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし
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推奨事項

Cisco RTMTを使用して、Cisco SIPプロキシサービスのトレースログファイルで詳細なエ
ラーメッセージを確認してください。

UASCBGetFailed
Alert Description
このアラートは、tcbtable_acquire_tcb()へのコールがSCBの取得または作成に失敗したことを
示す NULLを返したことを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

Cisco RTMTを使用して、Cisco SIPプロキシサービスのトレースログファイルで詳細なエ
ラーメッセージを確認してください。

XcpCmComponentConnectError
Alert Description
このアラートは、Cisco XCP Connection Managerが Cisco XCPルータへの接続に失敗したため
にシャットダウンしていることを示しています。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

Cisco XCP Connection Managerのログファイルで詳細情報を確認します。

XcpCmPauseSockets
Alert Description
このアラートは、優れたXCPの内部パケットまたはデータベース要求が設定された上限に達
したことを示します。クライアント接続は、保留中の要求がしきい値を下回るまで一時停止

されます。ユーザには、問題が解決されるまで遅延が発生します。解決前に設定されたタイ

ムアウトに達した場合、ユーザは接続解除される可能性があります。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

詳細については XCPルータログファイルを確認します。XCP Connection Managerからのタ
イムアウトによるクライアントの切断をモニタします。

XcpCmStartupError
Alert Description
このアラートは、XCP Connection Managerサービスが起動に失敗したことを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし
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推奨事項

CMのログファイルで詳細情報を確認します。

XcpCmXmppdError
Alert Description
このアラートは、XCP Connection Manager（CM）サービスで XMPPインターフェイスにエ
ラーがあることを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

CMのログファイルで詳細情報を確認します。

XCPConfigMgrConfigurationFailure
Alert Description

このアラートは、Cisco XCP Config Managerが正常に XCP設定を更新できなかったことを示
しています。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
N/A

推奨事項

根本原因については Cisco XCP Config Managerのログを確認します。Cisco TACに連絡して、
サポートを受けてください。

XCPConfigMgrHostNameResolutionFailed
Alert Description
このアラートは、Cisco XCP Config Managerで、Cisco XCPルータがそのノードに接続するこ
とを許可するために DNS名を解決することができなかったことを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
N/A

推奨事項

ローカルクラスタとリモートクラスタの両方のすべてのホスト名と FQDNの DNS解決可能
性を確認します。DNSが解決可能になった後、Cisco XCP Config Managerを再起動し、次に
Cisco XCPルータを再起動します。

XCPConfigMgrJabberRestartRequired
Alert Description

このアラートは、バッファサイズが原因でシステムが停止した後に、CiscoXCPConfigManager
がXCPXMLファイルを再生成したことを示します。変更を適用するために、CiscoXCPルー
タを再起動する必要があります。
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Unified RTMTのデフォルトしきい値
N/A

推奨事項

Cisco XCPルータを再起動します（そのほうが便利な場合）。

XCPConfigMgrR2RPasswordEncryptionFailed
Alert Description

このアラートは、CiscoXCPConfigManagerが、クラスタ間およびルータ間の設定に関連付け
られたパスワードを暗号化できなかったことを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
N/A

推奨事項

Cisco XCP Config Managerを再起動し、次に Cisco XCPルータを再起動します（そのほうが便
利な場合）。

XCPConfigMgrR2RRequestTimedOut
Alert Description
このアラートは、Cisco XCP Config Managerが XCPルータに R2R構成要求を送信したが、
XCPルータが許可された時間内に要求を承認しなかったことを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

Cisco XCP Config Managerを再起動し、次に XCPルータを再起動します。

XcpDBConnectError
Alert Description

Cisco XCPデータアクセスレイヤが DBに接続できませんでした。これはローカルまたは外
部のデータベースがダウンしているか、または外部データベースへのネットワーク接続が失

われたことを示す場合があります。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

システムトラブルシュータで詳細を確認してください。外部データベースが正常に動作して

いること、および外部データベースサーバとのネットワーク接続に問題があるかどうかにつ

いても確認します。
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XcpMdnsStartError
Alert Description
このアラートは、XCPルータがMulticast Domain Name Service（MDNS）の起動に失敗したこ
とを示します。これにより、クラスタ内の他のルータに接続障害を引き起こす可能性があり

ます。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

詳細については XCPルータログファイルを確認します。

XcpMessArchDBConnectError
Alert Description
このアラートは、Cisco XCPデータアクセスレイヤが dBに接続できなかった場合に発生しま
す。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

より多くの情報についてシステムトラブルシュータを確認してください。外部データベース

が正常に動作していること、および外部データベースサーバとのネットワーク接続に問題が

あるかどうかについても確認します。

XcpMessArchDBFullError
Alert Description
このアラートは、ディスク領域またはテーブルスペースが不足しているために、Cisco XCP
データアクセスレイヤが dBにデータを挿入できなかった場合に発生します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

外部 dBのディスク領域またはテーブルスペースを解放してください。

XcpMFTDBConnectError
Alert Description

このアラートは、Cisco XCPデータアクセスレイヤが外部データベースに接続できなかった
ことを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
N/A

推奨事項

システムトラブルシュータで詳細を確認してください。外部データベースが正常に動作して

いること、および外部データベースサーバとのネットワーク接続に問題があるかどうかにつ

いても確認します。
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XcpMFTDBFullError
Alert Description
このアラートは、ディスク領域またはテーブルスペースが不足しているために、Cisco XCP
データアクセスレイヤが dBにデータを挿入できなかった場合に発生します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

DBのディスク領域またはテーブルスペースを解放してください。

XcpMFTExtFsFreeSpaceWarn
Alert Description

このアラートは、Cisco XCP File Transfer Managerが外部ファイルサーバの空きディスク領域
が少ないことを検出したことを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
ファイルサーバのディスク領域の10%未満が残っています。

推奨事項

このアラートは、ディスク領域を15%より大きくすることによってクリアされます。ファイ
ル転送に使われるパーティションから不要なファイルを削除して、外部ファイルサーバの領

域を解放します。

XcpMFTExtFsMountError
Alert Description

このアラートは、Cisco XCP File Transfer Managerが外部ファイルサーバとの接続を失ったこ
とを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
N/A

推奨事項

External File ServerTroubleshooterで詳細を確認してください。また、外部ファイルサーバが正
常に動作していること、または外部ファイルサーバへのネットワーク接続に問題があるかど

うかを確認します。

XcpSIPFedCmComponentConnectError
Alert Description
このアラートは、Cisco XCP SIP Federation Connection Managerが Cisco XCPルータへの接続に
失敗したためにシャットダウンしていることを示しています。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし
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推奨事項

Cisco XCP SIP Federation Connection Managerログファイルで詳細情報を確認します。

XcpSIPFedCmPauseSockets
Alert Description
このアラートは、XCPルータが XCP SIP Federation Connection Manager (CM)に対して、シス
テムの負荷によりソケットでのリスニングを一時停止するように指示した場合に発生します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

XCPルータのログファイルの詳細を確認してください。XCP Connection Managerからのタイ
ムアウトによるクライアントの切断を監視します。

XcpSIPFedCmStartupError
Alert Description
このアラートは、Cisco XCP SIP Federation ConnectionManagerサービスが起動に失敗したこと
を示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

Cisco XCP SIP Federation Connection Managerログファイルで詳細情報を確認します。

XcpSIPGWStackResourceError
Alert Description

このアラートは、サポートされる同時SIPFederationサブスクリプションまたはSIPFederation
IMセッションが最大数に到達し、Cisco XCP SIP Federation Connection Managerに追加のサブ
スクリプションまたは IMセッションを処理するために必要なリソースがないことを示して
います。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
N/A

推奨事項

Cisco XCP SIP Federation Connection Managerに事前に割り当てられた SIPスタックメモリの
サービスパラメータを増やします。注：この設定を変更する場合は、使用可能なメモリがあ

ることを確認します。十分なメモリがない場合は、ハードウェア能力の制限に到達している

可能性があります。
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XcpThirdPartyComplianceConnectError
Alert Description
このアラートは、Cisco XCPルータがサードパーティ製のコンプライアンスサーバに接続で
きないことを示します。これは、ネットワークの問題やサードパーティ製コンプライアンス

サーバの設定またはライセンス問題が原因である可能性があります。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

これは、IM and Presence Serviceで IMが中断される重大なエラーです。サードパーティ製コ
ンプライアンスサーバへのネットワーク接続とサードパーティ製コンプライアンスサーバの

設定（ライセンスを含む）を確認します。IMサービスを復元するには、接続失敗の原因が特
定されるまで管理 GUIの [コンプライアンス設定（Compliance Settings）]オプションを [未設
定（Not Configured）]に設定します。

XcpTxtConfComponentConfigError
Alert Description
このアラートは、XCPコンポーネントが不正な設定を検出した場合に発生します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

コンポーネントログファイルの詳細を確認してください。

XcpTxtConfDBConnectError
Alert Description
このアラートは、Cisco XCPテキスト会議のデータアクセスレイヤが外部データベースに接
続できなかったことを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

詳細についてシステムトラブルシューティングツールを確認します。外部データベースが正

常に動作していること、および外部データベースサーバとのネットワーク接続に問題がある

かどうかについても確認します。

XcpTxtConfDBFullError
Alert Description
このアラートは、ディスク領域またはテーブルスペースが不足しているために、Cisco XCP
データアクセスレイヤが dBにデータを挿入できなかった場合に発生します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

DBのディスク領域またはテーブルスペースを解放してください。
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XcpTxtConfDbQueueSizeLimitError
Alert Description
このアラートは、dBrequestsの数が設定で指定された最大制限に達したときに発生します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

外部データベースサーバの状態を確認し、ネットワーク経由でアクセス可能であることを確

認します。CUPの Cisco XCP Text Conference Managerを再起動します。

XcpTxtConfGearError
Alert Description
このアラートは、XCP Text Conference Manager（TC）サービスが設定されたコンポーネント
をロードできなかったことを示します。これにより、サービスが期待どおりに開始または動

作できなくなる可能性があります。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

詳細については、XCP Text Conferenceログファイルを確認します。

XcpWebCmComponentConnectError
Alert Description
このアラートは、Cisco XCPWeb Connection Managerが Cisco XCPルータへの接続に失敗した
ためにシャットダウンしていることを示しています。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

Cisco XCP Web Connection Managerのログファイルで詳細情報を確認します。

XcpWebCmHttpdError
Alert Description
このアラートは、Cisco XCPWeb Connection Managerサービスで HTTPインターフェイスにエ
ラーがあることを示します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

Cisco XCP Web Connection Managerのログファイルで詳細情報を確認します。
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XcpWebCmPauseSockets
Alert Description
このアラートは、XCPルータが XCP Web Connection Manager (CM)に対して、システムの負
荷によりソケット上でのリスニングを一時停止するように指示した場合に発生します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

XCPルータのログファイルの詳細を確認してください。XCP Connection Managerからのタイ
ムアウトによるクライアントの切断を監視します。

XcpWebCmStartupError
Alert Description
このアラートは、Cisco XCPWeb ConnectionManagerサービスが起動に失敗したことを示しま
す。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

Cisco XCP Web Connection Managerのログファイルで詳細情報を確認します。

XcpXMPPFedCmComponentConnectError
Alert Description
このアラートは、Cisco XCP XMPP Federation Connection Managerが Cisco XCPルータへの接
続に失敗したためにシャットダウンしていることを示しています。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

Cisco XCP XMPP Federation Connection Managerログファイルで詳細情報を確認します。

XcpXMPPFedCmPauseSockets
Alert Description
このアラートは、システムの負荷が原因で、XCP XCP Federation Connection Manager (CM)が
ソケットでのリスニングを一時停止するように指示した場合に発生します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

XCPルータのログファイルの詳細を確認してください。XCP Connection Managerからのタイ
ムアウトによるクライアントの切断を監視します。

パフォーマンスカウンタとアラート

285

パフォーマンスカウンタとアラート

XcpWebCmPauseSockets



XcpXMPPFedCmStartupError
Alert Description
このアラートは、XCPXCPFederation ConnectionManagerサービスの起動に失敗した場合に発
生します。

Unified RTMTのデフォルトしきい値
該当なし

推奨事項

CMログファイルの詳細を確認してください。

Intercompany Media Engineアラート

BannedFromNetwork
このアラートは、ネットワーク管理者がネットワーク（IME分散キャッシュリング）でこのCisco
IMEサーバを禁止して、この Cisco IMEサービスを全体的または部分的に操作不能にしたことを
示します。ネットワーク管理者がサーバを禁止することはまれですが、ネットワークへの悪質な

攻撃にサーバが使用されていることが検出された場合は禁止します。エラー中にこのアラートを

受け取った場合は、すぐに TACに問い合わせてください。

デフォルト設定

Table 209: BannedFromNetworkアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

アラート重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

Cisco IMEサービスがネットワークから禁止さ
れた

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action
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IMEDistributedCacheCertificateExpiring
このアラートは、IME分散キャッシュで使用される証明書が期限切れになるまでの残りの日数を
示します。証明書は期限切れになる前に置き換える必要があります。

デフォルト設定

Table 210: IMEDistributedCacheCertificateExpiringアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

警告重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

Cisco IMEの分散キャッシュ証明書の期限切れ
が迫っている。14日間。

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

1440分以内に最大 1回のアラートをトリガーす
る

頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

IMEDistributedCacheFailure
このカウンタは、IME分散キャッシュの健全性を示します。値ゼロ（赤色）は、IME分散キャッ
シュに次のような重大な問題が発生していることを示します。

•ネットワークが分割された後で、Cisco IMEが問題を解決できない。この場合、検証に失敗す
る場合があります。

• Cisco IMEサービスがネットワークにまったく接続されておらず、ブートストラップサーバ
に到達できない。

値 1（黄色）は、Cisco IMEネットワークで軽微な問題が発生していることを示します。たとえ
ば、ブートストラップサーバ間の接続の問題や Cisco IMEネットワークのその他の問題などです
このカウンタが1になった原因を示す可能性のあるすべてのアラームを調べてください。値2は、
IME分散キャッシュが正常に動作し、システムは健全であると見なされることを示します。
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デフォルト設定

Table 211: IMEDistributedCacheFailureアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

アラート重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

IME分散キャッシュの異常状態

1：ネットワークで軽微な問題が発生

0：ネットワークに問題が発生

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

60分以内にアラートを 1回トリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

IMESdlLinkOutOfService
このアラートは、Cisco IMEサービスとCiscoAMCServiceやCiscoCallManager ServiceなどのCisco
IME Config Managerサービスとの通信が切断されたことを示します。

このアラートは通常、（メンテナンスのために意図的に、または接続障害が原因で意図せずに）

このいずれかのサービスが停止したことを示します。

デフォルト設定

Table 212: IMESdlLinkOutOfServiceアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers
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デフォルト設定値

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

SDLLinkOOSイベントが生成された

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

InvalidCertificate
このアラートは、管理者が Cisco IMEサーバで IME分散キャッシュを有効化したものの、有効な
証明書の設定を省略したか、不正な証明書を設定したことを示します。

デフォルト設定

Table 213: InvalidCertificateアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

アラート重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

無効な証明書が設定された。

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action
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InvalidCredentials
このアラートは、UnifiedCommunicationsManagerで設定されたユーザ名とパスワードがCisco IME
サーバで設定されたものと一致しないために、Unified Communications Managerが Cisco IMEサー
バに接続できないことを示します。

アラートには、Cisco IMEサーバへの接続に使用されたユーザ名とパスワードに加え、ターゲット
Cisco IMEサーバの IPアドレスおよび名前が含まれます。このアラートを解決するには、Cisco
IMEサーバにログインし、設定されているユーザ名およびパスワードが Unified Communications
Managerで設定されているユーザ名およびパスワードと一致することを確認します。

デフォルト設定

Table 214: InvalidCredentialsアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

Error重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

無効または不一致のクレデンシャル。

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

MessageOfTheDay
Cisco IMEネットワークの管理者がユーザ宛のメッセージを保有している場合、Cisco IMEサービ
スによりこのアラートが生成されます。
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デフォルト設定

Table 215: MessageOfTheDayアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

注記重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

ネットワーク管理者からのメッセージ

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

1440分以内に最大 1回のアラートをトリガーす
る

頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

SWUpdateRequired
Cisco IMEサーバは、Cisco IMEサーバソフトウェアの新規バージョンが必要な場合、このアラー
トを生成します。このアラートはアップグレードを実行するまで繰り返されます。ソフトウェア

アップデートに関するより多くの情報を取得するには、シスコのWebサイトに移動します。重要
なアップデートはこのアラートを受信してから数日中にインストールする必要があります。

これらのアップグレードはセキュリティ脆弱性か主な機能上の停止に対応します。場合によって

は、重大なアップグレードをすぐに適用されない場合、Cisco IMEサーバがネットワークに接続で
きなくなる可能性があります。

デフォルト設定

Table 216: SWUpdateRequiredアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

警告重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers
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デフォルト設定値

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

ソフトウェアアップグレードが必要になった

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

60分以内に最大 1回のアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

TicketPasswordChanged
Cisco IMEサーバは、管理者が検証チケットの生成に使用されるパスワードを変更する場合、この
アラートを生成します。

権限のある管理者がパスワードを変更したことを確認します。不正な変更は、Cisco IMEサービス
の管理インターフェイスのセキュリティが破られていることを示す場合があります。不正な変更

が行われたと判断した場合は、それ以上の不正アクセスを防止するために、Cisco IMEサーバの管
理パスワードをただちに変更します。管理者パスワードを変更するには、Cisco IMEサーバ CLI
でset password admin を入力します。

デフォルト設定

Table 217: TicketPasswordChangedアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

注記重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

チケットパスワードが変更された

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

Trigger on every poll頻度

毎日 24時間スケジュール
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デフォルト設定値

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

ValidationsPendingExceeded
このアラートは、Cisco IMEサーバ上の保留中の検証の数を示します。この数は、Cisco IMEサー
バ上の作業のバックログのインジケータを提供します。

デフォルト設定

Table 218: ValidationsPendingExceededアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

一覧表示されたサーバで有効Enable/Disable this alert on the following servers

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

Cisco IMEの保留中の検証が 100を超えた

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

60分以内に最大 1回のアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

Cisco Unity Connectionのアラート

NoConnectionToPeer
（CiscoUnityConnectionクラスタ構成のみ）このアラートは、CiscoUnityConnectionクラスタサー
バが相互に通信できない場合（たとえば、ネットワーク接続が失われた場合）に生成されます。
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デフォルト設定

Table 219: NoConnectionToPeer RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

EnabledEnable/Disable this alert on following server(s)

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

NoConnectionToPeerイベントが生成された

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

AutoFailoverSucceeded
（Cisco Unity Connectionクラスタ設定）：このアラートは次の条件で生成されます。

•（プライマリステータスのサーバで重大な障害が発生した場合などに）セカンダリステータ
スのサーバが、ステータスを自動的にプライマリに変更した場合に、ボイスメッセージング

機能とクラスタのデータベースを処理する責任を負う場合。このアラートは、次のイベント

が発生したことを通知します。

•最初にプライマリステータスだったサーバで重大な障害が発生した。

•最初にセカンダリステータスだったサーバのステータスがプライマリになり、すべての
コールを正常に処理している。

•機能を停止していたサーバ（前述）がオンラインに復帰し、両方のサーバがボイスメッセー
ジング機能と複製の処理の責任を共有するように、サーバのステータスが自動的に変更され

た場合。
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デフォルト設定

Table 220: AutoFailoverSucceeded RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

情報重大度

EnabledEnable/Disable this alert on following server(s)

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

AutoFailoverSucceededイベントが生成された

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

AutoFailoverFailed
（Cisco Unity Connectionクラスタ設定）：このアラートは次の条件で生成されます。

•（プライマリステータスのサーバで重大な障害が発生した場合などに）セカンダリステータ
スのサーバがステータスを自動的にプライマリに変更しようとしたが、サーバステータスの

自動変更が失敗して、セカンダリスタータスのサーバがセカンダリステータスを保持してい

る場合。

•機能を停止した（たとえば重大な障害が発生した）サーバがオンラインに復帰しない場合。
クラスタ内で 1台のサーバだけが機能しています。

デフォルト設定

Table 221: AutoFailoverFailed RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

Error重大度

EnabledEnable/Disable this alert on following server(s)
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デフォルト設定値

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

AutoFailoverFailedイベントが生成された

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

AutoFailbackSucceeded
（Cisco Unity Connectionクラスタ設定）このアラートは、プライマリステータスのサーバの機能
停止の原因となった問題（これにより、セカンダリステータスのサーバのステータスがプライマ

リに変更された）が解決され、両方のサーバが再度オンラインになった場合に生成されます。次

に、機能を停止していたサーバがプライマリステータスになり、もう一方のサーバがセカンダリ

ステータスになるように、両方のサーバは自動的にステータスを変更します。

デフォルト設定

Table 222: AutoFailbackSucceeded RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

情報重大度

EnabledEnable/Disable this alert on following server(s)

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

AutoFailbackSucceededイベントが生成された

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化
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デフォルト設定値

デフォルトTrigger Alert Action

AutoFailbackFailed
（Cisco Unity Connectionクラスタ設定）：このアラートは、パブリッシャノードがオンラインで
なく、プライマリステータスのサーバが状態を自動的に変更できなかった場合に発生します。

デフォルト設定

Table 223: AutoFailbackFailed RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

Error重大度

EnabledEnable/Disable this alert on following server(s)

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

AutoFailbackFailedイベントが生成された

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

SbrFailed
CiscoUnityConnectionクラスタが設定されているとき、2台のサーバが相互に通信できない場合、
両方とも同時にプライマリステータス（“スプリットブレイン”状態）になり、ボイスメッセージ
ング機能を処理し、メッセージを各自のメッセージストアに保存しますが、複製は実行しませ

ん。ユーザは、メッセージを取得できますが、これらのメッセージが取得されたことを認識する

のは 1台のサーバだけです。

サーバの両方が相互に通信できるとき、各ユーザメールボックスの正しい内容と状態を決定する

ことによってこのスプリットブレイン状態が解決されます。

•受信した新しいメッセージかどうか。
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•新しいメッセージのMWIがすでに送信済みかどうか。

•どのメッセージを再生したか。

•どのメッセージが削除されたか。

スプリットブレイン状態の解決に失敗した場合、このアラートが発生します。

デフォルト設定

Table 224: SbrFailed RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

情報重大度

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

SbrFailedイベントが生成された

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

DiskConsumptionCloseToCapacityThreshold
このアラートは、CiscoUnityConnectionサーバ上のハードディスク使用量がCiscoUnityConnection
Administrationの [システム設定（System Settings）] > [詳細設定（Advanced）] > [ディスク容量
（Disk Capacity）]ウィンドウで指定したパーセンテージまであと 10パーセントのところに到達
すると生成されます。たとえば、容量のしきい値の制限が95%の場合、使用率が85%になると、
アラートがトリガーされます。

デフォルト設定

Table 225: DiskConsumptionCloseToCapacityThreshold RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

Error重大度
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デフォルト設定値

EnabledEnable/Disable this alert on following server(s)

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

DiskConsumptionCloseToCapacityThresholdイベ
ントが生成された

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

DiskConsumptionExceedsCapacityThreshold
このアラートは、CiscoUnityConnectionサーバ上のハードディスク使用量がCiscoUnityConnection
Administrationの [システム設定（System Settings）] > [詳細設定（Advanced）] > [ディスク容量
（DiskCapacity）]ウィンドウで指定したパーセンテージの制限に到達するか、または超えた場合
に生成されます。

デフォルト設定

Table 226: DiskConsumptionExceedsCapacityThreshold RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

Error重大度

EnabledEnable/Disable this alert on following server(s)

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

DiskConsumptionExceedsCapacityThresholdイベン
トが生成された

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール
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デフォルト設定値

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

LicenseExpirationWarning
Cisco Unity Connectionは、ユーザやポートなど、複数の機能のライセンスを提供します。システ
ムは、これらのライセンスを適用します。お客様が期間限定ライセンスを使用して特定機能を試

用する場合、このライセンスには有効期限が設定されます。ライセンスの有効期限が来る前に、

システムによりメッセージが送信されて、このアラートが発生します。ログには、ライセンスの

有効期限までの日数が表示されます。

デフォルト設定

Table 227: LicenseExpirationWarning RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

クリティカル重大度

EnabledEnable/Disable this alert on following server(s)

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

LicenseExpirationWarningイベントが生成された

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

LicenseExpired
Cisco Unity Connectionは、ユーザやポートなど、複数の機能のライセンスを提供します。システ
ムは、これらのライセンスを適用します。お客様が期間限定ライセンスを使用して特定機能を試

用する場合、このライセンスには有効期限が設定されます。ライセンスの期限が来ると、ライセ

ンスが無効になり、このアラートが発生します。
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デフォルト設定

Table 228: LicenseExpired RTMTアラートのデフォルト設定

デフォルト設定値

オンアラートの有効化

情報重大度

EnabledEnable/Disable this alert on following server(s)

次の条件が満たされたときにアラートをトリ

ガーする。

LicenseExpiredイベントが生成された

しきい値

すぐにアラートをトリガーするDuration

ポーリングごとにアラートをトリガーする頻度

毎日 24時間スケジュール

オン電子メールの有効化

デフォルトTrigger Alert Action

システムエラーメッセージ

システムエラーメッセージ

システムエラーメッセージの完全なリストについては、の「 System Error messages for Cisco Unified
Communications Manager」を参照してくださいhttps://www.cisco.com/c/en/us/support/
unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/
products-system-message-guides-list.html。
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